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愛知県緑化センター・本館　　設計　瀧 光夫

　この施設は、愛知県が県有林50haを利用して、「県土緑
化の拠点」をつくろうとしたもので、1976年に完成した。
マスタープランづくりは、中村一教授をはじめとする京都
大学造園学教室が中心となり、1970年の万国博覧会の開催
中に着手され、瀧光夫氏は建築系施設を担当、密接な共同
作業を通してなされた。
　本館中央には自然光の入る吹き抜け空間が設けられた。
K・ローチ設計の「フォード財団ビル」が1968年に完成
し、インテリア・オープンスペースの語が米国の造園界で
用いられ始めていた。瀧氏は中村教授とともに、このよう
な空間は雨の多いわが国に増えるべき、緑を屋内に持ち込
む場合の実験的な意味合いを込めて、アトリウムの語が当
時一般化していなかったためグリーンホールと名付けた。
この種の空間としては、大阪・江坂の「大同生命生命本社
ビル」（1972年完成・竹中工務店設計）に次ぐ、わが国2番
目のものである。
　グリーンホールは、随所に設けられたスリットにより自
然換気がなされ、実質的には「天蓋付き中庭」というべき
ものである。瀧氏はこの空間の実現をきっかけに、数多く
の観賞温室の設計や建築における内と外、建築と水・緑に
かかる研究に取り組むこととなった。
　現在つくり続けられている建築や住まいは周囲に対する
結びつきを断つような閉鎖的なものが多い。われわれが瀧
氏の作品や思索から建築と環境のあり方について学ぶべき
ことは多い。
第18回建築業協会賞（1977年）、第5回日本建築家協会25年賞（2004年）受賞

撮影：田籠哲也　文：荒木公樹
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INFORMATION

「二地域居住者向けコンパクト住宅」
モデルプランのプレゼンテーション
1/14

信州に暮らし、地域のことを良く知っている、長
野県住まいづくり推進協議会に所属する建築
士たちが、移住等に興味がある方のお役に立
つように提案した、13のモデルプラン（暮らし
方）のプレゼンテーションを行います。
主催　長野県
共催　長野県住まいづくり推進協議会
日時　1月14日（土）　13：30〜16：30
会場　マイドームおおさか8階第3会議室
　　　大阪市中央区本町橋2-5
入場料　無料（要事前申込）
問合・申込　長野県建設部建築住宅課
　　　　　  Tel.026-235-7331

シンポジウム「DIYはブームで終わ
るのか?文化になるのか?」
1/15

本シンポジウムでは、コーディネーターとして
SUUMO編集長の池本洋一氏を、さらにDIYに
関する事業に様々な立場から取り組まれている
5名のパネリストを迎え、出演者による取組紹介
や、大阪からのDIY文化の発展、DIY賃貸の普
及に向けたトークセッションを行います。
主催　大阪の住まい活性化フォーラム　
日時　1月15日（日）　10：00〜12：10
　　　（開場9：30）
会場　大阪市立住まい情報センター3階ホール
　　　大阪市北区天神橋6-4-20
定員　200名（先着順・事前申込制）
参加費　無料 　
詳細・申込　http://osaka-sumai-refo.com/ 
　　　　　 fwd3/DIYrentform 
問合　大阪府住宅まちづくり部都市居住課 
　　　村井・大森
　　　Tel.06-6941-0351（内3036）　

平成28年度建設リサイクル法説明
会（第2回）
1/27

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する
法律（建設リサイクル法）」のほか、建築物等の
解体等作業に伴うアスベスト関係法令等に関
する説明会を開催します。
主催　大阪府内建築行政連絡協議会建設リ
　　　サイクル部会
　　　（大阪府と建築主事を置く府内17市で構成）
日時　1月27日（金）　13：30〜16：30
　　　（受付開始13：00）
会場　東大阪市立男女共同参画センター
　　　イコーラム
　　　東大阪市岩田町4-3-22-600

な仕掛けがあります。そこで今回は新しい形態の
大学キャンパスを大学の施設、設備、防災拠点、
更に、企業連携の観点から見学会を開催します。
日時　3月9日（木）
　　　14：30集合　15：30〜17：00見学
集合　JR茨木駅東口 ペデストリアンデッキ2階広場
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　50名（定員に達し次第締切）

第61回大阪建築コンクール募集
1/16〜31

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを通じ
て建築作品を評価し、その優れた実績をたたえ、
建築作品設計者の本会正会員または大阪府在
住もしくは在勤の者を表彰するもので、今回で第
61回を迎えます。渡辺節賞は、新しい建築文化
の原動力となる若い優れた設計者を表彰します。
審査委員
　委員長　遠藤秀平（神戸大学大学院教授）
　委員　　越智正一

（大阪府住宅まちづくり部公共建築室室長）    
　　　　　阪田弘一（京都工芸繊維大学准教授）
　　　　　下山　聡 （下山建築設計室）
　　　　　鉾井修一 （京都大学名誉教授）
応募資格（応募作品の設計者）
　大阪府知事賞部門：本会正会員または大阪府

在住もしくは在勤の者
　渡辺節賞部門：本会正会員または大阪府在住

もしくは在勤の者で完了検査
済証発行日に39歳以下の者

　※両部門共建物の種類・規模は問わない
建築位置　近畿二府四県
竣工年月日
　2012年1月1日から2016年12月31日の間に
　竣工し、完了検査済証の交付を受けた建物
応募期間　1月16日（月）〜1月31日（火）
応募料　本会正会員  1作品につき20,000円
　　　　本会正会員外  1作品につき40,000円
※応募詳細は今月号同封の第61回大阪建築
　コンクール応募要項をご覧ください。

大阪地域貢献活動部会
平成29年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。
募集期間　平成29年2月28日（火）まで
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度
※募集案内は今月号に同封しています。

大阪府ヘリテージマネージャー
第2回ステップアップ講座
大阪府立中之島図書館〜歴史と継承〜
2/11　CPD4単位（予定）

本講座は、ヘリテージマネージャー育成講座のステッ
プアッププログラムです。今回は、1974年国の重要
文化財の指定を受けた、大阪府立中之島図書館の
歴史と耐震補強および修復工事について学びます。
日時　2月11日（土）　13：30〜17：30
場所　大阪府立中之島図書館　別館2階
　　　（大阪市北区中之島1-2-10）
内容　
　13：30〜　中之島図書館見学1（公開部分）
　14：00〜　講習「歴史と継承〜中之島図書
　　　　　　　　 館から考える」
　　　　　  講師　中嶋節子（京都大学教授）
　15：30〜　講習「中之島図書館の修復工事」
　　　　　  講師　水口佳之（藤木工務店工事所長）
　17：00〜　中之島図書館見学2
定員　50名（定員に達し次第締切。但し、大阪

府ヘリテージマネージャー育成講座修
了者・受講者優先。）

受講料　1,000円（当日徴収します。）
※講座終了後、懇親会を予定。参加希望者は
　申込してください。（参加費別途必要）
※実施1週間前頃に受講票を送信します。

中大規模木造設計セミナー
2/17　CPD3単位（予定）

「公共建築物の木材利用促進法」が2010年
に施行され、低層の公共建築物などは原則と
して木造化、木質化することが義務付けられま
した。本セミナーでは、昨年改正された文科省の
「JIS A 3301 木造校舎の構造設計標準」に
基づき、流通材とプレカットを活用することで、意
匠設計者でも比較的容易に且つ経済的・合理
的に中大規模の木造建築物の設計が行える設
計指針を解説します。この指針は、福祉施設、倉
庫、事務所など一般用途の施設の設計も対象と
しています。（本セミナーはDVD講習となります）
主催　（一社）中大規模木造プレカット技術協会
共催　（公社）日本建築士会連合会
　　　（公社）大阪府建築士会
日時　2月17日（火）　13：30〜16：45
会場　大阪府建築健保会館
内容　木を見せる空間をつくるための防耐火計

画、流通材を活用するための構造計画など
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　2,000円

建築士の会「みしま野」「北河内」「北摂」共催
立命館大学大阪いばらきキャンパス見学会
3/9　CPD 2単位（予定）

建築士の会「みしま野」の地に、立命館大学が
やって来た。2015年、大阪いばらきキャンパスが
設置され、多くの学生が茨木市に通っています。
大学のキャンパスは、一般的には門や塀が設置
された閉鎖的な空間が多いですが、大阪いばら
きキャンパスは、茨木市の市民公園や茨木商工
会議所が併設されるなど「産官学」が一体化した
オープンなキャンパスとなっており、其処には様々

　　　希来里（きらり）ビル施設棟6階
定員　244名
内容
　（1）建設リサイクル法の概要について
　（2）建設業法における解体工事業の新設に

ついて
　（3）労働安全衛生法、石綿障害予防規則に

ついて
　（4）大気汚染防止法及び大阪府生活環境

の保全等に関する条例について
（建築物等の解体等工事における石綿
（アスベスト）飛散防止対策）

　（5）建設廃棄物の適正処理と再資源化に
ついて

　（6）PCB廃棄物等の適正管理について
参加費　無料
申込期間　平成28年11月28日（月）〜
　　　　　平成29年1月18日（水）
　　　　　（但し、定員に達し次第締切）
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　審査指導課開発許可グループ
　　　Tel.06-6941-0351（内線3092）
http://www.pref.osaka.lg.jp/kenshi_
shinsa/recycle_index/index.html
　　

IPサロン BIM session-1 2017.01.20
インテリアデザインにおけるBIM活用法
次世代への生き残りツールと必須のスキル
1/20

インテリアにおいても建築同様に設計の質的
向上と効率化 にBIMが不可欠なツールになり
つつあります。それは単なる二次元図面の三次
元化を超え、家具、照明を含む室内環境の複
合的要素の総合化であり、デザインのコンセン
サス形成に飛躍的効果を発揮する手法です。
第1回目の今回は、BIMの将来性に着目してい
ち早く導入を決めた講師により、店舗のインテリ
ア空間における二次元、三次元の相互関係、
作図から環境シュミレーションまでBIMの特性を
平易に解説します。また最適なソフトの紹介と
操作法、導入の留意点なども説明します。
主催　（一社）関西インテリアプランナー協会
日時　1月20日（金）　17：45〜20：00
会場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
　　　御堂筋ダイワビル2階
講演　岡田眞一（岡田眞一設計室）
BIMの魅力と導入　グラフィソフトジャパン㈱
　　　　　　　　 モデレーター　徳岡浩二
定員　80名（但し定員に達し次第締切）
申込締切　1月17日（火）
参加費　本会会員1,500円　一般2,000円
問合　（一社）関西インテリアプランナー協会
　　　Tel.06-6266-5735
　　　Fax.06-6266-5745

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

として実施する講習会です。修了者は、大阪府
及び府内市町村の木造住宅耐震診断等の補
助を受けることができる技術者として名簿に掲
載します。（本講習は、国土交通大臣登録講習
ではありません。）
日時　2月9日（木）　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）

「安心・安全・安らぎの家」セミナー
1/21、2/25　各回CPD2単位（予定）

より豊かなシルバーライフを実現するために、誰
もが快適に暮らし続けることができる住宅のア
ドバイスをまとめた小冊子「安心・安全・安らぎ
の家」のセミナーを開催します。
◆第1回「安心・安全・安らぎの住まいとは」
　日時　1月21日（土）　14：00〜16：00　
　会場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　　2階プレゼンテーションルーム
　最寄駅　地下鉄本町駅（徒歩4分）
　講師　大阪府建築士会所属女性建築士
　内容　安全に暮らすための配慮
　　　　環境と共に安心して暮らす
　（高齢者施設仕様の設備を特別に体感できます）
　定員　50名（定員に達し次第締切 ）
　受講料　無料
　テキスト　「安心・安全・安らぎの家」
　　　　　　（参加者全員に進呈）
　申込締切　1月16日（月）
◆第2回「ずーっと元気で暮らせる住まい」
　日時　2月25日（土）　14：00〜16：00　
　会場　グランフロント大阪北館ナレッジキャピタル5F
　　　　HDC大阪イベントスペースC terrace（Cテラス）
　最寄駅　JR大阪駅（徒歩3分）
　講師　岩前　篤（近畿大学建築学部建築学科教授）
　内容　住宅が家族の健康に与える影響について
　講師　大阪府建築士会所属女性建築士
　内容　高齢期の身体と住まいの関係
　申込締切　2月20日（月）
　定員　50名（定員に達し次第締切 ）
　受講料　無料
　テキスト　「安心・安全・安らぎの家」
　　　　　　（参加者全員に進呈）
いずれも（公財）建築技術教育普及センター
の平成28年度普及事業助成金による事業

今どきの建築仕事フェス
〜建築のいろいろな仕事を知ってもらいたい〜
2/4

建築業界全体の活性化を考え建築を学んで
いるがまだ漠然としか将来を考えていない学生
に、建築の様々な業種・仕事を体験して貰うこと
で建築のどの仕事を選ぶかの一助となるよう企
画しました。
日時　2月4日（土）　13：00〜17：00
会場　大阪市中央区民センター2階ホール
　　　大阪市中央区久太郎町1-2-27
参加費　無料

ル、人間の行動法則や心理に対する理解不足
など、設計者に問題がある場合が多く、設計者
や施設管理者への訴訟リスクも高まっています。
本講習会では、日常災害の発生リスクの実例紹
介や、危険の回避などについて解説します。
日時　1月25日（水）　13：30〜16：55
会場　大阪府建築健保会館
内容　事例にみる危険なデザインの共通点と安

全対策、ビル管理業務における利用者の
安全対策、日常災害に対する設計者・施設
管理者の責任はどう問われるか、質疑応答

定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円　一般5,500円

建築士法にもとづく建築技術講習会
漏水させない基本と新技術
1/30　CPD3単位

漏水は建築物における最も起こりやすい不具
合の一つです。本講習では、漏水によるトラブル
を防止するための納まりを解説すると共に、防
水材料の適切な選定方法、防水の新しい技術
についての説明を予定しています。お申し込み
の際に質問を提出して頂ければ、講習会の中
で可能な限り回答いたします。
日時　1月30日（月）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
内容　◦漏水不具合防止について

　　◦防水材料の選定と新しい技術
◦シーリング材料の選定と次世代
　の高耐久シーリング材、質疑応答

定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円　一般5,500円

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築設計のためのBIM活用講習会
2/7　CPD3単位

建築設計業務において、コンピュータで仮想の
3Dモデルを作りながら設計するBIM（ビルディン
グ･インフォメーション･モデリング）という設計手
法が急速に普及しています。本講習会では、実
際にBIMを活用している設計事務所や、ソフト
ウエア、ハードウエア各企業から講師を迎え、メ
リットや導入方法の解説を行います。
日時　2月7日（火）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
内容　建築設計業務におけるBIMの活用体験

談、BIMソフトの導入・運用とソフトの最新
情報等について、ハードウエア機器説明

定員　80名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員1,000円
　　　　後援団体会員2,000円　一般3,000円

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
2/9　CPD各5単位

本講習会は、既存木造住宅の耐震診断・改修
を適切に行える技術者の養成を図ることを目的

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成28年度建築士定期講習
3/21　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
25年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程　3/21（火）  定員300名  会場コード5C-54
会場　大阪国際会議場
時間　9：25〜17：00
申込必着日　2/14（火）（定員に達し次第締切）
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/26　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。したがっ
て、変形能力が高い伝統構法の民家や社寺
建築の耐震性能を多角的に評価でき、一般診

断法では不可能な変形能力や減衰性能を考慮
した合理的な補強計画やダンパーを用いた最
新技術による制振補強も可能となります。この
機会に限界耐力計算法の技術を修得され、今
後の業務にご活用ください。
日程　1月26日（木）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（限界耐力計算簡易計

算マニュアル）

建築士会会員受講料全額補助

大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
1/13、1/24　CPD各6単位

  
国土交通省は2020年までにすべての建築物
に対し新省エネ基準適合を義務付けることを決
定しました。それに先がけて、設計者に木造住宅
の省エネ技術の習得をしていただく講習会で、今
年度が本講習会5ヵ年計画の最終年度です。
日程　1/13（金）、1/24（火）
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各回120名（定員に達し次第締切）
受講料　会員 本会が全額補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
※修了証発行費用は別途必要。
申込　専用のWEBからお申込みください。
　　　 省エネ講習会　　 検索 
※詳細は今月号同封のチラシをご覧ください。

監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
1/19、2/22、3/23
CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供します。
なお、監理技術者以外の建築士や技術者の方
も受講が可能です。日頃の工事監理業務に役
立ちますので、ぜひご受講下さい。
日程 1/19（木）、2/22（水）、3/23（木）
時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　お申込下さい。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

建築士法にもとづく建築技術講習会
その設計、大丈夫ですか?
建築デザインに潜む日常生活上の危険
1/25　CPD3単位

高齢者や障がい者、子どもたちの転倒・落下・衝
突など日常災害の原因は、仕上げ材やディテー

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 11/25 田尻町長面談
11/28 ～ 12/2　日中韓定期協議
12/ 3 近畿建築祭京都大会
12/ 7 中央建築士審議会
12/12  摂津市長面談、大阪弁護士会懇談
12/14  国土交通省耐震関連会議
12/16  建築関係団体合同忘年懇親会
12/20  羽曳野市長面談
12/21  忠岡町長面談
12/22  阪南市長面談、岸和田市長面談
12/27  大阪府収用委員会委員辞令交付

都道府県に置かれる収用委員会は、知事
から独立して、道路や鉄道など公共用地
の取得を目指す起業者と地権者との利害
を公正中立な立場で調整し、和解を進め
たり収用裁決を下す準司法的な権限をも
つ行政委員会で、有識者・弁護士等の 7
名で構成されています。
このたび、岡本会長は建築士の立場から
公正な判断をする大阪府収用委員会委員
として、大阪府議会の同意を得て知事か
ら任命されました。

平成 28 年の建築士設計製図試験合格者
の発表が、昨年 12 月にありました。
建築士試験の受験者は年々減少しており、
10 年前に比べ一級では 2,733 名、二級で
は 5,775 名、木造では 360 名減少してい
ます。また、一級の合格者の平均年齢は
32.5 歳で、10 年前は 31 歳でした。

12 月 12 日に山口大阪弁護士会会長と本
会の岡本会長の懇談が実現しました。
懇談では、紛争の調停や大地震等による
被災者相談など共通する社会貢献活動に
ついて、関係するそれぞれ役員も同席し
て、どのような協力・連携が可能かなど
について話し合われました。また、両会
長は同郷の出身で同世代ということも

あって友好的な雰囲気で進められました。
特に被災時には、行政庁との連携はもと
より両会が協働して、被災者支援にあた
ることが有意義であると確認しました。
これまで弁護士と建築士は個々に繋がり
がありましたが、団体レベルの密接な協
力関係が確立できるよう、今後も協議を
継続することとしました。

枚方市と昨年締結した「大地震時におけ
る避難所の応急危険度判定に関する協定」
の実施に向け、北河内地域在住の本会会
員判定士に対してアンケート調査を行い、
40 名の判定士から判定に協力するとの
回答をいただいております。
本会の被災支援分科会では、有事の際に
枚方市避難所の判定活動を円滑に実施で
きるよう市の担当者と協議を重ね、参集
場所、連絡体制、判定方法など判定実施
に必要な事項をまとめた「判定実施マ
ニュアル」を策定し、年末に 40 名の判
定士に送付しました。
ご協力いただける判定士を対象としたマ
ニュアル説明会を、1 月 18 日 18：30から
本会会議室において行います。

本会ヘリテージ分科会では、文化庁の補
助を受け、歴史的建造物等の所在や歴史
を広く社会に紹介し、多くの人に知って
いただくことで、文化遺産の保存・活用
につなげようと歴史的建造物等の案内
マップを毎年作成しております。
今年度は、現在の大阪府域に江戸時代、
城下町であった大阪市、岸和田市、高槻
市の 3 市をクローズアップし、まちなみ
や史跡などの名所を紹介したマップを作
成しました。
本誌 12 月号に封入しておりますので、ぜ
ひご覧になり、マップを片手に大阪 3 大
城下町をご探訪ください。

動静レポート

枚方市避難所応急危険度判定実施
マニュアルを作成

社会貢献委員会

大阪三大城下町めぐりマップの発刊

社会貢献委員会

会長動静
岡本会長が大阪府収用委員会委員に
就任

運営委員会

平成 28 年建築士設計製図試験合格者
の発表

運営委員会 

大阪弁護士会と本会の両会長による
懇談会を実施

運営委員会 

和田 忠岡町長（右）

水野 阪南市長（右）

北川 羽曳野市長（右）

栗山 田尻町長（左）

森山 摂津市長（左）

信貴 岸和田市長（右）

試験
区分

地域

平成 28 年設計製図試験

実受験者数
（名）

合格者数
（名）

合格率
％

一級
全国 8,653 3,673 42.4

大阪 696 299 43.0

二級
全国 11,159 5,920 53.1

大阪 860 452 52.5

木造
全国 351 198 56.4

大阪 49 28 57.1
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『歴史建築 ･ 近代建築に現代の輝きを与
える意匠 ･ 構造の技』というサブタイト
ルで、講習会が始まりました。

「姫路城の平成の大修理」については、
実際に工事を指揮された鹿島建設株式会
社の河原茂生所長（当時）より、昭和
31 年「昭和の大改修」の概要も含めて
今回の 5 年半にわたる「平成の保存修理
工事（2009 ～ 2015）」について貴重な写
真をふんだんに交え、眩いばかりの白鷺
城が姿を現すまでの詳細な工事の内容を
講義して頂きました。天守閣を覆う大規
模な仮設大屋根など、施工系の技術者に
も大変興味深いお話もありました。

「米子市公会堂の耐震補強改修工事」に
ついては、株式会社日建設計構造設計部
の吉田聡主管と日建設計コンストラク
ション ･マネジメント株式会社の石坪章
マネジャーより、村野藤吾先生の設計さ

平成 28 年 4 月に京都鉄道博物館が開館
しました。前年年末の開業準備の様子を
伝える報道映像の中で深夜の国道を自動
車とともに快走し、いともたやすく交差
点を曲がっていく（ように見えた !）初
代 0 系新幹線の姿に異様な驚きと感動の
念を抱き、その車両が鎮座するという京
都鉄道博物館がずっと気になっていまし
た。その展示を体験し、企画と設計、施
工に携わられた方々の裏方での生々しい
お声で解説をいただく建築技術講習会を
ようやく当地で実現開催することができ
ました。
事業主側で企画から担当された JR 西日
本・上木さんの講義では、こどもから大
人まで誰もがわくわく楽しめる展示計画
の模索の過程と鉄道時刻表のような綿密
で複層した展示車両の搬出運搬計画をお
聞きすることができました。
大成建設・笹井さんの講義からは、車両

Topics

れた名建築の意匠設計を活かしたうえで
の耐震補強工事について講義して頂きま
した。最少 Is 値 0.15という厳しい条件
下での検討経緯や既存の地方特産外装タ
イルの改修などについて御苦労話を交え
て大変面白い内容でした。 

「通天閣の免震改修」については、株式
会社竹中工務店設計部の植田道則副部長
と構造監理グループの
山田晃平氏より、「な
にわのシンボルタワー

通天閣」の姿を継承し
たうえでの耐震改修に
ついて講義して頂きま
した。最大の課題は、
登録文化財である外観
を残すことと、営業を
一日たりとも止めずに
耐震改修を行うことで

展示の大空間を中心に鉄道網のように回
遊周遊できる各展示・憩いの空間づくり
から、鉄道車両の大スケールとは対照的
に細部にまで至る細やかな配慮・ディテー
ルまで、情熱を傾け楽しみながら設計さ
れた姿を感じ取ることができました。JR
西日本コンサルタンツ・戸田さんの講義
では、梅小路蒸気機関車庫の文化財的価
値を維持することを念頭に意匠性に配慮
した高い精度を要求する耐震補強の解説
をお聞きすることができました。また、
大成建設・櫻井さんからは展示車両の搬
入計画と期を一にした複雑かつ膨大な調
整を要する施工計画について、品質・デ
ザインはもとよりスケジュールを守りな
がら安全に工事を進める生々しい苦労話
をお聞きすることができました。
一般の見学者の幸せそうな眼の輝きに

「地域と歩む鉄道文化拠点」という基本
コンセプトの実現は、このような企画・

あり、これを解決するための「耐震か ?
制振か ? 免震か ?」「どこで免震するの
か ?」の検討経緯や、同時に行われた初
代通天閣にあったクジャク天井画の復刻
のお話しなど非常に興味深い内容でした。
三つの改修工事とも、保存建物へのリス
ペクトが感じられ、とても印象に残る講
習会でした。

建設チームの綿密な連携と一体感に裏付
けされた賜物だと感得することができた
貴重な建築技術講習会となりました。

姫路城

米子市公会堂

通天閣

「姫路城 ･ 米子市公会堂 ･ 通天閣 その保存修理と構造改修」建築技術講習会
日程：平成 28 年 11 月 28 日（月）　　会場：大阪府建築健保会館　　参加者：54 名

藤田　猛（研修分科会委員）

「京都鉄道博物館」建築技術講習会
日程：平成 28 年 10 月 20 日（木）　　会場：京都鉄道博物館　　参加者：72 名

田中光典（理事）
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た
き
み
つ
お

１
９
３
６
年　

広
島
県
生
ま
れ

１
９
５
９
年　

京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

１
９
６
１
年　

京
都
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

１
９
６
３
年　

米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
修
了

１
９
７
２
年　

瀧
光
夫
建
築
・
都
市
設
計
事
務
所
設
立

１
９
９
３
年　

福
山
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授

１
９
９
５
年　
「
建
築
に
お
け
る
内
と
外
―
庭
園 

 

的
構
成
の
設
計
と
そ
の
考
察
」に 

 

て
工
学
博
士
号
授
与（
京
都
大
学
）

２
０
０
８
年　

福
山
大
学
名
誉
教
授

２
０
１
６
年　

一
二
月　

永
眠

主
な
作
品

愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
、石
川
県
林
業
試
験

場
展
示
館
、水
戸
市
植
物
公
園
、シ
ャ
ー
プ

労
働
組
合
研
修
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ア
イ・ア
イ・ラ
ン
ド
、古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等

主
な
受
賞

日
本
建
築
学
会
賞（
作
品
部
門
）、日
本
造

園
学
会
賞
、土
木
学
会
景
観
・デ
ザ
イ
ン
賞
、

Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
、公
共
建
築
賞
他

　

建
築
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
建
築
に
関
わ
る

人
に
焦
点
を
あ
て
掲
載
す
る
﹁
建
築
人
︵
け
ん

ち
く
び
と
︶﹂。
人
の
持
つ
魅
力
は
、
職
域
を
超

え
て
も
理
解
し
あ
え
る
と
考
え
ま
す
。
創
作
の

源
泉
や
姿
勢
、
人
生
哲
学
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
を
垣
間
見
る
こ
と
で
、
共
感
で
き
る
気
づ

き
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

第
十
三
回
目
の
建
築
人
は
、
瀧
光
夫
さ
ん
。

大
阪
を
拠
点
に
、
全
国
各
地
に
わ
た
る
温
室
・

ア
ト
リ
ウ
ム
建
築
の
設
計
を
手
が
け
ら
れ
、﹁
建

築
に
お
け
る
内
と
外
﹂
に
つ
い
て
探
究
を
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
の
成
果
は
、
建

築
界
に
留
ま
ら
ず
、
造
園
・
土
木
界
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
生
い
立
ち
か
ら
こ

れ
ま
で
の
活
動
で
の
話
題
を
通
し
て
、
建
築
・

環
境
へ
の
思
い
や
姿
勢
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

kenchiku-bito

建
築
人瀧　

光
夫
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上段：瀧氏が生まれ育った向島臨海
　　　実験所のスケッチ（瀧光夫画）
中段：増田友也氏と瀧光夫氏
下段：建築中の須磨女子学園での
　　　瀧光夫氏
上段・中段・下段提供：瀧光夫

（ 注 1） 瀧 巌（1901-1984）： 海
洋生物学者。京都帝国大学卒業、
広島文理科大学附属（現広島大学）
臨海実験所助教授を経て、1950
年広島大学理学部附属臨界実験所
所長兼水畜産学部教授。日本貝類
学会会長を務めた。

（ 注 2） 棚 橋 諒（1907-1974）：
建築学者。京都帝国大学卒業、神
戸高工（現神戸大学）講師を経て、
1945 年京都大学教授。1951 年
京都大学防災研究所初代所長。日
本建築学会第28代会長（1963-65
年）を歴任。専門は建築構造学。

（注３）西山夘三（1911-1994）：
建築学者。京都帝国大学卒業、石
本喜久治建築設計事務所、住宅営
団、京都大学講師、助教授を経て
1961 年京都大学教授。主な著書
に『住宅問題』『これからのすまい』
等。専門は建築計画学。

（注４）増田友也（1914-1981）：
建築家、建築学者。京都帝国大学
卒業、京都大学講師、助教授を経て、
1963年京都大学教授。1980年福
山大学教授。主な作品に「衣笠山
の家」「鳴門市役所・鳴門市民会館」

「東山会館」等。専門は建築論。
（注５）川崎清（1932-）：建築家。
川崎清+環境・建築研究所代表、京都
大学名誉教授。主な作品に「栃木県
立美術館」「京都市勧業館みやこめっ
せ」「石川県こまつ芸術劇場うらら」等。

（注６）加藤邦夫（1935-）：建築史
家。京都大学名誉教授。主な著書に

「ヴァレリーの建築論」「阪神・淡路大
震災と歴史的建造物」、翻訳に「ゲニウ
ス・ロキ―建築の現象学をめざして」等。

生
い
立
ち

荒
木

は
じ
め
に
瀧
先
生
の
生
い
立
ち
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

瀧

私
は
、
父
の
赴
任
先
で
あ
る
尾
道
の
対
岸

の
向
島
で
生
ま
れ
、
高
校
一
年
の
終
わ
り
ま
で

そ
こ
で
育
ち
ま
し
た
。
父
の
瀧
巌
︵
注
１
︶
は
、

頭
足
類
・
貝
類
を
専
門
と
す
る
海
洋
生
物
学
者

で
、
一
九
三
三
年
に
広
島
文
理
科
大
学
︵
現
広

島
大
学
︶
の
助
教
授
と
し
て
向
島
に
新
設
さ
れ

た
臨
海
実
験
所
に
赴
任
し
ま
し
た
。
臨
海
実
験

所
は
、
天
窓
の
あ
る
水
族
館
が
あ
り
、
モ
ダ
ン

で
非
常
に
先
進
的
で
し
た
。
家
族
は
臨
海
実
験

所
の
官
舎
暮
ら
し
で
、
私
が
後
年
写
真
を
も
と

に
起
こ
し
た
ス
ケ
ッ
チ
に
あ
る
よ
う
に
、
静
か

な
瀬
戸
内
海
に
小
島
が
浮
か
ぶ
風
景
の
見
え
る

場
所
で
子
供
時
代
を
送
り
ま
し
た
。
水
と
緑
に

恵
ま
れ
た
こ
の
場
所
で
、
私
は
海
を
眺
め
な
が

ら
絵
を
描
く
こ
と
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

後
に
水
平
に
広
が
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
崩
す

建
築
の
設
計
を
多
く
手
掛
け
る
こ
と
は
、
こ
の

風
景
に
影
響
を
受
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
父
が
松
山
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
夏
目

漱
石
の
小
説
が
家
に
あ
り
、
そ
れ
ら
を
読
み
親

し
ん
で
い
ま
し
た
。

荒
木

建
築
の
道
に
進
ま
れ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

瀧

高
校
一
年
ま
で
向
島
で
育
っ
た
訳
で
す

が
、
父
が
水
畜
産
学
部
の
教
授
就
任
の
た
め
福

山
へ
転
勤
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
通
っ

て
い
た
尾
道
北
高
校
か
ら
誠
之
館
高
校
へ
転
校

し
ま
し
た
。
尾
道
で
は
映
画
の
﹁
青
い
山
脈
﹂

で
描
か
れ
た
よ
う
な
男
女
が
一
緒
の
世
界
で
し

た
。
一
方
、
福
山
は
阿
部
正
弘
公
が
創
設
し
た

藩
校
を
由
来
と
す
る
武
士
の
世
界
で
し
た
。
二

つ
の
違
う
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

高
校
三
年
時
の
担
任
・
刀
禰
武
三
士
先
生
の
勧

め
も
あ
り
、
一
九
五
五
︵
昭
和
三
〇
︶
年
に
京

都
大
学
工
学
部
建
築
学
科
へ
進
学
し
ま
し
た
。

木
原

瀧
先
生
の
事
務
所
に
伺
う
と
奥
に
先
生

が
座
っ
て
お
ら
れ
、
壁
に
は
素
晴
ら
し
い
ス

ケ
ッ
チ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
か

ら
ず
っ
と
絵
を
描
き
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を

お
聞
き
し
、
自
然
に
建
築
家
の
道
を
歩
ま
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

増
田
友
也
先
生
と
の
出
会
い

河
野

瀧
先
生
が
京
都
大
学
で
建
築
を
学
ば
れ

て
い
た
頃
、
ど
の
よ
う
な
先
生
方
が
お
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

瀧

当
時
の
京
大
建
築
学
教
室
に
は
、
構
造
の

棚
橋
諒
先
生
︵
注
２
︶、
建
築
計
画
の
西
山
夘

三
先
生︵
注
３
︶、建
築
論
の
増
田
友
也
先
生︵
注

４
︶
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
各
先
生
は
、
研
究
と

と
も
に
設
計
活
動
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、私
は
、

増
田
友
也
先
生
の
研
究
室
に
所
属
し
ま
し
た
。

増
田
先
生
は
駄
目
な
も
の
は
駄
目
と
い
う
と

て
も
厳
し
い
先
生
で
し
た
が
、
私
の
素
直
さ
が

幸
い
し
た
の
か
、
先
生
は
私
に
気
さ
く
に
接
し

て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
当
時
の
大
学
は
電
話
が

通
じ
な
か
っ
た
た
め
、
先
生
は
夕
方
に
な
る
と

教
室
の
道
を
は
さ
ん
だ
向
か
い
側
に
あ
る
進
々

堂
か
ら
祇
園
に
電
話
を
入
れ
て
は
学
生
と
街
に

繰
り
出
し
、
一
杯
飲
み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
増
田
先
生

か
ら
私
は
強
く
影
響
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

増
田
研
究
室
に
は
当
時
、
川
崎
清
先
生
︵
注

５
︶
や
加
藤
邦
夫
先
生
︵
注
６
︶
を
は
じ
め
と

す
る
俊
英
が
お
ら
れ
、
坂
静
雄
先
生
︵
注
７
︶

が
設
計
さ
れ
た
建
物
を
製
図
室
と
し
て
使
っ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、増
田
先
生
の
指
導
の
も
と
、

大
学
院
時
代
に﹁
尾
道
市
庁
舎︵
一
九
六
〇
年
︶﹂

や
﹁
須
磨
女
子
学
園
︵
一
九
六
〇
年
︶﹂
の
設

計
に
従
事
し
ま
し
た
。
増
田
先
生
の
設
計
さ
れ

た
﹁
東
山
会
館
︵
一
九
六
四
年
︶﹂
は
と
て
も

優
れ
た
作
品
で
し
た
が
、
解
体
さ
れ
た
こ
と
は

本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
私
は
修
士
課
程
を
終
え
︵
注
８
︶、

一
九
六
二
年
に
奨
学
金
を
得
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
に
留
学
し
ま
し

た
。
私
は
増
田
先
生
の
も
と
で
設
計
に
携
わ
っ

た
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
学
生
と
は
異

な
る
扱
い
を
受
け
、
飛
び
級
に
よ
り
一
年
間
で

大
学
院
を
修
了
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

大
学
院
修
了
の
作
品
集
に
は
、
私
の
手
が
け
た

完
成
予
想
図
が
二
点
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
万
博
で
の
丹
下
健
三
先
生
と
の
協
働

木
原

瀧
先
生
は
そ
の
後
一
九
七
〇
年
に
開
催

さ
れ
た
大
阪
万
博
に
関
わ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
時
の
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

瀧

帰
国
後
は
、
設
計
事
務
所
の
チ
ー
フ
と
し

て
設
計
実
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
大

阪
万
博
で
の
仕
事
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
私
は
、﹁
万
国
博
ホ
ー
ル
・
水
上
ス
テ
ー

ジ
﹂、﹁
水
中
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂
の
設
計
を
担
当
し

ま
し
た
。
ま
た
、﹁
イ
ラ
ン
・
ト
ル
コ
・
パ
キ

ス
タ
ン
︵
Ｒ
Ｃ
Ｄ
︶
館
﹂
で
は
、
設
計
者
で
あ

る
ユ
ナ
ー
ル
・
デ
ミ
ラ
ー
ス
ラ
ン
氏
の
コ
・
ア
ー

キ
テ
ク
ト
と
し
て
設
計
に
従
事
し
ま
し
た
。

森
本

万
博
の
仕
事
で
は
丹
下
健
三
先
生
と
の

接
点
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

瀧

私
は
、
会
場
計
画
の
責
任
者
で
あ
る
丹
下

健
三
先
生
︵
注
９
︶
の
指
導
の
も
と
、﹁
お
祭

り
広
場
﹂
の
構
想
づ
く
り
に
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
丹
下
先
生
は
、﹁
瀧

さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
を
明
日
の
朝
ま
で
に
仕

上
げ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。﹂
と
大
変
な
仕

事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
温
和
な
口
調
で

人
に
頼
み
事
を
す
る
も
の
だ
か
ら
こ
ち
ら
は
聞

か
ざ
る
を
得
な
い
︵
笑
︶。

丹
下
先
生
は
、
世
界
を
相
手
に
非
常
に
高
い

レ
ベ
ル
の
仕
事
を
手
が
け
た
建
築
家
で
、
そ
の

後
の
私
の
取
り
組
み
に
大
変
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
噴
水
の
設
計
を
手
が
け
て
い
た
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
さ
ん
︵
注
10
︶
が
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

噴
水
メ
ー
カ
ー
か
ら﹁
そ
ん
な
案
で
は
駄
目
だ
﹂

と
言
わ
れ
、
大
変
憤
慨
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
丹
下
先
生
は
噴
水
メ
ー
カ
ー

に
対
し
て
、﹁
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
。
私
が

男

男
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︵
一
九
八
〇
年
︶﹂
の
設
計
を
手
が
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
温
室
を
手
が
け
て
み
て
気
づ
い
た

の
は
、
温
室
の
ガ
ラ
ス
の
見
え
方
が
日
常
触
れ

て
い
る
建
築
と
全
く
異
な
る
こ
と
で
し
た
。
温

室
は
外
光
が
天
井
か
ら
も
入
り
込
む
の
で
、
外

か
ら
見
て
ガ
ラ
ス
の
中
が
明
る
い
。
ふ
つ
う
の

建
築
は
中
が
暗
い
の
で
、
ガ
ラ
ス
を
一
つ
の
ソ

リ
ッ
ド
な
面
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
訳
で
す

が
、
温
室
の
場
合
は
そ
う
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
そ
れ
に
天
窓
・
側
窓
の
開
閉
機
構
や
給
水
、

暖
房
、
電
気
等
の
配
管
、
点
検
用
の
キ
ャ
ッ
ト

ウ
ォ
ー
ク
等
が
露
出
で
取
り
付
き
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
﹁
素
通
し
﹂
で
見
え
る

た
め
、
美
し
い
空
間
を
つ
く
れ
そ
う
で
簡
単
に

は
つ
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

も
う
一
つ
は
日
当
た
り
で
、
ガ
ラ
ス
面
を
最

大
に
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
観

賞
用
の
温
室
の
場
合
、
多
少
の
日
陰
が
で
き
て

も
そ
こ
に
ふ
さ
わ
し
い
植
物
を
植
え
れ
ば
よ
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
必
ず
し

も
総
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
以
後
フ
レ
ー
ム
を
Ｒ
Ｃ
造
で
し
っ

か
り
と
つ
く
る
構
成
は
園
芸
関
係
者
か
ら
も

好
評
で
、﹁
水
戸
市
植
物
公
園
・
観
賞
大
温
室

︵
一
九
八
七
年
︶﹂﹁
板
橋
区
立
熱
帯
環
境
植
物

館
︵
一
九
九
四
年
︶﹂
等
が
続
き
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
温
室
は
植
物
の
育

成
を
主
眼
と
し
た
工
作
物
的
な
も
の
と
み
な
さ

れ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
建
築
と
し
て
考
え
れ

付
け
ま
し
た
。
試
験
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

植
栽
を
ほ
ど
こ
し
て
い
ま
す
が
、
自
然
換
気
・

無
加
温
で
す
の
で
温
室
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋

根
の
か
か
っ
た
半
屋
外
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
狙
い
で
す
。

﹁
愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂
で
の
取
り
組
み

は
、
そ
の
後
に
続
く
一
連
の
鑑
賞
温
室
や
ア
ト

リ
ウ
ム
空
間
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
愛

知
県
の
担
当
者
と
は
、
深
い
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
、
彼
ら
は
自
分
自
身
の
仕
事
に
自

覚
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
同
じ
よ

う
に
施
工
を
手
掛
け
た
清
水
建
設
の
ス
タ
ッ
フ

も
本
当
に
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
一
連
の
温
室
建
築
へ
の
取
り
組
み

荒
木

瀧
先
生
は
そ
の
後
数
多
く
の
温
室
建
築

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
そ
の
際
の
お
話
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

瀧
﹁
愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂
の
仕
事
が

終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
京
大
造
園
学
教
室
か

ら
﹁
兵
庫
県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
︵
一
九
七
七

年
︶﹂
の
温
室
案
に
つ
い
て
、
助
言
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
温
室
メ
ー
カ
ー
の
提
案
す
る
ド
ー

ム
型
の
温
室
が
建
築
地
周
辺
の
風
景
に
な
じ
ま

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
播
州
平
野
の
景
観

に
合
い
そ
う
な
形
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

ま
ま
設
計
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
慌
て
て
既

存
の
温
室
を
見
て
歩
き
何
と
か
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
続
い
て
﹁
神
戸
市
須
磨
離
宮
植
物
園
・
温

室
︵
一
九
七
八
年
︶﹂﹁
福
岡
市
植
物
園
・
温
室

五
〇
ha
を
利
用
し
て
、
県
土
緑
化
の
拠
点
を
つ

く
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
高
度
経
済
成
長
を

遂
げ
た
日
本
で
は
、
そ
の
影
響
に
よ
り
失
わ
れ

た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
緑
化
が
し
き
り

に
い
わ
れ
て
い
た
の
も
、
そ
も
そ
も
建
築
や
土

木
が
緑
を
食
い
つ
ぶ
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
こ

こ
で
は
、
建
築
や
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的
な

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

都
市
的
な
空
間
か
ら
敷
地
レ
ベ
ル
の
空
間
に

至
る
ま
で
、
建
築
が
あ
っ
て
余
白
に
造
園
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て
、
建
築
を
つ
く
る
こ
と
が

同
時
に
ひ
と
つ
の
庭
を
生
み
出
す
こ
と
と
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
緑

に
席
を
譲
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
そ
の

こ
と
が
建
築
的
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
大
切
に

し
た
か
っ
た
の
で
す
。

森
本
﹁
愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂
に
は
大
き

な
ア
ト
リ
ウ
ム
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

完
成
後
四
〇
年
の
時
間
を
経
て
い
ま
す
が
、
緑

が
生
い
茂
り
、
と
て
も
丁
寧
な
維
持
管
理
が
な

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

瀧

日
本
は
雨
が
多
い
し
冬
は
寒
い
た
め
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
広
場
は
あ
ま
り
向
き
ま
せ

ん
。
緑
の
あ
る
半
屋
外
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
も
っ
と
つ
く
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
半
ば
実
験
的
、
啓
蒙
的

な
意
味
を
込
め
て
、
本
館
の
中
央
に
は
自
然
光

の
入
る
大
き
な
吹
き
抜
け
空
間
を
設
け
ま
し
た
。

ア
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
語
は
当
時
一
般
化
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
グ
リ
ー
ン
・
ホ
ー
ル
と
名

責
任
を
も
っ
て
進
め
ま
す
﹂
と
そ
の
場
を
納
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
チ
ー
ム
の
皆
で
論

議
す
る
な
ど
、
丹
下
先
生
の
も
と
で
大
変
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
個
人
的
な
つ
な
が
り
と
し
て

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
さ
ん
か
ら
食
事
の
お
誘
い
を

受
け
た
り
、
多
忙
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し

く
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ

ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、
向
島
と
福
山
、
増
田
先

生
と
丹
下
先
生
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
と
変
化
に

富
ん
だ
世
界
を
見
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

荒
木

瀧
先
生
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
は
じ
め

に
は
﹁
愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
︵
一
九
七
六

年
︶﹂
の
設
計
を
な
さ
れ
、
早
く
も
屋
内
の
緑

化
を
手
が
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
こ
の
種

の
建
築
は
ア
メ
リ
カ
の
﹁
フ
ォ
ー
ド
財
団
ビ
ル

︵
一
九
六
八
年
、
Ｋ
・
ロ
ー
チ
設
計
︶﹂
が
完
成

し
た
ば
か
り
で
、国
内
で
は
よ
う
や
く
﹁
緑
化
﹂

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始
め
た
頃
で
し
た
。

瀧

大
阪
万
博
の
後
、
一
九
七
二
年
に
私
は
独

立
し
、
事
務
所
を
構
え
ま
し
た
。
当
時
、
私
は

仕
事
の
本
拠
を
東
京
に
置
き
、
大
阪
と
往
復
を

す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
私
は
、
万
博
で
協

働
し
た
京
都
大
学
農
学
部
造
園
学
教
室
の
中
村

一
教
授
︵
注
11
︶
と
と
も
に
、
万
博
の
開
催
期

間
中
か
ら
﹁
愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂
の
構
想

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

﹁
愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂
は
、
県
有
林

上段：コロンビア大学大学院修了
　　　作品集での瀧氏の作品
下段：愛知県緑化センター
上段提供：瀧光夫
下段撮影：田籠哲也

（ 注 ７） 坂 静 雄（1896-1989）：
建築学者。東京帝国大学卒業、
1933 年 京 都 帝 国 大 学 教 授、
1950 年から神戸大学教授を兼
任。1960 年別子建設（現三井住
友建設）技術研究所長、のち日本
建築総合試験所長。専門は建築構
造学。学士院会員。主な著書に「高
層架構論」「鉄筋コンクリートの
設計」等。専門は建築構造学。

（注８）卒業設計「A Project of 
Kyoto International Conference 
Hall（土井崇司氏、堀竹英弘氏
と共同）」卒業論文「ヴァルター・
グロピウス綜合建築の展望 」 修
士論文「都市の基礎的概念につ
いて－都市概念の定性的研究」

（注 9）丹下健三（1913- 2005）：
建築家、都市計画家。東京帝国大
学卒業。日本建築学会大賞（1986
年）やプリツカー賞（1987 年）等
を受賞。第二次世界大戦復興後か
ら高度経済成長期にかけて、多くの
国家プロジェクトを手がける。また磯
崎新、黒川紀章、槇文彦、谷口吉
生などの世界的建築家を育成した。

（注 10）イサム・ノグチ （1904- 
1988）：彫刻家、画家、インテリ
アデザイナー、造園・作庭家、舞
台芸術家。日系アメリカ人。日本
での主な作品として平和大橋・西
平和大橋（1952 年）、万博記念
公園の噴水（1970 年）、モエレ
沼公園（1988 年 - 2005 年）等。

（注 11）中村一（1931-）：造園
学者。京都大学名誉教授。日本造
園学会会長を務めた。主な著書に

『風景をつくるー現在の造園と伝
統的日本庭園（共著）』『造園の歴
史と文化（共著）』作品に「米国ドー
ズ樹木園内日本庭園」「愛知県緑
化センター」「姫路市好古園」等。
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ア
イ
デ
ア
を
持
ち
か
け
る
と
地
元
の
み
な
さ
ん

が
真
剣
に
考
え
て
く
れ
、
自
分
た
ち
で
つ
く
っ

た
と
い
う
気
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に

楽
し
い
思
い
出
で
し
た
。
そ
し
て
、
地
元
の

方
々
が
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
場
所
が
こ
ん

な
に
も
美
し
い
と
見
直
し
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
。

建
築
と
緑
・
水

荒
木

瀧
先
生
は
、
温
室
や
ア
ト
リ
ウ
ム
建
築

だ
け
で
な
く
、
戸
建
て
・
集
合
に
関
わ
ら
ず
内

外
空
間
が
密
な
関
係
を
持
つ
質
の
高
い
住
宅
を

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

瀧

四
〇
年
以
上
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
京
都

で
三
層
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
︵
注
15
︶
の
設
計
を

手
が
け
ま
し
た
。
住
戸
ユ
ニ
ッ
ト
を
ず
ら
し
て

各
戸
に
必
ず
庭
が
あ
る
と
い
う
構
成
に
し
ま
し

た
。
工
事
費
が
高
く
つ
く
の
が
難
点
で
す
が
、

何
と
か
し
て
立
体
的
に
緑
の
組
み
込
め
る
ス

ペ
ー
ス
を
追
求
し
た
努
力
の
結
果
で
す
。

例
え
ば
庭
の
山
椒
を
摘
ん
で
汁
椀
に
浮
か
せ

る
と
い
う
ふ
う
に
、
日
本
で
は
本
来
自
然
が
生

活
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
日
本
人
に
と
っ
て
、
単
純
な
積
み
重
ね
の
住

宅
で
は
相
当
な
無
理
が
あ
り
ま
す
。
庭
の
あ
る

家
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
仕

事
場
か
ら
離
れ
た
郊
外
に
は
住
み
た
く
な
い
。

建
物
が
大
地
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
都
心
に
立

体
的
な
住
・
緑
空
間
を
生
み
出
し
、
職
住
近
接

の
生
活
が
実
現
で
き
ま
す
。

し
た
。
木
材
市
場
で
そ
の
大
木
を
見
な
が
ら
一

本
ま
る
ご
と
を
削
り
出
し
て
、
板
材
も
取
り
な

が
ら
使
う
方
法
を
ス
ケ
ッ
チ
で
示
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
で
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。い
ざ
つ
く
る
と
な
る
と
難
事
で
し
た
が
、

山
本
伸
二
さ
ん
に
テ
ー
ブ
ル
で
あ
り
な
が
ら
造

形
物
︵
オ
ブ
ジ
ェ
︶
で
も
あ
る
大
作
を
つ
く
り

出
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
ブ
ル
に

合
う
椅
子
な
ど
の
選
定
、
三
館
の
イ
ン
テ
リ
ア

に
つ
い
て
は
、
建
築
家
の
菅
家
克
子
さ
ん
と
谷

口
美
樹
子
さ
ん
に
応
援
を
求
め
ま
し
た
。

森
本

こ
の
建
築
が
完
成
し
た
一
九
九
〇
年
代

前
半
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
後
期
だ
と
思
い
ま
す
が
、

何
か
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

瀧

基
本
的
に
雑
誌
や
他
人
の
建
築
に
は
興
味

が
あ
ま
り
な
い
の
で
意
識
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
自
然
と
調
和
し
そ
の
場
所

に
見
合
っ
た
、
人
に
や
さ
し
く
気
持
ち
の
良
い

建
築
を
当
然
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
き
た
だ
け
で

す
。
た
だ
今
思
う
と
、
こ
の
敷
地
に
導
か
れ
た

の
か
、
不
思
議
と
自
然
に
か
た
ち
が
出
来
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

荒
木

現
地
の
運
営
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
も
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、

﹁
瀧
先
生
か
ら
授
か
っ
た
も
の
な
の
で
大
切
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂と
お
聞
き
し
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
人
の
心
を

つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
は
、
現
代
の
建
築
に
お
い

て
、
非
常
に
稀
だ
と
思
い
ま
す
。

瀧

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
ち
ら
か
ら

で
あ
る
栗
巣
川
沿
い
の
山
間
お
よ
そ
２
㎞
の
区

域
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
、
現
地
を
訪
れ
て
と

て
も
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

瀧

企
画
段
階
で
は
、
一
棟
の
大
き
な
会
館
建

築
で
疑
似
和
風
の
建
築
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

私
と
し
て
は
最
も
好
ま
な
い
、
と
い
う
か
不
得

意
な
分
野
で
し
た
。
私
に
は
無
理
だ
と
答
え
続

け
て
い
た
も
の
の
、
放
っ
て
お
く
訳
に
も
い
か

ず
、
現
地
へ
出
か
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

案
内
さ
れ
た
復
元
池
泉
は
美
し
い
も
の
で
し

た
。
芝
生
の
中
に
造
形
的
に
し
っ
か
り
と
し
た

石
組
み
が
あ
り
、
水
が
静
ま
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
配
置
計

画
を
検
討
し
、
交
流
館
﹁
も
も
ち
ど
り
﹂、
展

示
館
﹁
和
歌
文
学
館
﹂、
研
修
館
﹁
篠
脇
山
荘
﹂

の
三
つ
の
棟
に
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
ス
ケ
ッ

チ
を
渡
し
、
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

奥
河

交
流
館
﹁
も
も
ち
ど
り
﹂
は
鉄
骨
造
の

建
物
で
す
が
、
構
造
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
こ

と
が
な
く
、
外
の
池
や
緑
と
一
体
化
し
た
空
間

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

瀧

構
造
設
計
は
、
須
賀
好
富
さ
ん
︵
注
14
︶

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
彼
と
は
大
学
時
代
の
同

級
生
で
あ
り
、
設
計
課
題
を
手
伝
っ
た
ほ
ど
の

仲
で
し
た
。
ま
た
、﹁
も
も
ち
ど
り
﹂
は
、
多

く
の
人
の
協
働
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
中
央
に
ト
チ
の
大
木
を
削
り
出
し
た
大

テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
町
の
担
当
者
の
方

か
ら
の
提
案
で
大
木
を
町
で
手
配
し
て
く
れ
ま

ば
、
観
賞
用
温
室
は
﹁
生
き
た
植
物
の
展
示
空

間
﹂
と
見
な
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
展
示
物
が

植
物
な
の
で
、
そ
の
た
め
の
気
候
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
機
能
が
備
え
ら
れ
る
訳
で
す
が
、

美
術
品
の
展
示
空
間
と
比
べ
る
と
、
技
術
的
に

は
さ
ほ
ど
高
度
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
設

計
は
﹁
庭
に
上
屋
を
架
け
る
﹂
と
も
﹁
建
物
の

中
に
庭
を
つ
く
る
﹂
と
も
い
え
る
作
業
に
な
り

ま
す
。
温
室
は
外
部
空
間
と
内
部
空
間
が
互
い

に
﹁
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
た
状
態
﹂
で
す
の
で
、

温
室
の
設
計
を
通
し
て
、
建
築
と
造
園
・
園
芸
、

ま
た
内
と
外
に
つ
い
て
同
時
に
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

古
今
伝
授
の
里
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

荒
木

岐
阜
県
大
和
町
︵
現
郡
上
市
︶
に
あ
る

﹁
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

︵
一
九
九
三
年
︶﹂
は
、
瀧
先
生
が
提
唱
さ
れ
て

い
る
﹁
透
過
視
性
﹂
と
﹁
回
遊
性
﹂
が
非
常
に

よ
く
理
解
で
き
る
作
品
で
す
。

瀧
﹁
古
今
伝
授
﹂︵
注
12
︶
と
は
、﹁
古
今
和

歌
集
の
奥
義
を
伝
授
す
る
こ
と
﹂
で
す
が
、
こ

の
事
業
に
先
行
し
て
隣
接
し
て
い
る
東
氏
館
跡

庭
園
の
復
元
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。﹁
愛
知
県

緑
化
セ
ン
タ
ー
﹂
や
﹁
大
阪
府
服
部
緑
地
都
市

緑
化
植
物
園
︵
一
九
八
三
年
︶﹂
で
協
働
し
た

造
園
家
の
三
宅
宣
哉
さ
ん
︵
注
13
︶
が
遺
跡
庭

園
の
復
元
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
、
三
宅
氏
の
紹

介
で
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

荒
木

敷
地
だ
け
で
は
な
く
、
長
良
川
の
支
流

上段：水戸市植物公園観賞大温室
中段：古今伝授の里フィールド

ミュージアム　研修館「篠
脇山荘」

上段・下段  撮影：田籠哲也

（注 12）古今伝授を代々受け継い
だ東氏一族は、岐阜県大和町の中
世の領主。中でも第九代東常縁（と
うつねより）は、「古今伝授の祖」
と仰がれ、応仁の乱の際奪われた
城と領地について、和歌十首を詠
んで取り返したと伝えられている。

（注13）三宅宣哉（1938-）：造園
家。大阪工業大学建築学科卒業、
近代造園研究所、西川環境設計研
究所を経て、緑地設計研究所を設
立。愛知県緑化センター、高槻市森
林観光センター、水戸市植物公園、
国際花と緑の博覧会、古今伝授の里
フィールドミュージアムで瀧氏と協働。

（注 14）須賀好富（1936-1995）：
構造家。京都大学卒業、近畿大学
理工学部建築学科教授として教鞭を
とるとともに近畿建築構造研究所を
設立、構造設計を手がける。著書
に「建築デザインのための構造計画」

「構造計画とやさしい力学」などが
ある。

（注 15）京都で三層のタウンハ
ウス：「花ノ木町タウンハウス。
1975 年竣工。壁式 RC 構造数 3
階建て。６戸の住戸を備える。

下
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瀧　

遠
慮
す
る
こ
と
な
く
、
好
き
な
よ
う
に
自

分
の
信
じ
た
道
を
進
め
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
は
、
土
木
・
建
築
・
造
園
は
人
の
生

活
環
境
に
﹁
秩
序
﹂
を
与
え
る
術
と
し
て
同
じ

も
の
で
あ
っ
て
、
本
来
は
一
体
的
に
扱
わ
れ
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
職
能
の
細
分
化
と

と
も
に
仕
事
も
分
化
し
て
し
ま
い
、
互
い
に
何

の
脈
絡
も
な
く
モ
ノ
づ
く
り
が
行
わ
れ
、﹁
秩

序
﹂
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
空
間
は
皆
無
に
近

い
の
が
現
状
で
す
。
建
築
に
携
わ
る
人
々
の
役

割
が
そ
の
原
初
に
立
ち
返
り
、
他
分
野
と
手
を

た
ず
さ
え
な
が
ら
環
境
の
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
方
向
へ
進
む
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
修
学
院
離
宮
や
厳
島
神
社
の
例
を

出
す
ま
で
も
な
く
、
日
本
に
は
建
築
の
内
と
外

を
一
体
と
し
て
扱
う
立
派
な
伝
統
が
あ
る
の
で

す
か
ら
、
そ
こ
を
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
原　

建
築
単
体
で
は
な
い
、
周
辺
環
境
と
一

体
と
な
っ
た
空
間
づ
く
り
の
さ
き
が
け
が
瀧
先

生
だ
っ
た
の
だ
と
今
日
の
お
話
を
お
聞
き
し
て

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
先
生
の
作
品
は
、
実
際

に
訪
れ
る
こ
と
で
そ
の
魅
力
を
よ
り
実
感
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
に
は
ぜ
ひ
そ
の
全
体

性
・
秩
序
を
体
験
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

荒
木　

長
時
間
に
わ
た
り
貴
重
な
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
五
月
二
一
日
・
六
月
一
八
日

千
里
山
・
瀧
邸
に
て

内
外
で
空
間
が
流
れ
る
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。

瀧　

わ
が
国
に
は
回
遊
式
庭
園
の
伝
統
が
あ
り

ま
す
。限
ら
れ
た
敷
地
内
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
、

広
狭
・
明
暗
・
高
低
・
開
閉
・
動
静
な
ど
変
化

に
富
ん
だ
景
色
を
展
開
さ
せ
る
手
法
で
、
英
語

で
はstroll garden

と
呼
ば
れ
ま
す
。
桂
離

宮
の
よ
う
に
茶
屋
か
ら
茶
屋
へstroll

︵
ぶ
ら

つ
き
歩
く
︶
わ
け
で
す
が
、
こ
の
空
間
構
成
の

手
法
は
建
築
に
こ
そ
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
常
々
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

画
一
化
さ
れ
す
ぎ
た
今
日
の
建
築
物
の
中

は
、ど
こ
も
一
息
つ
け
る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｏ
・
Ｆ
・
ボ
ル
ノ
ウ
は
﹃
人
間
と
空
間
﹄
で
﹁
さ

す
ら
い
歩
く
こ
と
、
そ
れ
は
人
間
の
︱
生
の
根

源
へ
の
帰
還
︱
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
ま
す
。

私
は
、﹁
回
遊
性
︱stroll ability

︱
ゆ
っ
た
り

と
動
き
ま
わ
れ
る
こ
と
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
屋
内
・
屋
外
双
方
に
広
ま
っ
て
ほ
し

い
手
法
で
す
。

　
﹁
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
﹂
で
は
、
複
数
の
建
物
を
自
然
地
形
の
中
に

分
散
配
置
し
、
屋
内
外
に
こ
の
動
き
を
展
開
し

ま
し
た
。
施
設
内
外
の
透
過
視
性
の
演
出
は
も

と
よ
り
、
視
線
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
遠
山
の
借

景
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

次
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

森
本　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
建

築
界
を
担
う
世
代
へ
一
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
築
や
そ
の
周
辺
に
水
が
与
え
る
効
果
と
し

て
、
風
景
が
明
る
く
な
る
、
あ
た
り
の
情
景
を

映
し
出
す
等
の
効
果
︵
注
17
︶
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
分
析
的
に
捉
え
る
こ

と
は
、
総
合
化
を
旨
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
は
必

ず
し
も
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。﹁
一
掬
の
水
を
愛

で
る
﹂
感
性
こ
そ
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た

感
性
で
、
こ
れ
こ
そ
現
代
の
日
本
で
必
要
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

建
築
に
お
け
る
内
と
外

森
本　

瀧
先
生
の
作
品
に
は
現
代
建
築
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
伝
統
的
な
日
本
の
建
築
が
持

つ
透
明
感
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

瀧　

例
え
ば
、
厳
島
神
社
の
回
廊
や
樹
林
越
し

に
見
る
風
景
な
ど
、
何
か
を
介
し
て
視
線
が
通

り
抜
け
る
の
は
、
何
も
な
い
状
態
よ
り
空
間
の

質
を
高
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。﹁
愛
知
県
緑

化
セ
ン
タ
ー
﹂
で
は
、
入
口
か
ら
グ
リ
ー
ン
・

ホ
ー
ル
越
し
に
広
場
と
カ
ス
ケ
ー
ド
が
同
時
に

目
に
入
り
ま
す
。
水
の
落
ち
口
ま
で
一
二
〇

ｍ
程
の
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、
外
︱
内
︱
外

の
景
色
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
見
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
﹁
透
過
視
性
︱obscure 

transparency

︱
何
か
︵obstacle

︶
が
介
在

す
る
透
明
感
﹂
と
名
づ
け
ま
し
た
。
屋
外
・
屋

内
あ
る
い
は
そ
の
相
互
が
良
質
の
空
間
構
成
を

持
つ
た
め
の
手
法
の
一
つ
と
考
え
、
ほ
と
ん
ど

の
仕
事
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

荒
木　

瀧
先
生
の
作
品
で
は
共
通
し
て
建
物
の

荒
木　

瀧
先
生
は
、
高
度
成
長
期
が
終
わ
り
環

境
や
景
観
が
語
ら
れ
始
め
た
時
代
に
、
先
を
行

く
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

瀧　

京
大
造
園
学
教
室
の
岡
崎
文
彬
教
授
︵
注

16
︶の
グ
ル
ー
プ
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
よ
く
旅
に
出
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
ら
の
旅

で
建
築
・
造
園
に
つ
い
て
多
く
を
学
び
ま
し
た
。

　
﹁
緑
﹂と
一
言
で
言
っ
て
も
美
し
く
、快
適
で
、

気
持
ち
が
よ
い
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
人
々
は
不
快
感
を
受
け
る

よ
う
な
も
の
を
求
め
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
建
築
や
都
市
に
お
け
る
﹁
緑
﹂
と
い
う
の

は
、
快
適
で
、
調
和
の
と
れ
た
外
部
空
間
全
体

を
示
す
も
の
で
、﹁
良
質
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
﹂
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
イ
メ
ー
ジ
シ
ン
ボ
ル
を

﹁
緑
﹂
と
呼
ん
で
い
る
訳
で
す
。

荒
木　

瀧
先
生
の
作
品
に
は
必
ず
と
言
っ
て
よ

い
ほ
ど
水
の
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

瀧　

わ
が
国
は
世
界
で
大
変
水
に
恵
ま
れ
た
土

地
柄
で
あ
り
、
水
に
関
わ
る
文
化
も
江
戸
期
ま

で
は
世
界
最
高
の
水
準
を
極
め
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
水
は
交
通
運
輸
の
手
段
で
あ
り
、

生
活
用
水
で
あ
り
、
物
見
遊
山
・
船
遊
び
・
水

遊
び
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
場

で
あ
り
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
深
く
結
び
つ

い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
明
治
維
新
の
欧

化
策
で
次
第
に
崩
れ
始
め
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
は
そ
の
勢
い
を
増
す
こ
と
に
な
り
、
現
状
は

﹁
水
も
緑
も
な
い
﹂
街
並
み
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
残
念
で
す
。

上段：アイ・アイ・ランド
上段撮影：田籠哲也

（注 16）岡崎文彬（1908-1995）：
造園学者。京都帝国大学卒業、
1950 年京都大学教授。農学部林
学科で造園研究室を主宰。多くの
人材を育成。主な著書に『ヨーロッ
パの造園』

（注 17）他の効果に「光を反射す
る」「空間に動き・音をもたらす」

「清涼感・明澄感を与える」がある。
詳しくは、本特集 21 ページを参
照のこと。

この記事は瀧光夫先生へのインタ
ビューを基に、下記の文献を参照
して補足を行いました。

「建築の内と外―インテリアオー
プンスペース・ランドスケ―ピン
グほか―」新建築 1997 年 5 月号

「温室建築二題」新建築 1980 年
10 月号

「対談　建築とみどりのかかわり」
ひろば 1981 年 7 月号

「風景視点に徹した施設づくり―山
里の風景を蘇らせる　古今伝授の里
フィールドミュージアム」造景 25 号

聞き手
木原千利
1940年 大阪府生まれ
1972年 木原千利建築設計事務所設立
1995年 木原千利設計工房に改称
2002〜2010年
 関西大学建築学科非常勤講師
森本 雅史
1974年 三重県生まれ
1998年 京都工芸繊維大学大学院 
 （博士課程前期）修了
1998年 株式会社東畑建築事務所
2009年 森本雅史建築事務所設立
 近畿大学工業高等専門学校 
 非常勤講師
河野 学
1979年 大阪府生まれ
2008年 大阪大学大学院（博士後期 
 課程）修了
2008年 大阪大学大学院特任研究員
2009年 大阪府立工業高等専門学校講師
2013年 京都市住宅供給公社
北 聖志
1976年 大阪府生まれ
2001年 神戸大学大学院（博士課程 
 前期）修了
2001年 二井清治建築研究所
2007年 THNK一級建築士事務所設立
 近畿大学非常勤講師
櫻井智美
1978年 兵庫県生まれ
2014年 京都造形芸術大学建築デ 
 ザインコース卒業
2014年 阿波設計事務所
奥河 歩美
1976年 兵庫県生まれ
2001年 神戸大学大学院（博士課程 
 前期）修了
2001年 共同設計株式会社
2007年 O＋O architects
2010年 空間計画株式会社

責任編集人（文責）
荒木 公樹
1971年 大阪府生まれ
1995年 神戸大学工学部建築学科卒
1995年 建築環境研究所
2003年 空間計画設立

愛知県緑化センター

カスケード落口

本館 南北断面図

シャープ労働組合研修レクリエーションセンター　アイ・アイ・ランド

1階平面図

グリーンホール

屋上庭園屋上庭園

サービス
エリア

屋上庭園メインエントランス

サブエントランス

屋上庭園

池

テラス

グリーンホール 図書室

カスケード広場

メインエントランス
カスケード広場アプローチ

エントランス

多目的ホール

舞台

大会議室

中会議室

売店

廻廊

水のパティオ

ピロティ

ファイヤ
プレース

グループ室 グループ室

浴室 浴室
プール

広間

中庭

レストラン

厨房

フラワー
ホール

和室

バー

本館 中 2階平面図



13 2017.01  建築人

愛知県緑化センター

カスケード落口

本館 南北断面図

シャープ労働組合研修レクリエーションセンター　アイ・アイ・ランド

1階平面図

グリーンホール

屋上庭園屋上庭園

サービス
エリア

屋上庭園メインエントランス

サブエントランス

屋上庭園

池

テラス

グリーンホール 図書室

カスケード広場

メインエントランス
カスケード広場アプローチ

エントランス

多目的ホール

舞台

大会議室

中会議室

売店

廻廊

水のパティオ

ピロティ

ファイヤ
プレース

グループ室 グループ室

浴室 浴室
プール

広間

中庭

レストラン

厨房

フラワー
ホール

和室

バー

本館 中 2階平面図



2017.01  建築人 14

交流館「ももちどり」 研修館「篠脇山荘」

展示館「和歌文学館」

トチの大木を加工した「ももちどり」の大テーブルスケッチ

古今伝授の里フィールドミュージアム

計画当初に示したモンタージュスケッチ大テーブルの完成写真

水戸市植物公園

アイ・アイ・ランド

撮影：田籠哲也
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撮影：田籠哲也
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環
境
と
景
観

　
﹁
環
境
﹂
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
、
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
は
多
く
は
述
べ
な
い
。
き
わ
め
て
大
ざ
っ
ぱ

な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
的
な
立

場
か
ら
見
れ
ば
景
観
︵
注
１
︶
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

わ
が
国
の
景
観
︵
あ
る
い
は
風
景
と
い
っ
て
も

よ
い
︶
は
、
江
戸
期
ま
で
は
世
界
に
類
を
見
な
い

ほ
ど
に
良
好
な
も
の
だ
っ
た
。
街
で
あ
れ
里
で
あ

れ
僻
地
で
あ
れ
、
お
よ
そ
人
の
住
む
と
こ
ろ
は
、

美
し
い
緑
と
き
れ
い
な
水
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

工
夫
を
こ
ら
し
た
橋
が
か
か
り
、
街
並
み
の
つ

く
り
は
少
し
ず
つ
異
な
る
が
白
壁
、
板
壁
、
塀
、

格
子
な
ど
が
ほ
ど
よ
く
調
和
し
て
お
り
、
の
れ

ん
・
提
灯
な
ど
い
ず
れ
も
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
で
、

そ
れ
ら
が
川
辺
の
緑
と
と
も
に
水
面
に
ゆ
ら
い

で
美
し
い
。

　

道
に
は
ゴ
ミ
一
つ
落
ち
て
い
な
か
っ
た
。
ゴ
ミ

と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
。
紙
は
貴
重
品
だ
か
ら

捨
て
る
人
は
い
な
い
。
落
葉
か
ら
木
ぎ
れ
に
い
た

る
ま
で
す
べ
て
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
た
。
家
の
中

は
家
具
調
度
が
整
然
と
し
て
お
り
、
什
器
類
か

ら
床
の
軸
や
花
あ
る
い
は
衣
類
す
な
わ
ち
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
に
い
た
る
ま
で
四
季
を
通
じ
て
取
り

か
え
ら
れ
る
。
環
境
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
は
完
璧
に
近
い
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
東
洋

の
野
蛮
国
と
思
っ
て
訪
ね
て
き
た
多
く
の
外
国

人
が
驚
い
て
多
く
の
見
聞
録
に
残
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︵
注
２
︶。

　

明
治
維
新
の
欧
化
策
で
こ
れ
ら
が
次
第
に
く

ず
れ
は
じ
め
る
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
で
ほ

と
ん
ど
の
市
街
地
が
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
で
も
﹁
国
破
れ
て
山
河
あ
り
﹂
の
状
態
だ
っ
た
。

現
状
は
﹁
水
も
緑
も
な
い
﹂
街
並
み
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。﹁
復
興
の
た
め
に
﹂
と
称
し
て
、

こ
の
国
の
人
々
は
あ
ら
そ
っ
て
池
を
埋
め
、
川
を

埋
め
、
浜
を
埋
め
立
て
、
井
戸
も
埋
め
、
残
る

す
べ
て
の
水
辺
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
し

ま
っ
た
。
樹
は
全
部
伐
り
た
お
し
て
し
ま
っ
た
。

お
か
げ
で
﹁
国
栄
え
て
山
河
な
し
﹂
の
有
様
で
あ

る
。

　

景
観
の
荒
廃
は
、
今
な
お
続
い
て
い
る
。
こ
れ

を
ど
う
し
て
ゆ
く
か
は
、
い
わ
ば
国
家
的
ス
ケ
ー

ル
の
一
大
課
題
で
あ
る
が
、
明
確
な
方
向
づ
け
は

誰
一
人
と
し
て
も
ち
得
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
原
理
的
に
は
単
純
で
、
①
景
観
的
に
好
ま

し
い
要
素
を
保
全
す
る
②
醜
悪
な
景
観
構
成
要

素
を
取
り
除
く
あ
る
い
は
改
修
す
る
③
美
し
い

景
観
を
生
み
出
す
よ
う
な
要
素
を
増
や
す
の
三

つ
を
同
時
的
に
進
め
て
い
く
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
③
の
観
点
で
の
環
境
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
ご
く
一
般
的
な
事
項
を
述
べ
る
。

環
境
と
建
築

　
﹁
環
境
と
建
築
﹂
と
い
う
、
こ
の
題
目
自
体
が

い
さ
さ
か
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
﹁
建

築
﹂
の
定
義
づ
け
は
避
け
る
と
し
て
、
ご
く
一
般

的
に
は
、
住
宅
、
学
校
、
工
場
、
店
舗
、
寺
院
な

ど
な
ど
を
建
造
す
る
こ
と
、
お
よ
び
建
造
さ
れ
た

も
の
︱
建
物
︱
を
と
り
あ
え
ず
建
築
と
し
て
お

こ
う
。こ
れ
ら
は
何
の
た
め
に
建
て
ら
れ
る
の
か
。

　

わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
は
露
天
・
原
野
で
寝
起
き
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
︵
戦
場
や
登
山
の
野
宿
な
ど
特

殊
な
場
合
は
別
と
し
て
︶。
ま
ず
も
っ
て
雨
風
を

し
の
ぐ
と
こ
ろ
︱
屋
根
・
壁
︱
が
必
要
で
あ
る
。

人
間
は
完
全
に
平
坦
な
面
の
上
で
な
い
と
生
き

て
い
く
こ
と
の
で
き
な
い
唯
一
の
動
物
で
あ
り
、

床
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
が
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
何
ら
か
の
手
段
で
、
自
分
の
身
の
ま

わ
り
に
、
こ
れ
ら
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
も
、
ヒ
ト
は
心
身
と
も
に
﹁
よ
り
よ
く

生
き
た
い
。
よ
り
よ
い
場
所
で
よ
り
よ
い
生
活
を

営
み
た
い
﹂
と
い
う
願
望
を
も
ち
続
け
る
唯
一
の

動
物
で
も
あ
る
。﹁
よ
り
よ
く
生
き
る
﹂
た
め
に
、

寝
起
き
す
る
と
こ
ろ
︱
住
居
、
学
ぶ
と
こ
ろ
︱

学
校
、
も
の
を
つ
く
る
と
こ
ろ
︱
工
場
、
つ
く
っ

た
も
の
を
手
に
入
れ
る
と
こ
ろ
︱
店
舗
、
音
楽
を

き
く
と
こ
ろ
︱
音
楽
堂
な
ど
を
建
造
し
そ
れ
ら

を
利
用
し
よ
う
と
す
る
。
利
用
し
つ
つ
生
き
て
い

く
こ
と
が
﹁
生
活
﹂
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
と
す

れ
ば
建
築
と
は
、
人
の
生
活
す
る
環
境
そ
の
も
の

で
は
な
い
か
。
環
境
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
環

境
を
構
成
す
る
一
大
要
素
で
あ
る
。
建
築
の
ま
わ

り
、
周
辺
を
環
境
と
考
え
が
ち
だ
し
、
あ
る
視
点

か
ら
の
場
合
は
そ
れ
で
よ
い
の
だ
が
、
基
本
的

に
は
建
築
は
生
活
環
境
の
一
部
で
あ
る
。﹁
建
築
﹂

と
﹁
環
境
﹂
と
を
別
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
の

は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。

環
境
・
建
築
の
内
と
外

　

外
部
空
間
、
内
部
空
間
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

　

建
築
物
の
外
側
あ
る
い
は
内
側
の
ス
ペ
ー
ス

と
い
っ
た
意
味
あ
い
で
使
わ
れ
て
い
る
。
が
、
内

と
外
と
の
関
係
を
も
つ
モ
ノ
や
コ
ト
は
身
辺
に

数
多
く
あ
る
。
人
で
い
え
ば
、
ま
ず
は
体
内
・
体

外
か
、
し
か
し
身
体
の
中
に
は
五
臓
六
腋
や
循
環

器
、
骨
そ
の
他
が
お
さ
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
そ
の
内
側
と
か
、
そ
の
ま
た
中
の
外
の
あ
た

り
、
と
細
胞
の
レ
ベ
ル
に
い
た
る
ま
で
、
い
く
つ

も
の
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。
皮
膚
を
境
に
し
て

明
確
な
個
体
を
な
し
て
い
る
、
か
に
見
え
る
が
、

空
気
、
水
、
食
物
な
ど
が
絶
え
ず
出
入
り
し
て
い

る
。
目
か
ら
光
、
耳
か
ら
音
、
な
ど
が
入
り
込
み
、

の
ど
の
あ
た
り
か
ら
音
声
を
発
す
る
。

　

空
気
を
吸
い
込
ん
で
ま
た
吐
き
出
す
、
そ
の
ど

の
あ
た
り
で
外
気
は
﹁
息
﹂
と
な
る
の
か
、
呼
気

は
ど
こ
か
ら
﹁
外
﹂
か
。﹁
吐
く
息
白
し
⋮
⋮
﹂

と
い
う
と
き
の
﹁
息
﹂
は
、
明
ら
か
に
体
外
に
あ

る
が
、
意
識
と
し
て
は
自
分
に
属
す
る
、
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
区
分
は
明
確
な
よ
う
で
実
は
あ

い
ま
い
で
あ
る
。
身
辺
を
と
り
ま
く
容
器
類
、
収

納
物
、
機
械
、
乗
物
、
衣
類
、
そ
れ
ら
を
構
成
す

る
部
品
類
、
あ
る
い
は
文
具
、
小
物
に
い
た
る
ま

で
、
内
︵
中
︶
と
外
と
が
あ
る
。﹁
物
置
の
中
の

タ
ン
ス
の
抽
出
し
の
中
の
文
箱
の
中
の
、
さ
る
封

筒
の
中
の
手
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
そ
の

中
身
は
⋮
⋮
﹂
な
ど
と
幾
重
も
の
構
成
に
な
っ
て

い
る
。

環境としての建築デザイン
―美しい風景を求めて―

瀧　光夫
本稿は、『環境デザイン－体験・風土から建築、都市へ（環境デザイン研究会 編著・学芸出版
社刊・1998 年発行）』にて瀧光夫氏が執筆した論文の再掲である。そこには、瀧氏が研究・建
築設計の実践を通して得た知見が網羅的にまとめられていることから、ここに再掲した。再掲
にあたり、限られた誌面に収めることを目的に、建築人編集により編集を行ったことを断って
おく。（建築人編集）

写真 1　修学院離宮・西浜のあたり。自然と人工の調和した美しい風景。これを上まわる質の
空間を現代は創り出しえていない。
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外
部
が
内
部
化
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
空
間
の

様
態
で
あ
る
。

環
境
デ
ザ
イ
ン
の
手
法
―
い
く
つ
か
の

要
点
―
︵
注
４
︶

　

環
境
の
内
・
外
に
良
好
な
空
問
を
生
み
出
す
た

め
の
デ
ザ
イ
ン
上
の
考
え
方
・
手
法
に
あ
た
る
も

の
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
く
。

■
空
間
設
定
に
お
け
る
閉
鎖
性
と
開
放
性

　

環
境
や
建
築
を
構
想
し
た
り
、
つ
く
り
あ
げ
た

り
す
る
と
き
に
、
空
間
設
定
の
仕
方
は
、
材
料
・

工
法
・
用
途
な
ど
と
は
一
義
的
に
か
か
わ
り
な

く
、
大
別
し
て
二
つ
の
指
向
性
を
も
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

　

一
つ
は
で
き
る
だ
け
、
そ
の
場
所
が
、
閉
鎖
的
・

個
体
自
己
完
結
的
・
防
御
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
傾

向
・
性
癖
・
手
法
︱
閉
鎖
性
指
向
で
あ
る
。
比
喩

的
に
は
、
洞
窟
指
向
、
あ
る
い
は
砦
指
向
と
で
も

い
う
べ
き
設
定
の
仕
方
で
あ
る
。

　

今
一
つ
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
場
所
が
で

き
る
だ
け
開
放
的
・
発
散
的
・
広
が
り
的
で
あ
ろ

う
と
す
る
傾
向
・
性
癖
・
手
法
︱
開
放
性
指
向
で

あ
る
。
比
喩
的
に
は
、
洞
窟
に
対
し
て
平
野
の
大

樹
の
下
あ
る
い
は
傘
状
の
設
営
の
下
と
で
も
い

う
べ
き
設
定
の
方
法
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
指
向
性
は
、
先
に
見
た
生
活
空
間

の
ひ
ろ
が
り
の
﹁
ま
と
ま
り
﹂
の
各
レ
ベ
ル
に
お

い
て
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
性
向
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

室
の
組
み
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
建
物
自
体
で
も

壁
を
多
用
す
る
も
の
と
、
総
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て

し
ま
う
も
の
が
あ
り
、
集
落
や
都
市
の
形
態
に
お

い
て
も
、
城
砦
都
市
の
よ
う
に
閉
鎖
的
な
も
の
か

ら
、
わ
が
国
の
城
下
町
の
よ
う
に
周
辺
が
発
散
的

な
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

内
・
外
の
空
間
構
成
の
要
点
を
い
く
つ
か
以
下

に
あ
げ
て
み
る
。

［
１
］
閉
鎖
性
と
開
放
性
の
組
み
合
わ
せ

　

空
間
設
定
の
仕
方
に
、
閉
鎖
・
開
放
の
二
つ

あ
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
点
が
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
環
境

デ
ザ
イ
ン
を
云
々
す
る
場
合
、
上
記
の
ど
の
レ
ベ

ル
で
の
空
間
的
広
が
り
を
問
題
に
し
て
い
る
の

か
、
を
常
に
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
点
で

あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
各
々
相
互
に
複
雑
に
関

連
し
合
っ
て
は
い
る
の
だ
が
、
主
眼
が
ど
こ
に
置

か
れ
て
い
る
の
か
を
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
い

と
議
論
が
行
き
ち
が
っ
た
り
、
間
違
っ
た
デ
ザ
イ

ン
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

い
ま
一
つ
は
、
デ
ザ
イ
ン
は
基
本
的
に
環
境

の
視
覚
的
側
面
を
取
り
扱
う
点
で
あ
る
。
環
境

の
﹁
内
と
外
﹂
の
間
に
介
在
す
る
こ
の
﹁
︱
と

︱
﹂
に
あ
た
る
も
の
は
多
様
で
あ
る
が
、
も
の
の

見
方
、
見
え
方
か
ら
す
る
と
、﹁
内
﹂
か
ら
外
が

見
え
た
り
﹁
外
﹂
か
ら
内
が
見
え
た
り
す
る
。
た

と
え
ば
、
あ
る
小
さ
な
部
屋
に
窓
が
あ
る
と
し

て
﹁
窓
の
外
が
隣
の
建
物
の
壁
﹂
と
い
う
場
合
と
、

﹁
は
る
か
彼
方
ま
で
見
通
し
が
き
く
﹂
場
合
と
で

は
空
間
の
質
は
全
く
異
な
る
。

　

今
で
も
東
京
か
ら
晴
れ
た
日
に
富
士
山
の
見

え
る
場
所
は
数
多
く
あ
る
。
距
離
に
し
て
も
相
当

な
も
の
だ
し
、
行
政
上
の
区
画
を
い
く
つ
も
通
り

越
し
て
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、
視
覚
的
な
境
界
と
意
識
レ
ベ
ル
の

境
界
と
は
同
一
で
は
な
い
、
大
い
に
異
な
る
。
一

般
的
に
空
間
的
な
広
が
り
は
平
面
的
、
地
図
的

に
と
ら
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
視
覚
は
常
に
見
通
し

的
・
立
体
的
で
あ
り
、
天
候
、
時
間
あ
る
い
は
介

在
物
の
在
り
方
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ

れ
る
。

　

こ
の
意
味
で
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
視
点
か
ら
は
、

内
と
外
と
を
別
々
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
は

な
ら
な
い
。
内
、
外
、
そ
の
間
の
相
互
関
係
の
よ

き
あ
り
方
を
追
求
・
考
案
す
る
の
が
デ
ザ
イ
ン
作

業
の
根
幹
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
な
る
一
つ
は
、﹁
内
と
外
﹂
と
は
、
峻
別

し
に
く
い
あ
る
い
は
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
点
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
ア
ト
リ
ウ

ム
︵
注
３
︶
な
ど
は
、外
部
が
内
部
化
し
た
と
も
、

　

モ
ノ
ば
か
り
で
な
い
。
人
は
家
族
、
親
戚
、
地

縁
、
職
域
、
学
校
、
そ
の
他
多
く
の
集
団
、
結
社

に
属
し
て
生
き
て
い
る
。
互
い
に
目
に
見
え
な
い

﹁
き
ず
な
﹂
で
結
ば
れ
て
い
て
、﹁
内
﹂
と
﹁
外
﹂

と
を
峻
別
し
よ
う
と
す
る
。
身
内
の
こ
と
、
家
庭

内
、
校
内
、
学
内
、
社
内
を
は
じ
め
、
内
政
、
外

交
な
ど
と
こ
れ
も
複
雑
で
あ
る
。

　

時
間
︱
時
の
流
れ
︱
に
も
、
時
、
分
、
秒
、
年
、

月
、
日
の
目
盛
り
を
つ
け
て
、
予
定
表
、
時
間
割

な
ど
を
つ
く
る
。
設
定
さ
れ
た
あ
る
時
間
の
区
切

り
に
問
に
合
う
か
時
間
内
に
な
に
か
が
で
き
る

か
ど
う
か
、
に
一
喜
一
憂
し
、
と
き
に
思
い
が
け

な
い
行
動
を
と
っ
た
り
、大
さ
わ
ぎ
し
た
り
す
る
。

　

こ
れ
ら
い
ず
れ
に
も
﹁
胸
の
内
﹂、﹁
心
の
中
﹂、

﹁
腹
の
底
﹂、﹁
言
外
に
﹂
と
か
、﹁
夢
の
中
で
﹂
な

ど
と
い
う
精
神
的
︵
メ
ン
タ
ル
︶
で
と
ら
え
に
く

い
﹁
内
面
﹂
の
世
界
が
多
様
に
重
な
る
。

　

こ
う
し
た
人
の
生
活
は
、
室
︱
室
の
集
ま
り
と

し
て
の
家
屋
・
建
物
︱
建
物
群
と
し
て
の
集
落
・

村
・
町
︱
町
の
集
ま
っ
た
都
市
︱
そ
れ
ら
の
ま

と
ま
り
と
し
て
の
地
域
・
県
あ
る
い
は
国
、
さ
ら

に
は
五
大
州
︱
地
球
︱
宇
宙
、
と
拡
大
し
て
い

く
物
理
的
︵
フ
ィ
ジ
カ
ル
︶
な
構
成
の
中
で
営
ま

れ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、﹁
あ
る
部
屋
に
と
っ
て
廊
下
・
ホ
ー

ル
は
外
部
で
あ
る
。
し
か
し
通
路
、階
段
、ロ
ビ
ー

な
ど
は
、
室
か
ら
は
外
か
も
知
れ
な
い
が
、
建
物

全
体
か
ら
す
れ
ば
内
部
で
あ
る
。
建
物
の
外
に
あ

る
庭
・
道
・
広
場
な
ど
も
都
市
全
体
か
ら
す
る
と

内
に
属
す
る
。
市
・
町
・
村
も
府
・
県
か
ら
す
れ

ば
内
、
府
・
県
も
日
本
と
い
う
ひ
と
つ
の
国
の
内
、

国
と
い
え
ど
も
⋮
⋮
﹂
と
以
下
、
大
陸
・
地
球
・

宇
宙
⋮
⋮
へ
と
つ
づ
く
、
内
と
外
と
の
関
係
は
い

わ
ば
、﹁
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
を
む
い
て
い
く
よ
う
な

⋮
⋮
﹂
意
識
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

生
活
の
場
の
広
が
り
に
、
幾
重
も
の
意
識
の
レ

ベ
ル
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
目
に
見
え

る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
区
切

り
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
環
境

を
考
え
て
い
く
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
事
実
で

環境としての建築デザイン
―美しい風景を求めて―

瀧　光夫
本稿は、『環境デザイン－体験・風土から建築、都市へ（環境デザイン研究会 編著・学芸出版
社刊・1998 年発行）』にて瀧光夫氏が執筆した論文の再掲である。そこには、瀧氏が研究・建
築設計の実践を通して得た知見が網羅的にまとめられていることから、ここに再掲した。再掲
にあたり、限られた誌面に収めることを目的に、建築人編集により編集を行ったことを断って
おく。（建築人編集）

写真 1　修学院離宮・西浜のあたり。自然と人工の調和した美しい風景。これを上まわる質の
空間を現代は創り出しえていない。

写真 2　人工物（鳥居や社殿）があたりを「景観化」する（厳島神社）。先人は抜群の景観デ
ザインの発想力をもっていた。

写真 3　中央の施設がなければただの山。ポイントになる人工物によってあたりは景観化される
（宮崎市椿山展望台―筆者設計）
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修
学
院
離
宮
は
、
こ
の
地
盤
の
高
低
差
を
生
か

し
た
庭
園
の
も
っ
と
も
傑
出
し
た
例
で
あ
る
。

　

こ
の
空
間
構
成
の
手
法
は
、
建
築
の
周
辺
や
建

築
の
内
部
へ
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

小
住
宅
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
吹
抜
け
空
間
を
設

け
て
階
段
と
組
み
合
せ
る
と
変
化
に
富
ん
だ
生

活
が
楽
し
め
る
。
公
共
施
設
の
広
場
や
ロ
ビ
ー
的

な
ス
ペ
ー
ス
も
立
体
的
で
広
が
り
感
の
あ
る
魅

力
あ
ふ
れ
る
場
所
で
あ
り
た
い
。

［
５
］
透
過
視
性

obscuretransparency

︵
注

８
︶

　

人
は
目
の
前
に
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る

と
圧
迫
感
、
拒
絶
感
、
不
安
感
を
お
ぼ
え
る
。
そ

の
壁
に
開
口
部
が
あ
っ
て
壁
の
向
こ
う
側
が
見

え
、
そ
の
先
の
状
態
が
わ
か
る
と
安
心
感
を
も

つ
。
見
晴
ら
し
が
よ
い
、
見
通
し
が
き
く
、
こ

と
は
途
中
や
先
の
ほ
う
に
見
え
る
も
の
の
質
に

も
よ
る
が
、
一
般
的
に
は
快
感
に
つ
な
が
る
︵
図

10
︶。

　

多
く
の
神
社
建
築
に
は
、
拝
殿
、
舞
殿
な
ど
と

名
付
け
ら
れ
た
、
壁
の
な
い
殿
舎
が
設
け
ら
れ
て

い
て
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
は
、
幾
重
に
も
﹁
透

け
て
﹂
遠
く
ま
で
が
見
通
せ
る
。
寺
院
の
方
丈
、

庫
裏
な
ど
に
も
﹁
渡
り
廊
下
﹂
状
の
部
分
が
組
み

込
ま
れ
て
い
て
同
様
の
構
成
・
効
果
を
も
つ
も
の

が
多
い
。

　

連
子
窓
、
格
子
、
垣
根
な
ど
透
過
視
性
を
も
つ

空
間
区
画
の
手
段
や
、
簾
、
几
帳
な
ど
半
透
過
の

補
設
的
な
し
つ
ら
え
も
数
多
い
。

　

庭
の
松
の
枝
葉
は
常
に
手
を
い
れ
て
、
透
過
視

性
の
あ
る
清
涼
感
を
演
出
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
金
沢
兼
六
園
に
代
表
さ
れ
る
、

の
一
つ
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
︵
図
８
︶。

　

な
に
か
の
施
設
ヘ
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
で
も
、

直
接
に
到
達
す
る
よ
り
は
、
ち
ょ
っ
と
迂
回
し
て

入
る
ほ
う
が
趣
き
も
あ
っ
て
奥
ゆ
か
し
い
場
合

が
多
い
。

　

銀
閣
寺
︵
慈
照
寺
︶
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
は
、

そ
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
ろ
う
。

　

写
真
①
～
⑦
は
寺
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
中

門
に
い
た
る
ま
で
の
景
の
展
開
の
様
子
を
示
す

が
、
こ
れ
ら
が
直
線
上
に
並
ぶ
ケ
ー
ス
に
比
し

て
、こ
の
構
成
の
魅
力
が
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

人
の
動
き
に
紆
余
曲
折
を
も
た
せ
て
、
変
化
に

富
ん
だ
景
を
展
開
さ
せ
る
の
も
魅
力
的
な
空
間

を
つ
く
り
出
す
た
め
の
重
要
な
手
法
の
一
つ
で

あ
る
。

［
４
］
床
レ
ベ
ル
・
視
点
レ
ベ
ル
の
変
化
︵
注
７
︶

　

床
レ
ベ
ル
や
地
盤
面
の
変
化
は
、
立
脚
点
と

視
点
の
変
化
で
も
あ
る
。
比
喩
的
に
は
、
床

面
・
地
盤
面
に
紆
余
曲
折
を
も
た
せ
る
こ
と
と

も
い
え
る
。
平
坦
地
に
対
し
て
、
い
わ
ば
山
あ

り
谷
あ
り
の
状
態
を
っ
ぐ
り
出
す
の
で
あ
る
︵
図

９
︶。
ア
イ
レ
ベ
ル
が
変
わ
る
こ
と
は
、
①
移
動

に
し
た
が
っ
て
視
界
の
立
体
的
変
化
が
た
の
し

め
る
②
仰
視
、
俯
瞰
な
ど
の
立
体
視
が
起
こ
る

③
階
段
、
坂
道
、
斜
路
、
ス
ロ
ー
プ
、
ラ
ン
プ

な
ど
を
複
数
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、﹁
立

体
的
な
回
遊
性
﹂
が
生
ま
れ
る
。
④
高
所
か
ら

は
、
周
囲
の
﹁
見
晴
ら
し
﹂
が
で
き
る
な
ど
変

化
に
富
ん
だ
空
間
を
つ
く
り
出
す
。
土
地
の
景

観
化
︵Land-scaping

︶
の
原
点
で
も
あ
り
、

Landscape A
rchitecture:

景
観
の
構
成
化
の

第
一
歩
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

に
演
出
す
る
手
法
で
あ
る
︵
図
５
︶。

平
板
な
空
間
の
直
線
的
な
移
動
に
対
し
て
、

シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
も
っ
て
展
開
す
る
異
質
な
空

間
を
﹁
経
め
ぐ
る
﹂
構
成
は
、庭
園
に
か
ぎ
ら
ず
、

生
活
環
境
一
般
に
お
い
て
も
魅
力
的
な
空
聞
を

つ
く
り
出
す
。
た
と
え
ば
、
良
質
の
日
本
旅
館
な

ど
で
は
、
人
の
移
動
に
従
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
景

が
展
開
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
、
視
線
の
重

要
ポ
イ
ン
ト
に
、
花
や
壷
、
書
画
そ
し
て
外
景
が

し
つ
ら
え
ら
れ
て
、
訪
れ
る
人
を
あ
か
せ
な
い
。

こ
れ
と
対
極
を
な
す
も
の
は
、
多
く
の
鉄
道
駅
舎

や
、
多
く
の
ハ
コ
型
ビ
ル
の
空
間
的
な
し
つ
ら
え

で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
は
、
如
何
に
迅
速
に
、
人
、
モ
ノ
を
移

動
さ
せ
、
さ
ば
く
か
に
主
眼
が
お
か
れ
す
ぎ
て
い

る
た
め
に
、
行
き
止
ま
り
や
、
無
意
味
な
迂
回
が

起
こ
る
︵
注
６
︶。

　

両
側
に
部
屋
の
並
ん
だ
廊
下
を
延
々
と
進
む

の
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ル
コ
ー
プ
や
ラ
ウ
ン
ジ

が
組
み
込
ま
れ
た
中
庭
風
の
回
廊
を
一
巡
で
き

る
状
態
と
を
想
起
す
れ
ば
、
両
者
の
差
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

［
３
］
紆
余
曲
折

﹁［
紆
余
］
①
う
ね
り
ま
が
る
こ
と
。［
曲
折
］

②
ゆ
と
り
が
あ
っ
て
、
の
び
の
び
し
て
い
る
こ

と
﹂
と
あ
る
。

　

外
部
、
内
部
を
問
わ
ず
、
人
の
動
き
に
変
化
が

あ
る
こ
と
、
紆
余
曲
折
を
も
た
せ
る
こ
と
は
、
方

向
転
換
に
よ
る
変
化
に
よ
っ
て
雰
囲
気
の
転
換

を
も
た
ら
し
、
直
線
的
、
短
絡
的
な
設
定
に
対
し

て
、
期
待
感
︱
意
外
性
︱
発
見
な
ど
の
魅
力
を
つ

く
り
出
す
。﹁
回
遊
性
﹂
演
出
に
つ
な
が
る
技
法

の
指
向
性
が
あ
る
と
し
て
建
築
や
そ
の
周
辺
は
、

こ
の
ど
ち
ら
か
一
方
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
完
全
に
密
閉
さ
れ
た
場
所
で
は
人
は
生
き

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
様
に
完
全
に
閉
ざ
さ
れ

た
塀
の
中
に
居
を
か
ま
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ん
ら
か
の
形
で
、
こ
の
閉
鎖
と
開
放
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
活
空
間
は
構
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

一
般
的
に
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︱
組
積
造
︱
閉
鎖

的
﹂
に
対
し
て
﹁
日
本
︱
軸
組
造
︱
開
放
的
﹂
の

図
式
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
に
は
、﹁
組
積

造
の
柱
﹂が
林
立
し
て
い
る
。
一
方
わ
が
国
で
も
、

城
郭
は
基
本
的
に
は
軸
組
工
法
で
、
屋
根
な
ど
の

構
成
に
よ
っ
て
開
放
的
に
見
え
る
が
、
実
質
的
に

は
壁
の
多
い
閉
鎖
的
な
建
築
物
で
あ
り
、
同
時
に

閉
鎖
的
な
外
部
空
間
が
組
込
ま
れ
て
い
る
。
倉
・

蔵
な
ど
も
同
様
に
壁
の
多
い
建
築
物
で
あ
る
。
ま

た
、
城
下
町
な
ど
で
は
、
住
居
自
体
は
開
放
的
で
、

池
泉
な
ど
の
﹁
に
わ
﹂
を
も
つ
が
周
囲
に
堅
固
な

塀
を
巡
ら
す
の
で
、
町
並
み
と
し
て
は
、
壁
が
連

続
し
た
り
、
壁
の
多
い
建
物
が
前
面
に
出
た
り
し

て
い
る
場
合
も
多
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
開
放
性
と
閉
鎖
性
の
﹁
適

切
な
組
み
合
せ
﹂
を
快
適
な
空
間
構
成
の
た
め
の

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
お

き
た
い
。

［
２
］
回
遊
性　

stroll-ability

︵
注
５
︶

　

わ
が
国
の
造
庭
手
法
の
一
つ
に
、
回
遊
式
庭
園

が
あ
る
。
桂
離
宮
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
限
ら
れ

た
敷
地
内
に
﹁
広
狭
、
明
暗
、
高
低
、
開
閉
、
動

静
な
ど
の
移
動
に
伴
う
景
観
の
変
化
﹂
を
効
果
的

注 1　景観 :Landscapeランドスケープが
一般的に使われる (cityscape，townscape，
sea-scapeなどの語もある )。
注 2　シーボルト「江戸参府紀行」、ケンペル「江
戸参府旅行日記」、オールコック「大君の都」など。
注 3　アトリウム :Atrium古代ローマの都
市型住宅の中庭・中世僧院の中庭を経て、
現在では、自然光の入るホール的な空間を
さすようになっている。
注 4　ここに言う「要点」とは、ル・コ
ルビュジエ (Le Corbusier)が「近代建築の
5つの要点」を提唱したが、その意味で
の「要点」のつもりである。
注 5　回遊式庭園は、一般的に英語で
stroll garden と呼ばれる。茶屋や池のま
わりをぶらつき、経めぐるということから
回遊性を散策性の意味もこめてstroll でき
ること、つまり、stroll-abilityとしておく。
注 6　このことは、『現代建築の反逆一タイ
ト・スペース(ロバート・ソマー著）』に、多
くの公共建築物は、「刑務所の設計」がモデ
ルになっている、と詳しく述べられている。

図 1　洞窟性指向

図 2　砦指向

写真 4　1本の傘でもちゃんとしたシェル
ターになる。ここに座っている人は、屋内では
ないが、完全な屋外とは言えない場所にいる。

図 3　大樹の下　傘状の設営の下

図 4

写真 5　アクロポリスの丘・エレクテオ
ン。パルテノン神殿・ゼウス神殿などい
ずれも列柱は組積造である。

写真 6　姫路城。のびやかなデザインに
見えるが建築としては開口部の小さい閉
鎖的なつくりである。

閉鎖指向 [c] 開放指向 [o]

閉鎖 +開放指向 [c+o] 

つつ
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た
通
り
庭
・
坪
庭
風
の
も
の
に
い
た
る
ま
で
多
様

で
あ
る
。

　

ま
た
、
寺
の
庫
裏
な
ど
に
も
露
地
的
な
ス
ペ
ー

ス
が
巧
み
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
。
都
市
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
漁
村
な
ど
は
港

を
中
心
に
し
て
家
屋
が
密
集
し
て
い
る
場
合
が

多
く
、
等
高
線
沿
い
の
道
は
あ
る
程
度
の
幅
を
も

つ
が
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
段
坂
は
、
人
が
や
っ
と

通
り
抜
け
ら
れ
る
よ
う
な
狭
い
道
で
あ
る
例
が

多
い
。
狭
い
段
坂
は
、
上
部
の
山
や
畑
を
見
上
げ

て
も
、
ま
た
上
か
ら
見
下
ろ
す
と
海
面
が
ス
リ
ッ

ト
状
に
見
え
た
り
し
て
、
共
に
興
趣
に
富
ん
だ
光

景
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
興
趣
に
富
ん
だ
比
較
的
狭
い
、
あ

る
い
は
入
り
組
ん
だ
構
成
も
魅
力
的
な
空
間
づ

く
り
の
一
つ
の
要
素
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。

［
９
］
借
景
︵
注
11
︶
／
見
晴
ら
し

　

造
園
用
語
辞
典
で
は
、﹃
し
ゃ
っ
け
い
［
借

景
］：
庭
園
に
お
け
る
外
部
景
観
の
眺
望
形
式
の

一
種
。
眺
望
行
為
は
、
古
今
東
西
い
ず
れ
の
庭
園

さ
ら
に
は
あ
ら
ゆ
る
造
園
空
間
に
あ
っ
て
も
活

用
さ
れ
る
基
本
的
な
演
出
技
法
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
造
園
計
画
で
は
、
①
眺
め
ら
れ
る
も
の

︵
眺
望
の
対
象
ま
た
は
対
象
場
、
眺
望
景
観
︶、
②

眺
め
る
と
こ
ろ
︵
視
点
ま
た
は
視
点
場
、
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
︶、③
効
果
的
な
見
せ
方
︵
景
観
操
作
︶、

を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
借
景
は
単
な
る
背
景
と
は
違
う
。
借
景

さ
れ
る
塔
や
山
な
ど
園
外
景
観
の
主
対
象
の
位

置
や
見
え
方
を
大
前
提
と
し
て
庭
園
構
成
が
構

想
さ
れ
る
。︵
略
︶﹄
と
あ
る
。

　

良
好
な
情
景
が
あ
る
こ
と
、
借
り
る
に
値
す
る

　

内
・
外
を
問
わ
ず
非
相
称
的
な
構
成
へ
の
指
向

を
デ
ザ
イ
ン
原
理
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
お
き

た
い
。

　

中
国
か
ら
伝
来
し
た
佛
寺
の
伽
藍
配
置
が
、
四

天
王
寺
式
・
飛
鳥
寺
式
の
左
右
対
称
的
な
も
の
か

ら
、
法
隆
寺
の
非
対
称
的
な
配
置
に
な
り
日
本
的

に
な
っ
た
、
と
は
よ
く
説
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
金
堂
、
塔
、
講
堂
な
ど

の
構
成
要
素
は
い
ず
れ
も
左
右
対
称
的
な
形
を

し
て
お
り
、
対
称
性
を
も
つ
建
築
が
非
対
称
的
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

［
８
］
露
地
性
︵
注
10
︶

　

大
陸
の
都
市
が
城
砦
都
市
で
あ
る
の
に
比
し

て
、
わ
が
国
の
そ
れ
は
、
城
下
町
、
門
前
町
な
ど

自
然
発
生
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
多
く
の
城
下

町
に
は
、
防
御
の
目
的
か
ら
﹁
五
﹂
の
字
状
の
街

路
構
成
が
な
さ
れ
て
い
て
、
通
り
が
行
き
止
ま
り

︱
袋
路
地
状
︱
に
見
え
、
遠
く
が
見
通
せ
る
道
路

と
は
異
っ
た
雰
囲
気
を
も
つ
も
の
が
よ
く
見
ら

れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
道
を
部
分
的
に
つ
な
ぐ

﹁
通
り
抜
け
﹂
の
狭
い
道
や
、
行
き
止
ま
り
の
引

き
込
み
路
地
な
ど
も
混
っ
て
い
て
、
興
趣
に
富
ん

だ
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
例
が
多
い
。

　

京
都
の
よ
う
に
格
子
状
パ
タ
ー
ン
の
都
市
に

あ
っ
て
も
、
思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
に
こ
の
パ

タ
ー
ン
か
ら
は
ず
れ
た
露
地
が
随
所
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
東
山
の
﹁
石
塀
小
路
﹂

や
祇
園
の
﹁
白
川
南
通
り
﹂
な
ど
の
よ
う
に
、
変

化
に
富
ん
だ
一
連
の
空
間
と
し
て
通
り
抜
け
ら

れ
る
も
の
、
お
茶
屋
や
民
家
が
細
い
露
地
状
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
つ
も
の
、﹁
う
な
ぎ
の
ね
ど
こ
﹂

と
い
わ
れ
る
細
長
い
敷
地
の
中
に
組
み
込
ま
れ

も
、
ほ
と
ん
ど
内
と
外
の
区
別
が
つ
け
が
た
く
一

体
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
定
説
化
さ
れ
て
い
る
と
も
い
う
べ

き
内
外
の
一
体
化
の
性
向
を
、
一
つ
の
空
間
構
成

の
原
理
と
し
て
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

パ
テ
ィ
オ
︵patio

︶
は
邦
訳
す
る
と
﹁
中
庭
﹂

だ
が
、
本
来
は
イ
ス
ラ
ム
文
化
特
有
の
も
の
で
、

床
・
壁
・
柱
い
ず
れ
も
建
築
と
同
じ
に
扱
わ
れ
た
、

屋
根
の
な
い
部
屋
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
空
間
で
あ

る
。﹁
戸
外
室
﹂
と
呼
ぼ
れ
た
り
も
す
る
建
築
の

延
長
線
上
の
ス
ペ
ー
ス
と
も
い
え
る
。

　

そ
の
点
で
は
、
た
と
え
ば
京
都
の
禅
寺
や
町
家

な
ど
に
あ
る
中
坪
・
坪
庭
は
、
ご
く
小
さ
な
も
の

で
も
苔
や
竹
な
ど
を
配
し
て
﹁
庭
﹂
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
今
日
で

は
パ
テ
ィ
オ
も
多
様
化
し
て
い
る
の
で
そ
う
し

た
差
異
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
い
か
に
し
た
ら
快
適
な

空
間
が
生
ま
れ
る
か
に
力
点
を
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

［
７
］
非
相
称
性
／
均
衡
性
︵
注
９
︶

　

日
本
的
空
間
構
成
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
非

相
称
性
が
し
ぼ
し
ば
あ
げ
ら
れ
る
。

　

伊
藤
て
い
じ
氏
は
、
日
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
原

理
の
一
つ
と
し
て
、﹁
美
の
三
角
﹂
を
あ
げ
ら
れ
、

生
花
や
石
組
な
ど
に
使
わ
れ
る
﹁
天
地
人
﹂
の
構

成
を
、﹁
そ
れ
ぞ
れ
形
の
違
っ
た
三
つ
の
要
素
を

使
っ
て
、
三
次
元
の
空
間
の
中
で
動
的
な
力
の
均

衡
を
と
ろ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
左
右
対
称
で
は

二
次
的
な
静
的
な
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
﹂︵﹃
日

本
デ
ザ
イ
ン
論
﹄
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
六
年
︶

と
述
べ
ら
れ
、
真
行
草
や
破
調
な
ど
に
つ
い
て
も

言
及
さ
れ
て
い
る
。

多
雪
地
で
樹
木
を
保
護
す
る
﹁
雪
吊
り
﹂
は
冬
の

風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
樹
木
の
保
護
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
高
所
か
ら
張
ら
れ
た
縄
が
空

に
透
け
る
デ
ザ
イ
ン
的
な
美
し
さ
に
も
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ガ
ラ
ス
や
あ
る
種
の
フ
レ
ー
ム

ご
し
に
あ
る
い
は
木
立
な
ど
の
問
を
ぬ
っ
て
視

線
が
通
り
抜
け
、
遠
く
の
も
の
、
あ
る
い
は
意
外

な
も
の
が
見
え
る
こ
と
は
、
魅
力
的
な
空
間
構
成

の
一
要
件
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

［
６
］
内
外
の
一
体
性

　

建
築
や
そ
の
集
合
の
内
部
と
外
部
の
区
画
が

明
確
で
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
互
い
に
入
り
組
み

合
っ
て
、
内
外
を
同
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
・

性
癖
は
、
日
本
的
空
闇
の
特
色
と
し
て
あ
げ
ら

れ
、
す
で
に
論
じ
つ
く
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。

外
部
で
あ
る
は
ず
の
土
間
的
要
素
が
屋
根
の
下

ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
り
、
内
部
の
床
が
、
縁
、

ぬ
れ
縁
な
ど
で
い
つ
し
か
外
部
の
雨
の
か
か
る

部
分
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
桂
離
宮
の
古
書
院
月

見
台
な
ど
を
は
じ
め
多
く
の
例
で
も
っ
て
説
明

さ
れ
る
。
と
く
に
後
者
は
、
内
と
広
縁
、
竹
縁
と

池
庭
が
自
然
現
象
︵
月
の
出
︶
と
不
即
不
離
の
も

の
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。
池
で
は
船
遊
び
も

行
わ
れ
た
と
い
う
。
庭
内
に
い
く
つ
も
配
さ
れ
た

灯
籠
に
灯
が
と
も
る
、
月
光
の
も
と
の
桂
離
宮
の

夜
景
は
、
お
そ
ら
く
日
中
よ
り
も
さ
ら
に
内
外
が

渾
然
一
体
と
な
っ
た
様
相
を
呈
す
る
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
﹁
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
﹂
や
﹁
ヘ

ネ
ラ
リ
ー
フ
ェ
離
宮
﹂
の
﹁
パ
テ
ィ
オ
﹂
な
ど
に

注 7　わが国の名所には、「高所へ上がっ
て見おろす」形式のものが多い。京都をか
こむ三山の社寺にもこの構成の数々のヴァ
リエーションが展開されているし、四国の
金毘羅山に代表されるように段坂を登って
また下りてくることが、参詣や物見遊山の
主行為になっているケースも多い。
注 8　線の途中に何か（obstacle：障害物）
が介在する透明感の意味でこの言葉を使う。
注 9　「symmetriaは symとmetroからつ
くられた語であって、本来"共に測る"こ
とを意味する。すなわちある事物の全体お
よび部分が一定の量によって共通に測られ
うること、割り切れること、を意味する。(略)
ギリシア人は、シュムメトリアによって秩
序づけられた状態に、われわれのいう単な
る美ではなくて、調和harmoniaを感じとっ
たのである。」( 森田慶一『建築論』東海
大学出版会、1978 年 ) とあるが、ここで
は日常語化している「シンメトリイ=左
右対称、左右相称」の意でこの語を使う。

図5

図6

　　　　　　　　　⑦正門にたどりつく

⑤直進する　　　　 ⑥つき当りがまた壁

③壁につき当たる　 ④右手に誘導される

①門に近づく　　　 ②表門にたどりつく
図 7　慈照寺のアプローチのパターン

図 8

図 9

写真7　桂離宮・松琴亭のあたり

写真8　修学院離宮　土堤の大刈り込み
写真1はこの堤の庭内からの眺め

direct access indirect access
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と
、
あ
る
い
は
ス
ケ
ー
ル
感
を
も
た
ら
す
こ
と
で

あ
る
。

　

広
場
に
整
然
と
立
ち
並
ぶ
樹
木
は
、
そ
れ
自
体

で
一
つ
の
建
築
的
空
間
を
つ
く
り
出
す
。

　

い
く
つ
か
の
壁
あ
る
い
は
壁
状
の
も
の
が
並

列
的
に
並
ん
で
い
る
と
き
、
そ
の
聞
に
樹
木
が
介

在
す
る
と
、遠
近
感
・
立
体
感
は
強
調
さ
れ
る
︵
図

11
︶。

ま
た
た
と
え
一
本
の
樹
木
で
も
、
そ
の
配
置
に

よ
っ
て
、
同
じ
つ
く
り
の
建
物
で
も
ま
る
で
ち

が
っ
た
空
間
構
成
に
な
る
︵
図
12
︶。

　

京
都
御
所
紫
震
殿
の
﹁
右
近
の
橘
・
左
近
の

桜
﹂
の
よ
う
に
樹
木
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
デ
ザ

イ
ン
が
成
り
立
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
そ
れ
で
あ

る
。
右
と
左
が
入
れ
か
わ
っ
た
り
樹
種
が
ち
が
っ

た
ら
、
別
の
空
間
に
な
っ
て
し
ま
う
。

●
季
節
感
を
与
え
る

　

落
葉
樹
は
、
四
季
を
通
じ
て
変
化
す
る
。
ポ
ツ

ポ
ツ
と
芽
が
ふ
き
出
す
頃
か
ら
、
や
が
て
新
緑
、

い
つ
の
間
に
か
夏
の
濃
緑
・
緑
陰
、
秋
に
色
づ
き

は
じ
め
て
目
も
さ
め
る
よ
う
な
紅
葉
。
は
ら
は
ら

と
落
葉
が
舞
っ
て
、
枯
枝
が
寒
空
に
ひ
ろ
が
る
ま

で
、
一
年
中
変
化
し
て
季
節
感
を
与
え
る
。
花
木

も
春
を
つ
げ
る
コ
ブ
シ
、
夏
の
百
日
紅
、
秋
の
キ

ン
モ
ク
セ
イ
、
冬
の
椿
、
サ
ザ
ン
カ
な
ど
の
よ
う

に
、﹁
あ
あ
も
う
⋮
⋮
か
﹂
と
思
わ
ず
季
節
の
名

を
つ
ぶ
や
か
せ
る
。
果
樹
も
カ
キ
、
カ
リ
ン
、
ザ

ク
ロ
な
ど
思
い
う
か
べ
れ
ば
同
様
で
あ
る
し
、
草

花
は
、
ま
さ
に
季
節
の
伝
達
者
で
あ
る
。
ヒ
ガ
ン

バ
ナ
、
紫
陽
花
、
カ
ン
ナ
、
コ
ス
モ
ス
、
菊
、
ス

ス
キ
、
水
仙
、
と
名
を
あ
げ
る
だ
け
で
季
節
の
イ

メ
ー
ジ
が
う
か
ん
で
来
る
も
の
は
数
多
い
。

服
装
が
同
一
人
物
を
引
き
立
て
て
見
せ
る
点
も

よ
く
似
て
い
る
と
い
え
ば
い
え
よ
う
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
表
情
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
さ

ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
。

●
映
る

　

そ
の
変
化
の
様
子
や
姿
は
、
開
口
部
の
ガ
ラ
ス

面
︵
平
滑
な
石
・
金
属
の
面
︶
な
ど
に
映
る
。
樹

木
が
あ
っ
て
、
そ
の
枝
葉
が
ガ
ラ
ス
面
に
映
る
の

は
き
れ
い
な
も
の
で
あ
る
︵
こ
の
効
果
を
最
大
限

に
生
か
し
て
い
る
の
は
栃
木
県
立
美
術
館
［
川
崎

清
氏
設
計
］
で
紅
葉
時
期
に
訪
れ
た
が
、
色
づ
い

た
枝
葉
が
透
け
て
青
空
と
も
ど
も
映
る
さ
ま
は
、

息
を
の
む
ほ
ど
美
し
か
っ
た
︶。

●
影
を
お
と
す

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
樹
木
は
建
物
の
内
外
に

︵
壁
の
場
合
は
外
に
、
ガ
ラ
ス
の
場
合
は
内
に
も
︶

影
を
お
と
す
。
そ
れ
が
光
線
の
具
合
で
は
思
い
も

よ
ら
な
い
表
情
を
壁
や
床
に
つ
く
り
出
す
。

　

西
陽
を
う
け
た
木
の
枝
が
白
い
壁
に
シ
ル

エ
ッ
ト
を
お
と
し
て
い
る
。
そ
の
壁
が
お
寺
や
蔵

の
も
の
で
あ
れ
、
教
会
の
チ
ャ
ペ
ル
の
も
の
で
あ

れ
、
あ
る
種
の
情
感
を
か
き
た
て
る
。
障
子
に
枝

の
影
が
う
つ
っ
て
い
る
、
そ
こ
へ
ひ
ょ
い
と
小
鳥

が
と
ま
る
と
い
っ
た
情
景
を
体
験
す
る
こ
と
は
、

今
日
で
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
や
ロ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ン
ド

に
で
も
影
は
う
つ
る
。

　

人
工
的
な
模
様
と
ち
が
っ
て
、
自
然
が
偶
然
に

つ
く
り
出
す
パ
タ
ー
ン
は
と
て
も
美
し
い
。

●
遠
近
感
を
与
え
る

　

樹
木
が
建
築
の
構
成
と
の
組
合
せ
で
も
つ
重

要
な
効
用
は
、
遠
近
感
を
強
調
し
て
く
れ
る
こ

中
庭
・
坪
庭
が
あ
る
。
馬
車
が
通
ら
な
い
の
で
、

通
り
は
道
路
で
あ
る
と
同
時
に
作
業
を
し
た
り

夕
涼
み
を
し
た
り
す
る
生
活
空
間
で
、
市
が
立
っ

た
り
祭
の
と
き
は
イ
ベ
ン
ト
空
間
と
化
す
。
江
戸

期
ま
で
の
わ
が
国
の
都
市
に
は
、
水
・
緑
の
あ
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
、
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
に
組

込
ま
れ
て
い
た
。

　

水
・
緑
の
し
か
る
べ
き
組
み
込
み
は
快
適
な
空

間
づ
く
り
の
一
要
件
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
緑
と
水
の
主
と
し
て
視
覚
的
な
効
果
・

デ
ザ
イ
ン
的
な
効
用
を
い
く
つ
か
数
え
あ
げ
て

お
き
た
い
。

■
緑
に
つ
い
て

　
﹁
緑
﹂
は
必
ず
し
も
植
物
を
意
味
し
な
い
。﹁
緑

地
﹂
と
い
う
言
葉
に
は
広
狭
二
義
あ
っ
て
、
狭
く

は
樹
林
地
な
ど
を
さ
す
が
広
く
に
はopenspace

と
同
義
で
あ
る
。

　

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
は
構
築
物
類
に
占
有

さ
れ
て
な
い
場
所
一
道
も
広
場
も
川
も
海
も
一

を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
一
応
、
緑
＝
樹
木
あ
る
い

は
植
物
で
あ
る
と
し
て
、
建
築
や
環
境
の
内
外
空

間
に
お
よ
ぼ
す
主
と
し
て
視
覚
的
、
デ
ザ
イ
ン
的

な
効
果
に
つ
い
て
以
下
に
ふ
れ
て
お
く
。

●
フ
ァ
サ
ー
ド
に
表
情
を
与
え
る

　

建
物
周
辺
に
樹
木
を
配
す
る
こ
と
は
、
か
た
く

な
り
が
ち
な
外
観
に
表
情
・
う
る
お
い
を
与
え

る
。
葉
の
小
さ
な
も
の
で
あ
れ
ば
レ
ー
ス
の
よ
う

に
、
塊
に
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
存
在

感
を
も
っ
て
、
い
わ
ば
人
体
に
お
け
る
衣
服
の
よ

う
な
役
割
を
は
た
す
︵
注
12
︶。
妙
な
衣
服
を
身

に
ま
と
え
ば
人
品
い
や
し
く
な
り
、
逆
に
﹁
馬
子

に
も
衣
裳
﹂
の
語
が
あ
る
よ
う
に
、
し
か
る
べ
き

景
が
あ
る
こ
と
が
、
借
景
の
前
提
に
な
る
。
ま
た

そ
の
景
の
質
が
全
体
を
支
配
す
る
。
奈
良
・
大
和

郡
山
の
慈
光
院
の
書
院
か
ら
は
大
和
一
円
の
連

山
や
平
野
部
が
一
望
に
で
き
る
が
、
平
野
部
は
工

場
地
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
で
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
京
都
の
正
伝
寺
の

庭
は
比
叡
山
を
借
景
に
し
て
い
る
が
、
途
中
の
樹

林
で
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
景
観

の
全
体
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
庭
園
形
式
と
し
て
の
借
景
の
語
に

は
こ
だ
わ
ら
ず
、
良
景
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
い
か
に

生
か
す
か
、
あ
る
い
は
好
ま
し
く
な
い
景
観
要
素

が
あ
れ
ば
そ
れ
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
さ
ら
に

は
借
り
る
に
値
す
る
景
観
を
つ
く
り
出
す
に
は

ど
う
す
べ
き
か
、﹁
借
り
る
﹂
と
い
う
消
極
的
な

態
度
か
ら
、
む
し
ろ
﹁
貸
せ
る
﹂
ほ
ど
の
景
を
い

か
に
し
て
つ
く
り
出
す
か
、
と
い
う
積
極
的
な
立

場
か
ら
、
こ
の
言
葉
を
と
り
あ
げ
て
お
く
こ
と
に

し
た
い
。

［
10
］
水
、
緑
の
組
込
み

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
広
場
・
公
園
の
歴
史
が
あ
る

が
わ
が
国
に
は
な
い
。
こ
れ
は
﹁
広
場
・
公
園
の

必
要
が
な
か
っ
た
﹂
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と

え
ば
京
の
都
の
場
合
、
周
囲
は
山
に
か
こ
ま
れ
て

お
り
街
中
に
は
幾
本
も
の
川
が
流
れ
て
い
る
︵
今

は
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
︶。
宮
殿︵
御

所
︶
や
城
︵
二
条
城
︶
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
行
事

や
観
賞
・
園
遊
用
の
庭
を
も
っ
て
い
る
。
社
寺

も
公
的
・
私
的
な
庭
を
も
ち
、﹁
境
内
﹂
は
誰
で

も
が
利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

屋
敷
も
み
ん
な
庭
付
き
で
、
細
長
い
町
屋
に
も

注 10　[路地 ] ①茶室への通路 (「露地」
とも書く )。②家と家の間の狭い通路。
[露地 ]屋根などのおおいのない土地 (一
栽培 )。ここでは狭い道だけにかぎらない
意味で、主として露地のほうをつかう。
注 11　[ 借景 ] 遠くの山や隣の植木など
を自分の庭園の遠景に見たてること。ま
たは、庭園外の遠山や樹林をその庭のも
のであるかのように利用すること。また
そのような造園法。このあたりが一般的
な語感と思われる。
注 12　ジャン・ジャック・ルソー「孤独
な散歩者の夢想」（岩波文庫）の中にも「樹
木、灌木、植物は大地の装飾であり衣服で
ある」との記述がある。

写真9　兼六園の雪吊り

写真10　光悦寺垣　デザインされた透過
視性のある垣

写真11　厳島神社　社殿とあたり一帯は
透過視性の組み合せにあふれている

写真12　ライオンのパティオ：アルハンブラ宮

写真 13　桂離宮月見台

写真 14　西本願寺飛雲閣と滴翠園。非
相称的な構成の代表例だが、よく見ると
各部分は左右対称的で、それらが非対称
的にまとめられている。

図 10

対称

静的調和

非対称

動的平衡
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さ
が
無
縁
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

●
空
間
に
動
き
・
音
を
も
た
ら
す

　

先
述
の
よ
う
に
静
水
面
で
あ
っ
て
も
水
景
は

刻
々
に
変
化
す
る
。
水
面
の
表
情
は
と
き
に﹁
風
﹂

を
感
じ
さ
せ
た
り
、﹁
雨
﹂
を
知
ら
せ
た
り
、
あ

る
い
は
波
紋
に
よ
っ
て
魚
な
ど
﹁
生
き
物
﹂
の
存

在
を
教
え
た
り
す
る
。
滝
・
流
れ
・
落
水
・
噴
水

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
動
水
︵
面
︶
は
、
文
字
ど
お

り
あ
た
り
に
動
き
の
感
覚
を
も
た
ら
す
︵
注
13
︶。

水
の
動
き
は
大
な
り
小
な
り
水
音
を
と
も
な
う
。

自
然
の
も
の
か
ら
人
工
的
な
も
の
ま
で
、
動
水
の

あ
り
よ
う
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な

う
音
・
響
き
の
種
類
・
性
格
も
ま
た
複
雑
多
岐
に

わ
た
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
も
季
節
・
天
候
・
時
刻

に
よ
っ
て
変
化
す
る
。

●
清
涼
感
・
明
澄
感
を
与
え
る

　

水
の
存
在
は
視
覚
的
・
感
覚
的
に
﹁
す
が
す
が

し
﹂
さ
や
﹁
さ
わ
や
か
﹂
さ
、
潤
い
、
明
る
く
澄

ん
だ
気
配
、
あ
る
い
は
文
字
ど
お
り
に
瑞
々
し

さ
、
を
あ
た
り
に
も
た
ら
す
。

　

ま
た
禊
、
濯
ぎ
、
斎
戒
沐
浴
な
ど
、
水
に
身
体

的
に
触
れ
る
こ
と
が
、
精
神
的
な
︵
と
き
に
宗
教

色
を
お
び
て
︶
心
身
の
清
浄
化
感
を
も
た
ら
す
。

　

わ
が
国
は
こ
の
よ
う
な
水
の
も
つ
効
果
を
生

活
空
間
の
中
に
最
大
限
に
生
か
し
て
き
た
民
族

と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

都
市
化
の
中
で
溜
池
・
水
田
・
小
川
な
ど
良
質

の
水
面
は
、
身
辺
か
ら
次
々
と
失
わ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。

　

し
か
る
べ
き
方
法
で
、
建
築
や
そ
の
周
辺
に
水

を
組
み
込
む
こ
と
は
、
文
字
ど
お
り
生
活
空
間
に

瑞
々
し
さ
、
う
る
お
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

あ
げ
て
お
く
。

●
あ
た
り
の
情
景
を
映
す

　

水
鏡
の
語
が
示
す
よ
う
に
静
水
面
は
鏡
面
効

果
を
も
ち
、
あ
た
り
の
倒
立
像
を
映
し
出
す
。
水

面
に
さ
ざ
波
が
立
つ
と
風
景
は
複
雑
な
ゆ
ら
い

だ
映
像
と
な
る
。
波
風
で
水
面
が
さ
ら
に
ゆ
ら
ぐ

と
映
像
は
か
き
み
だ
さ
れ
互
い
に
入
り
ま
じ
る
。

ど
う
か
す
る
と
動
き
が
ひ
た
と
止
ま
っ
て
、﹁
油

を
流
し
た
⋮
⋮
﹂
よ
う
に
平
滑
で
は
あ
る
が
何
も

映
さ
な
い
状
態
に
な
る
。
水
面
の
景
は
き
わ
め
て

多
様
で
あ
り
、
時
々
刻
々
に
変
化
す
る
。

●
光
を
反
射
す
る

　

水
面
は
、
陽
光
を
反
射
し
て
建
物
や
、
あ
た
り

の
景
物
の
通
常
で
は
陰
に
な
る
部
分
に
光
を
と

ど
か
せ
る
。
鹿
苑
寺
・
金
閣
や
平
等
院
鳳
鳳
堂
な

ど
の
軒
や
天
井
に
陽
光
が
ゆ
ら
め
く
さ
ま
、
あ
る

い
は
厳
島
神
社
の
よ
う
に
潮
が
満
ち
て
く
る
と
、

社
殿
回
廊
は
じ
め
沖
の
鳥
居
ま
で
が
海
面
の
波

紋
を
映
し
だ
す
、
こ
の
と
き
水
面
に
は
あ
た
り
の

緑
や
建
物
の
朱
が
映
っ
て
い
る
の
で
直
接
光
と

間
接
光
と
が
複
雑
に
入
り
み
だ
れ
る
あ
り
さ
ま
、

な
ど
は
水
な
く
し
て
は
生
じ
え
な
い
光
景
と
い

え
よ
う
。

●
風
景
が
明
る
く
な
る

　

水
は
陽
光
︵
あ
る
い
は
月
光
︶
を
反
射
す
る

の
で
、
そ
の
周
辺
の
光
景
は
い
ち
だ
ん
と
明
る

く
な
る
。
こ
れ
は
平
野
部
や
山
中
か
ら
海
面
あ

る
い
は
湖
面
の
あ
る
場
所
へ
出
た
と
き
に
誰
し

も
が
体
験
す
る
と
こ
ろ
で
、
あ
た
り
は
急
に
ま

ぶ
し
く
な
る
。

　

日
本
三
景
が
、
松
島
・
天
橋
立
・
安
芸
の
宮
島
、

と
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
水
面
に
よ
る
風
景
の
明
る

　

並
木
が
列
柱
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る

光
景
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
や
郊
外
で
数
多
く

見
か
け
ら
れ
る
し
、
樹
木
が
整
然
と
格
子
状
に
配

さ
れ
て
広
場
に
秩
序
感
を
つ
く
り
出
し
て
い
る

事
例
も
多
い
。

　

ま
た
樹
木
が
一
種
の
壁
状
に
な
っ
て
、
眺
線

を
限
定
し
た
り
収
斂
さ
せ
た
り
し
て
い
る
例
も

多
い
。

　

刈
り
込
み
で
構
成
さ
れ
た
野
外
劇
場
の
例
︵
マ

ル
リ
ア
荘
、
北
イ
タ
リ
ア
︶
で
は
、
舞
台
の
そ
で
、

投
光
機
用
の
開
口
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ま
で
用
意
さ

れ
て
い
る
。
植
物
が
建
築
用
材
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
る
と
い
い
た
く
な
る
構
成
で
あ
る
。
写
真
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は
植
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
ア
ー
チ
で
あ
る

が
、
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
は
、
本
来
題
積
造
か
ら

生
ま
れ
た
ア
ー
チ
の
形
を
し
て
い
て
建
築
的
に

見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
つ
る
性
植
物
か
ら

成
っ
て
い
る
の
で
建
築
で
は
な
い
。
建
築
を
模
し

た
造
庭
物
で
あ
る
。

　

樹
木
を
刈
り
込
ん
だ
造
形
が
主
役
を
な
し
て

い
る
庭
園
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
数
多
い
が
、

イ
・
タ
ッ
テ
ィ
荘
の
テ
ラ
ス
園
︵
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
︶

な
ど
は
建
築
的
な
構
成
の
造
形
を
指
向
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

植
物
を
素
材
に
し
て
幾
何
学
的
な
構
成
を
ほ

ど
こ
す
、
い
わ
ゆ
る
整
形
式
庭
園
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
端
を
発
し
、
世
界
の
各
地
に
数
多
く
作
ら
れ
て

い
る
。
造
形
上
の
質
は
と
も
か
く
も
、
ヴ
ィ
ラ
ン

ド
リ
ー
城
︵
フ
ラ
ン
ス
︶
の
庭
な
ど
は
、
技
術
的

に
は
巧
緻
を
極
め
た
例
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

■
水
に
つ
い
て

　

水
が
環
境
に
も
た
ら
す
デ
ザ
イ
ン
的
効
果
を

　

俳
句
歳
時
記
の
季
題
に
も
、
植
物
の
名
や
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
生
活
・
行
事
︵
花
見
、
田
植
え
、
茶

摘
み
⋮
⋮
︶
が
多
く
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
建
物
ま
わ
り
に
配
す
る
こ
と
は
、
外

か
ら
は
む
ろ
ん
で
あ
る
が
、
内
か
ら
の
眺
め
に

と
っ
て
も
、
空
間
の
質
を
決
定
づ
け
る
ほ
ど
に
、

重
要
な
役
割
を
は
た
す
。
常
緑
の
松
を
眺
め
て
暮

す
の
と
、
落
葉
樹
の
カ
ラ
マ
ツ
林
で
生
き
る
の
と

で
は
、
お
そ
ら
く
人
生
観
そ
の
も
の
が
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　

簿
歳
月
を
感
じ
さ
せ
る
今
一
つ
の
効
能
は
、
樹

木
を
配
す
る
こ
と
で
、
空
間
が
﹁
歳
月
を
感
じ
さ

せ
る
﹂
存
在
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ほ
の
暗
い
、

大
き
な
杉
の
木
立
ち
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
こ
と
な

し
に
伊
勢
神
宮
は
な
り
立
た
な
い
。

　

古
建
築
の
魅
力
は
、
お
お
む
ね
あ
た
り
の
緑
の

た
た
ず
ま
い
と
と
も
に
語
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
は

フ
ラ
ス
カ
テ
ィ
地
方
の
フ
ァ
ル
コ
ニ
エ
リ
荘
の

正
門
は
、
脇
の
樫
の
木
が
か
ら
み
つ
い
た
形
で
大

き
く
な
り
す
ぎ
て
﹁
開
か
ず
の
門
﹂
に
な
っ
て
い

る
。
庭
園
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
も
名
物
に
な
っ

て
い
る
。

　

し
か
る
べ
き
や
り
方
で
し
か
る
べ
き
植
物
を

配
す
る
こ
と
は
、
環
境
に
文
字
ど
お
り
﹁
生
の
息

吹
き
﹂
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

●
空
間
に
秩
序
を
与
え
る

　

し
か
る
べ
く
整
え
ら
れ
た
樹
木
が
、
建
築
的
と

も
い
う
べ
き
空
間
限
定
の
役
割
を
は
た
す
場
合

が
あ
る
。
わ
が
国
の
い
く
つ
か
の
地
域
に
今
日
ま

で
残
さ
れ
て
い
る
防
風
用
の
高
生
垣
は
、
建
築
よ

り
も
建
築
的
な
た
た
ず
ま
い
の
風
物
と
し
て
し

ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

注 13　かつての小学唱歌「春の小川」は、
東京の新宿の景を叙したものであるとい
う ( 池原義郎「日本現代建築家シリーズー
⑯」、新建築社 )。環境の激変ぶりにおど
ろかされる話題である。

写真 15　石塀小路 ( 東山高台寺近く )

写真 16　慈光院 ( 大和郡山市 ) 向こうの
風景が都市化して荒れてきている。

写真 17　栃木県立美術館。入口正面の大
きなすずかけの樹が、ハーフミラーガラス
に多重反射し美しい光景を生み出している。

写真 18　壁におちる樹木の影。

写真 19　ピア荘入口わきの緑のアーチ
（ヴァティカン）。

図 11

図 12

写真 20　賀茂社家の家。清流を渡って
各戸へアプローチする。
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大惣本社ビル [京都市下京区 ]
掲載誌　新建築 1974 年 11月号
花の木町タウンハウス [京都市北区 ]
掲載誌　新建築 1976 年 3月号
愛知県緑化センター [愛知県西加茂郡
藤岡町 ]
掲載誌　新建築 1976 年 8月号
            The Japan Architect 238 january 1977
受　賞　第 18回建築業協会賞（BCS賞）
　　　　第5回日本建築家協会25年賞
　　　　（2004年度）
兵庫県フラワーセンター温室 [兵庫県
加西市豊倉町 ]
吉川邸 [ 京都市伏見区 ]
T邸 [ 大阪府吹田市 ]
塚喜グリーンハイツ[北海道札幌市中央区]
いこいのひろば木馬園 [名古屋市 ]
玉川邸 [ 神戸市垂水区 ]
インテリアプラザＫビル[京都市右京区]
高槻森林観光センター・ビジターハウス
[大阪府高槻市大字田能 ]
掲載誌　新建築 1978 年 9月号
神戸市須磨離宮植物園温室[神戸市須磨区]
掲載誌　新建築 1980 年 10月号
明大寺公園展望台 [愛知県岡崎市 ]
明石とき打ち太鼓櫓 [兵庫県明石市 ]
加茂ニュータウン全体計画設計・中央公民
館設計 [京都府相楽郡加茂町 ]
白浜ナショナルエネルギーランド
[和歌山県白浜町 ]
福岡市植物園温室 [福岡市中央区 ]
掲載誌　新建築 1980 年 10月号
　　　　 The Japan Architect 287 march 1981
天川村展望休憩舎[奈良県吉野郡天川村]
大阪ガールスカウトトレーニングセンター
[滋賀県高島郡朽木村 ]
福岡市植物園展望休憩所[福岡市中央区]
石川県林業試験所・展示館[石川県白山市]
掲載誌　新建築 1984 年 1月号
                The Japan Architect 324 april 1984
受　賞　第４回石川県建築賞
　　　　第15回中部建築賞
　　　　第25回建築業協会賞（BCS賞）
　　　　第２回公共建築賞（建設大臣賞）
服部緑地都市緑化植物園　花と緑の相談所
[大阪府豊中市 ]
掲載誌　新建築 1984 年 10月号
せせらぎの里　釣り堀 [大阪府高槻市
大字出灰 ]
高槻市森林観光センター・クラフトバンガロー
[大阪府高槻市大字田能 ]
ボタニカルパーク基本構想[兵庫県伊丹市]
にしき堂　本社ビル [広島市東区 ]
掲載誌　新建築 1986 年 9月号
受　賞　昭和 61年度広島市優秀建築物賞
高槻森林観光センター・槻の郷荘 [大阪府
高槻市大字田能 ]
森林総合案内所 [和歌山県熊野川町 ]
神峯山寺休憩舎 [大阪府高槻市大字原 ]
森林公園　基本設計 [兵庫県三木市 ]
伊丹市立青年の家 [兵庫県三田市 ]
コープ S基本設計 [大阪府吹田市 ]
OF花緑公園計画 [滋賀県 ]
K植物園　観賞温室計画 [京都府 ]

1974

1975

1977

1978

1979

1980

1981

1983

1985

1986

1987

水戸市植物公園　観賞大温室[茨城県水戸市]
掲載誌　新建築 1987 年 8月号
受　賞　昭和 63年度日本造園学会賞
　　　　（作品部門、水戸市植物園をはじめ
　　　　とする一連の鑑賞温室の設計）
水戸市植物公園　熱帯果樹温室 [茨城県
水戸市小吹町 ]
AK自然観察園計画 [群馬県 ]
石川県農業総合試験所　ふれあいセンター
[石川県金沢市 ]
Tアトリエ [大阪府吹田市 ]
にしき堂　福山店 [福山市 ]
大信ペイント本社 [大阪市淀川区 ]
M農場　再整備基本構想 [京都府舞鶴市 ]
福岡市警固公園 [福岡市中央区 ]
国際花と緑の博覧会　国際展示光の館
[大阪市鶴見区 ]
掲載誌　新建築 1990 年 5月号
国際花と緑の博覧会　ユニオン・スクエア
ガーデン（野外劇場）[大阪市鶴見区 ]
掲載誌　新建築 1990 年 5月号
国際花と緑の博覧会　アクセス道路修景計画
[大阪市鶴見区 ]
シャープ労働組合　研修レクリエーション
センター I＆I LAND[ 大阪府四条畷市 ]
掲載誌　新建築 1991 年 6月号
　　　　建築雑誌 1331 号
　　　　現代建築集成／寮・保養所・研修
　　　　施設（メイセイ出版）
受　賞　1992年日本建築学会賞（作品部門）
　　　　第 8回大阪施設緑化賞優秀賞
椿山森林公園　展望塔 [宮崎市 ]
石川県農業総合試験所　ふれあい温室
[金沢市 ]
赤穂城本丸整備　休憩施設[兵庫県赤穂市]
M森林公園　管理棟 [兵庫県三木市 ]
高槻市森林観光センター　森林総合館
[大阪府高槻市 ]
掲載誌　新建築1993年3月号
石川県農業総合試験所　ビジターセンター
[金沢市 ]
掲載誌　新建築1993年3月号
　　　　 建築雑誌1369号作品選集1994-95
古今伝授の里フィールドミュージアム
[岐阜県郡上郡大和町 ]
掲載誌　新建築1994年1月号
              GA JAPAN 06
                建築雑誌1369号作品選集1994-95
　　　　 造景25号（特別企画風景視点に徹
　　　　 した施設づくり－山里の風景を蘇    
              らせる古今伝授の里フィールド
              ミュージアム2000年2月発行）
　　　　現代建築集成／ランドスケープ　
　　　　（メイセイ出版）
受　賞　第 35回建築業協会賞（BCS賞）
　　　　第 26回中部建築賞
　　　　第 2回岐阜県 21世紀ふるさと
　　　　づくり芸術賞
　　　　第 6回公共建築賞優秀賞
岡崎市高隆寺大橋 [愛知県岡崎市 ]
受　賞　平成 7年度全日本建設技術協会賞
水戸市植物公園　植物館 [水戸市 ]
掲載誌　新建築 1995 年 2月号
　　　　建築雑誌1385号作品選集1996

1987

1988

1989

1990

1992

1993

1994

【博士論文】
建築における内と外 : 庭園的構成の設計とその考察
（京都大学）

【著書】
PROCESS ARCHITECTURE 106　瀧光夫：緑と建
築のダイアローグ（プロセスアーキテクチャー社・1989年）
建築と緑（学芸出版社・1992 年）
環境デザインー体験・風土から建築・都市へ
（共著・学芸出版社・1998 年）
建築と緑・改訂版（瀧光夫・2008 年）

【論文・記事】
座談会 万国博会場建設と都市計画（ひろば1968年11月号）
均衡の感覚（建築 1969 年 4月号）
武器よさらば（新建築 1977 年 6月号）
対談：建築とみどりのかかわり／太田隆信+瀧光夫
（ひろば 1981 年 7月号）
恩師私記（新建築 1981 年 10月号）
森・緑・建築（新建築 1984 年 1月号）
内と外：一連の温室建築作品について（造園雑誌
1993 年 4月号）
緑と建築計画（建築雑誌1993年度日本建築学会大会）
美しい風景を（造園雑誌 1993 年 3月発行）
水と建築のデザインー水と人との関わり（建築と社
会 1994 年 9月号）
景観を創る（建築と社会 1995 年 3月号）
Civil Engineering vs Landscape Architecture
（ランドスケープ研究 1996 年 8月発行）
金沢周辺での仕事（建築と社会 1997 年 3月号）
建築の内と外（新建築 1997 年 5月号）
インタビュー　建築と緑（Estrela1998 年 11月号）

瀧 光夫 年譜

【建築作品】
板橋区立熱帯環境植物館 [東京都板橋区 ]
掲載誌　新建築 1995 年 2月号
伊豆洋らんパークTROPICARIUM
[ 静岡県田高郡大仁町 ]
掲載誌　新建築 1997 年 5月号
　　　　建築雑誌1419号作品選集1998
受　賞　第 8回静岡県都市景観賞優秀賞
ガーデンシティ・コープ金剛東
[大阪府富田林市 ]
受　賞　第 8回大阪府緑の景観賞優秀賞
石川県ふれあい昆虫館
掲載誌　新建築 1998 年 11月号
受　賞　第 20回石川県建築賞
　　　　第 31回中部建築賞
明王台シャローム幼稚園テラスガーデン
[広島県福山市 ]
掲載誌　LANDSCAPE DESIGN No.31
東岡崎駅南口広場－ガレリアプラザ
[愛知県岡崎市]
掲載誌　建築雑誌 1468 号作品選集 2001
受　賞　2002年度土木学会景観・デザイン賞
大井川睦園ケアハウス
掲載誌　新建築 2004 年 4月号
            LANDSCAPE DESIGN No.36
高槻森林センター・樫田温泉
[大阪府高槻市大字田能 ]
にしき堂田中町店 [広島市 ]
にしき堂福山蔵王町店 [広島県福山市 ]
岩崎邸・鶴庵待合路地庭
福山誠之館高等学校 150 周年記念碑
[広島県福山市 ]

1995

1997

1998

2001

2003

2004
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

今
秋
十
月
二
四
日
、
熊
本
市
の
熊
本
城
近
く
に

あ
る
旧
・
熊
本
貯
金
支
局
の
保
存
活
用
を
求
め
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
熊
本
大
学
工
学
部
の
百
周
年
記

念
館
で
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て

議
論
に
加
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
は
、

日
本
の
近
代
建
築
史
上
有
名
な
、
一
九
二
〇
年
に

東
京
帝
国
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
し
た
学
生
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
分
離
派
建
築
会
の
一
員
で
あ

り
、
逓
信
省
営
繕
課
の
技
師
だ
っ
た
山
田
守
︵
一

八
九
四
～
一
九
六
六
年
︶
が
設
計
を
手
が
け
、
日

中
戦
争
前
年
の
一
九
三
六
年
二
月
二
六
日
に
竣
工

す
る
。
偶
然
に
も
、
こ
の
日
、
首
都
・
東
京
で
は
、

陸
軍
青
年
将
校
が
決
起
し
た
二
・
二
六
事
件
と
呼

ば
れ
る
歴
史
を
揺
る
が
す
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起

き
て
い
た
。
こ
う
し
て
日
本
が
戦
争
へ
と
突
き
進

む
暗
い
時
代
に
開
設
さ
れ
た
こ
の
焦
げ
茶
色
の
タ

イ
ル
が
張
ら
れ
た
貯
金
局
は
、
そ
れ
で
も
戦
前
を

代
表
す
る
堅
牢
な
逓
信
建
築
と
し
て
、
人
々
の
生

活
を
支
え
、
敗
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
七
月
一
日

の
熊
本
大
空
襲
や
一
九
五
三
年
六
月
二
六
日
の
白

川
水
害
に
も
耐
え
抜
い
た
の
だ
と
い
う
。
一
九
五

〇
年
に
は
屋
上
に
四
階
が
鉄
骨
造
で
増
築
さ
れ
て

外
観
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の

の
、
貯
金
局
の
機
能
が
移
転
す
る
一
九
七
五
年
ま

で
の
約
四
〇
年
間
、
現
役
で
使
わ
れ
、
そ
の
後
は

熊
本
市
の
花
畑
町
別
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
熊
本
市
は
、
二
〇
〇
二
年
に
実
施
し

た
耐
震
診
断
に
よ
る
﹁
耐
震
性
能
の
不
足
﹂
と
い

う
結
果
を
受
け
て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
解
体
の
検

討
作
業
に
着
手
し
、
二
〇
一
五
年
夏
に
、
算
定
さ

れ
た
約
二
十
億
円
の
耐
震
補
強
費
の
負
担
を
理
由

に
、
取
り
壊
し
の
方
針
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
前
に
し
て
、
こ
の
建

物
を
熊
本
の
財
産
と
し
て
残
す
こ
と
を
求
め
て
、

二
〇
一
五
年
八
月
、
市
内
の
一
般
主
婦
三
人
に

よ
っ
て﹁
熊
本
市
役
所
花
畑
町
別
館
を
活
か
す
会
﹂

が
急
き
ょ
結
成
さ
れ
、
署
名
活
動
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
見
学
会
の
開
催
な
ど
、
幅
広
い
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
地
道
な
保
存
活
動
を
受

け
る
形
で
、
二
〇
一
六
年
二
月
に
は
、
日
本
建
築

学
会
の
九
州
支
部
か
ら
も
保
存
要
望
書
が
熊
本
市

長
に
提
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、二
〇
一
六
年
六
月
、

D
O

CO
M

O
M

O

日
本
支
部
は
二
〇
一
五
年
度
の
選

定
建
築
物
十
三
件
の
ひ
と
つ
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
う
し
た
一
連
の

流
れ
を
踏
ま
え
て
、﹁
活
か
す
会
﹂
の
主
催
で
開

催
さ
れ
、
日
本
建
築
学
会
九
州
支
部
熊
本
支
所
や

熊
本
ま
ち
な
み
ト
ラ
ス
ト
、D

O
CO

M
O

M
O

日
本

支
部
も
共
催
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

経
緯
も
あ
っ
て
、DO

CO
M

O
M

O

日
本
支
部
代
表

で
あ
る
筆
者
に
は
、
熊
本
市
に
選
定
プ
レ
ー
ト
を

贈
呈
し
、
併
せ
て
保
存
要
望
書
を
提
出
す
る
役
目

も
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
四
月
十
四
日

と
十
五
日
に
連
続
し
て
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ

た
被
災
地
熊
本
に
、
発
生
か
ら
半
年
が
経
っ
た
十

月
に
は
じ
め
て
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

熊
本
駅
前
か
ら
路
面
電
車
に
乗
り
、
こ
の
建
物

の
あ
る
中
心
市
街
へ
近
づ
く
と
、
車
窓
か
ら
は
大

き
な
被
害
を
蒙
っ
た
熊
本
城
天
守
閣
の
痛
々
し
い

姿
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場

と
な
っ
た
熊
本
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤
レ
ン

ガ
造
の
五
高
記
念
館
も
被
害
を
受
け
て
閉
鎖
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
、震
災
か
ら
半
年
が
経
過
し
、

街
は
次
第
に
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
の
印

象
を
受
け
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
建
物
は
地
震

に
よ
っ
て
鉄
骨
造
で
増
築
し
た
四
階
の
一
部
が
損

壊
し
た
た
め
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
内
部
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、重
厚
な
た
た
ず
ま
い
は
、

ど
こ
か
同
じ
逓
信
省
の
先
輩
格
の
吉
田
鉄
郎
が
手

が
け
た
大
阪
中
央
郵
便
局
︵
一
九
三
九
年
︶
を
彷

彿
と
さ
せ
る
存
在
感
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
直
前
の
十
月
三
日
に
は
、

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
の
西
村
幸
夫
委
員
長

か
ら
も
、
市
長
宛
て
に
、﹁
熊
本
市
が
二
〇
〇
二

年
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
で
は
構
造
図
が
存
在
し

な
い
と
い
う
前
提
で
実
施
さ
れ
危
険
と
判
断
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
構
造
図
は
東
海
大
学
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
再
度
の
正
確
な
診
断
を
経
て
耐
震
性
能
を

判
断
さ
れ
る
べ
き
﹂
で
あ
り
、﹁
非
常
に
貴
重
な
文

化
遺
産
﹂
と
し
て
、
例
え
ば
﹁
熊
本
城
等
の
復
興

に
必
要
な
市
の
事
務
所
﹂
な
ど
へ
の
活
用
を
求
め

る
、と
い
う
主
旨
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の
報

告
の
後
、
地
元
の
熊
本
大
学
の
他
、
鹿
児
島
大
学

と
佐
賀
大
学
の
学
生
た
ち
が
、
こ
の
建
物
の
再
生

案
の
提
案
を
行
い
、熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

ま
た
、
選
定
プ
レ
ー
ト
の
贈
呈
式
も
あ
っ
て
な
の

か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
の
記
者
会
見
に
は
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
多
く
の
取
材
陣
が
集
ま
り
、

大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
強

く
感
じ
た
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
び
と
が
愛

着
を
持
ち
、
語
り
尽
く
せ
な
い
魅
力
を
発
信
で
き

る
建
築
が
現
代
に
は
あ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑

問
だ
っ
た
。
し
か
し
、
十
二
月
五
日
付
で
、
熊
本

市
長
か
ら
は
、﹁
す
で
に
解
体
す
る
方
針
を
決
定

し
て
お
り
﹂、﹁
計
画
ど
お
り
解
体
工
事
に
着
手
す

る
運
び
と
な
っ
た
﹂
旨
の
通
知
が
届
い
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
日
本
イ
コ
モ
ス
が
求
め
た
構
造

図
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
﹁
再
度

の
正
確
な
診
断
﹂
の
意
向
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。こ
う
し
た
行
政
の
性
急
な
判
断
の
背
景
に
は
、

解
体
除
却
の
費
用
確
保
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
す
る

意
図
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

竣
工
か
ら
八
〇
年
、熊
本
の
町
と
市
民
を
見
守
っ

て
き
た
こ
の
建
物
は
こ
の
ま
ま
人
知
れ
ず
姿
を
消

し
て
し
ま
う
の
か
。
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、

京
都
西
陣
電
話
局
︵
一
九
二
一
年
︶
や
東
京
中
央

郵
便
局
︵
一
九
三
一
年
︶
に
代
表
さ
れ
る
人
び
と

の
暮
ら
し
を
根
底
で
支
え
て
き
た
郵
便
や
電
話
、

貯
金
な
ど
近
代
の
制
度
を
象
徴
す
る
逓
信
省
建
築

の
存
在
で
あ
る
。
街
角
に
こ
れ
ら
の
頼
り
と
な
る

公
共
施
設
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
都
市
を

身
近
で
確
か
な
も
の
と
し
て
共
有
で
き
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旧
・
熊
本
貯
金
支
局
は
そ

う
問
い
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

正面入口まわりの外観

路面電車通りに面する外観全景

旧・熊本貯金支局　1936 年
逓信省建築の存在意味とその行方

記憶の建築
松隈　洋
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Gallery 建築作品紹介 設計：鹿島建設関西支店
施工：鹿島建設関西支店

経済産業省所管の独立行政法人による試験拠点計画である。施設は運河
を挟んだ二つの敷地に配置され、多様な試験が可能な多目的大型実験棟・
機能別実験棟（東）と、管理実験棟（西）からなる。前者は、蓄電池の
グローバル認証を見据えた各種実験が可能な複数の実験室からなり、特
に多目的大型実験棟は大型蓄電池の燃焼試験等も可能な大きさ、強度と
設備を備えている。一方、管理実験棟は、事務部門及び各種試験を行う
施設として二重床や設備バルコニーを導入し、フレキシビリティを追求
した施設としている。運河沿いの法面には、在来種の植生を生かした緑
地を設け、運河と一体となった生物多様性の環境創出を目指している。

所 在 地：大阪市住之江区
用　　途：事務所、試験所
竣　　工：2016.02
構造規模：RC造、鉄骨造
敷地面積：計26,411.89㎡
建築面積：計3,495.02㎡
延床面積：計7,506.90㎡
写　　真：東出清彦写真
　　　　　事務所
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Gallery 建築作品紹介 独立行政法人 製品評価技術基盤機構 大阪事業所
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Gallery 建築作品紹介 TB-SQUARE 設計：竹中工務店 タカラスペースデザイン
施工：竹中工務店 タカラスペースデザイン

理美容椅子、頭髪化粧品等の製造販売を主軸とするタカラベルモント株
式会社のフラッグシップとなる建物の計画。
外観は企業メッセージである「美と健康」からイメージした白と青のコー
ポレートカラーのボリュームをつなぎあわせるように構成し、清潔感と
躍動感を表現すると共に、ランドマークとして印象的な表情を作り出し
た。内部はアプローチの吹抜けから連続するスキップフロアで構成し、
スパイラル状の回遊動線を移動しながら、幅広いソフトとハードを一体
的に体験できる計画とした。

建 築 主：タカラベルモ
　　　　　ント株式会社
所 在 地：大阪市中央区
用　　途：事務所
竣　　工：2016.09
構造規模：S造・地上6階
敷地面積：1,427.67㎡
建築面積：981.31㎡
延床面積：4,590.02㎡
写　　真：古川泰造
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Gallery 建築作品紹介 いすゞ自動車近畿  京都サービスセンター 設計：大林組大阪本店一級建築士事務所
施工：大林組

名神高速道路開通時に整備された京都南インターチェンジの近くに、時
期を合わせて開業されたサービスセンターの一部である事務所棟の建替
え工事である。建築主は国際的な自動車メーカーとして、コーポレート
アイデンティティに重きを置いて全国の施設を展開してきた中で、この
プロジェクトにおいては京都の景観に配慮した軒庇や縦格子のモチーフ
を付加することで地域に馴染んだファサードを形成した。また、同一の
敷地内にある整備工場のリニューアルも同時に行う事で、より機能的な
サービスセンターとして再生した。

（石井眞由美・中田敦大）

建 築 主：いすゞ自動車
　　　　　株式会社
所 在 地：京都市南区
用　　途：事務所・整備工場
竣　　工：2016.05 ※

構造規模：鉄骨造 2 階建
敷地面積：10,867㎡
建築面積：1,052㎡※

延床面積：1,780㎡※

写　　真：エスエス大阪
　　　　　酒井文明

（※事務所棟）
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Gallery 建築作品紹介 風の子そだち園  風工房 設計：井上久実設計室
施工：ヒロタ建設

敷地は西淀川区、長年この地で運用してきた知的障害者支援施設“風の
子そだち園”の利用者の活動が多様化し施設が手狭になったことから、
隣接地を購入し増築することになりました。計画にあたって、この施設
が街とどう関わるべきかを改めて考える事となりました。
建物はプログラム上、小さな単位で活動するために 2 棟が繋がる形にし
ました。2 棟の間の隙間に角度をつけて開き、近隣へ視線が直接通らな
いようにしています。その 2 棟の間の通路は同社会福祉法人が運営して
いる児童発達支援センターにつながり、将来は利用者同士の交流を計画
しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上久実）

所 在 地：大阪市西淀川区
用　　途：知的障害者
　　　　　支援施設
竣　　工：2016.12
構造規模：鉄骨造
敷地面積：807.01㎡
建築面積：177.51㎡
延床面積：453.54㎡
写　　真：冨田英次
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Gallery 建築作品紹介 菜園の家 設計・監理：大西憲司設計工房
施　　工：アトリエ・エイト

敷地は姫路城の南東部に位置する。計画道路の拡張により、40 年程前
に父親が建てたコンクリート杉板型枠打放しの住宅を、横にある畑を宅
地にして、2 世帯住宅に建て替える計画である。90 歳をこえられた父の
記憶の継承として、外観を全面コンクリート杉板型枠打放しとし、要望
である以前の庭にあったもちの老木や景石、灯ろう、欄間、書院の障子を、
新しい庭や建物に使用した。敷地周囲を焼杉板の塀で囲み、その中に小
さな集落をイメージし計画した。どこからも緑が楽しめるように、主庭・
中庭・バスコートなどを配置し、四季の移ろいや自然を感じながら気持
ちよく暮らせる住まいになることを願っている。

構造監理：片岡構造
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2016.08
構造規模：RC造+鉄骨造
　　　　　地上 2 階
敷地面積：1416.99㎡
建築面積： 401.84㎡
延床面積： 496.52㎡
写　　真：福澤昭嘉
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
46
回

富田林寺内町における産学官協働の取組み

大阪芸術大学建築学科「富田林まちづくり研究会」
山形政昭（大阪芸術大学教授、建築史・建築計画）
久保清一（大阪芸術大学教授、建築設計）
加治大輔（大阪芸術大学教授、意匠論・建築計画）
田口雅一（大阪芸術大学教授、建築構造設計）

大阪芸術大学キャンパスは、富田林市に隣接する南河内郡河南町にあり、半世紀以上におよぶキャンパス
の歴史のなかで、さまざまなかたちで地域と連携してきました。そのような活動は「大学を街にひらく」
あるいは「街を大学にひらく」ものです。今回は、建築学科「富田林まちづくり研究会」の皆様に富田林
寺内町における取組みをご紹介いただきました。

に
あ
る
。
明
治
二
五
年
︵
一
八
九
二
︶
に
建
て

ら
れ
た
近
代
町
家
で
、
以
来
大
き
な
改
変
も

な
く
良
好
に
維
持
さ
れ
て
き
た
住
宅
で
あ
る
。

一
二
年
前
と
な
る
が
、
所
有
者
の
﹁
建
物
を
残

し
、
活
用
し
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
思
い
で
富
田

林
市
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
、
市
に
よ
る
保
存

活
用
の
た
め
の
検
討
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。

幸
い
に
私
の
研
究
室
も
調
査
機
会
を
得
て
種
々

協
力
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
厨
子
二
階
建
て

入
母
屋
造
り
の
主
屋
は
、
吹
き
抜
け
の
土
間
を

も
つ
典
型
的
な
農
家
型
の
町
家
住
宅
で
二
棟
の

蔵
も
備
え
て
い
る
。
整
備
工
事
は
、
様
々
な
活

用
の
た
め
主
屋
の
曳
き
屋
、
耐
震
補
強
を
含
む

大
掛
か
り
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
幸
い
順
調
に

進
み
、
二
〇
一
四
年
春
に
完
工
し
、
間
も
な
く

登
録
文
化
財
と
な
り
、
公
開
民
家
、
企
画
行
事

会
場
、
貸
館
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
内
に
は
重
文
民
家
を
は
じ
め
歴
史
的
建
て

も
の
は
多
く
在
る
が
、本
家
住
宅
は
﹁
近
過
去
﹂

の
日
本
住
宅
と
い
う
記
憶
に
つ
な
が
る
価
値
と

魅
力
を
備
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
一
〇
年
程
前
よ
り
、
担
当
す
る
授

業
の
中
で
﹁
一
二
〇
歳
に
な
る
日
本
住
宅
を
学

ぶ
﹂
と
し
て
、
学
生
の
見
学
及
び
実
測
実
習
の

場
と
し
て
お
借
り
し
て
い
る
。
実
測
は
初
め
て

と
い
う
学
生
に
と
っ
て
木
造
住
宅
を
知
る
最
適

な
機
会
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
歴
史
的
建

築
、
登
録
文
化
財
の
活
用
と
い
う
視
点
か
ら
も

学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
生
諸
君
に
は
、
こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て

﹁
寺
内
町
﹂
を
も
つ
富
田
林
の
町
を
知
り
、
今

後
に
お
い
て
研
究
的
な
関
心
、
文
化
、
創
作
活

動
な
ど
、
夫
々
の
関
わ
り
を
見
出
す
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
か
、と
期
待
し
て
い
る
。︵
山

形
政
昭
︶

市
営
若
松
第
三
住
宅

　

計
画
地
は
、
近
鉄
富
田
林
駅
の
東
部
三
〇
〇

ｍ
エ
リ
ア
で
あ
り
、
駅
や
商
業
施
設
群
へ
と
続

く
北
側
道
路
と
重
伝
建
地
区
﹁
寺
内
町
﹂
へ
と

続
く
南
側
道
路
、
こ
の
二
つ
の
軸
線
に
内
包
す

る
場
所
で
あ
る
。
計
画
地
周
辺
は
、公
共
施
設
、

公
園
、
第
二
期
市
営
住
宅
な
ど
大
規
模
な
再
整

備
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
﹁
富
田
林
の

顔
﹂
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　

大
和
川
支
流
の
石
川
河
岸
に
位
置
す
る
富
田

林
は
、
遡
っ
て
大
正
一
二
年
︵
一
九
二
三
︶
鉄

道
で
天
王
寺
に
接
続
し
て
以
来
、
大
阪
の
住
宅

都
市
と
し
て
近
代
化
を
歩
み
南
河
内
の
中
核
都

市
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
興
正
寺
別
院
を
核

と
し
て
成
立
し
た
﹁
寺
内
町
﹂
は
良
く
留
ま
り
、

一
九
八
三
年
に
府
下
で
最
初
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
︵
通
称
﹁
重
伝
建
地
区
﹂︶

の
指
定
を
受
け
、
歴
史
の
あ
る
町
並
み
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
五
筋
七
町
か
ら
な
る
街
路
構
成

と
、
重
文
民
家
の
杉
山
家
住
宅
を
は
じ
め
と
し

て
歴
史
あ
る
町
家
群
を
保
持
し
て
お
り
、
近
年

は
保
存
整
備
も
相
当
に
成
果
を
収
め
て
い
る
。

そ
う
し
た
一
方
で
空
家
の
活
用
な
ど
住
宅
地
と

し
て
の
課
題
も
内
包
し
て
い
る
が
、
当
地
の
環

境
に
惹
か
れ
て
町
家
カ
フ
ェ
ー
や
町
家
シ
ョ
ッ

プ
を
営
む
新
た
な
参
入
者
も
迎
え
、
町
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
芸
術
大
学
は
当
市
の
北
東
約
三
キ
ロ
と

い
う
位
置
に
あ
り
、
芸
術
分
野
の
諸
教
員
、
学

生
た
ち
が
様
々
に
関
わ
り
を
も
っ
て
き
た
。
そ

う
し
た
流
れ
を
基
に
、
本
学
と
富
田
林
市
は

二
〇
一
一
年
に
、連
携
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、

相
互
に
連
携
調
整
窓
口
を
設
け
て
い
る
。
そ
う

し
た
時
期
に
こ
こ
に
紹
介
す
る
建
築
学
科
教
員

に
よ
る
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
た
。

そ
れ
ら
は
個
別
に
進
行
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、

寺
内
町
を
中
心
に
一
つ
の
円
環
を
成
す
よ
う
に

関
連
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
建
築
分
野
に
お
け
る
例
示
に
限
っ

た
が
、
本
学
の
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
芸
術
計
画

学
科
な
ど
様
々
な
分
野
の
関
係
者
に
よ
る
寺
内

町
に
お
け
る
活
動
も
あ
り
、
町
づ
く
り
、
文
化

交
流
に
お
け
る
今
後
の
展
開
が
望
ま
れ
て
い
る
。

旧
田
中
家
住
宅
の
活
用

　

本
家
住
宅
は
市
立
図
書
館
に
近
く
、﹁
寺
内

町
﹂
重
伝
建
地
区
の
北
西
に
隣
接
す
る
と
こ
ろ

旧田中家住宅の開館セレモニー（2014 年春）

富田林市営若松第三住宅のオープン・エントランス

大阪芸術大学建築学科では、大学と富田林市との連携協力に関する
基本協定に基づき、学科内に「富田林まちづくり研究会」を設け、
互いの発展と地域社会の活性化や市民生活の充実に寄与することを
目的とした活動を展開している。
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シ
ョ
ッ
プ
、
お
よ
び
二
、三
名
で
設
営
・
撤
収

が
可
能
な
規
模
で
各
エ
リ
ア
を
計
画
し
た
。

　

ま
た
多
目
的
に
対
応
し
つ
つ
無
目
的
性
を
避

け
る
べ
く
、
各
所
に
﹁
活
動
を
誘
発
す
る
仕
掛

け
﹂を
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
天
井
高
を
変
え
、

異
な
る
備
付
家
具
を
設
け
る
こ
と
で
各
エ
リ
ア

に
性
格
づ
け
を
行
っ
た
。
一
階
土
間
奥
に
展
示

用
の
梁
を
多
数
設
置
し
た
。
本
町
通
り
側
に
お

い
て
は
、
奥
行
き
九
尺
の
深
い
軒
下
に
た
い
し

て
土
間
の
建
具
を
ほ
ぼ
全
面
開
放
出
来
る
よ
う

に
し
た
。
こ
の
部
分
は
、
自
然
光
や
温
熱
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
併
用
し
て
計
画
し
、
結
果

と
し
て
本
町
通
り
・
軒
下
・
吹
抜
・
低
い
天
井

の
土
間
と
い
っ
た
表
か
ら
奥
へ
の
層
が
隔
壁
な

く
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
エ
リ
ア
の
性
格
付
け
や
境
界
設
定

が
施
設
の
柔
軟
な
活
用
を
可
能
な
も
の
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
施
設
が
観
光
文
化
の
﹁
凝
集
と

発
信
の
場
︵
ノ
ー
ド
︶﹂
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
て
各
エ
リ
ア
を
通
り
の
交
差
部
の
吹
抜
に
結

合
さ
せ
た
こ
と
で
、
ソ
フ
ト
が
都
市
に
つ
な
が

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。︵
加
治
大
輔
︶

　

若
松
第
三
住
宅
は
、
寺
内
町
の
﹁
あ
て
曲
げ

街
路
空
間
﹂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
三
棟
構
成
か
ら

な
り
、
Ｒ
Ｃ
六
～
七
階
、
総
戸
数
七
九
戸
の
規

模
を
も
つ
。
ち
な
み
に
構
造
設
計
は
田
口
雅
一

先
生
が
担
当
さ
れ
た
。
建
物
配
置
に
分
棟
形
式

を
採
用
し
自
由
で
多
様
な
ア
ク
セ
ス
と
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
創
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
周
辺
地

域
と
の
よ
り
密
接
な
関
係
性
が
構
築
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

施
設
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
随
所
に
﹁
寺
内

町
﹂
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
導
入
さ
れ
た
。
特
に

外
部
の
移
動
空
間
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
空
間
分
節
法
と
し
て﹁
あ
て
曲
げ
﹂

が
採
用
さ
れ
、
そ
の
特
徴
を
示
す
街
並
み
の
よ

う
な
風
景
を
構
成
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

白
と
黒
の
外
壁
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、﹁
あ
て
曲
げ
﹂

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
リ
ブ
壁
と
平
面
プ
ラ
ン
及

び
外
構
デ
ザ
イ
ン
、
階

段
室
や
駐
輪
場
の
多
様

な
格
子
パ
タ
ー
ン
な
ど

が
用
い
ら
れ
、
生
活

シ
ー
ン
の
背
景
を
形
成

す
る
。
そ
れ
は
日
常
動

線
に
関
係
す
る
多
様
な

シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
写
し

出
さ
れ
る
織
物
の
よ
う

な
風
景
で
も
あ
る
。

　

住
戸
計
画
に
つ
い
て

は
、
玄
関
を
は
じ
め
全

建
具
に
引
戸
を
採
用
し

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
各
居

室
間
の
連
結
や
テ
ラ
ス

の
一
体
化
な
ど
、
内
・

外
空
間
が
連
続
し
生
活

領
域
が
拡
張
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
地
を
囲
む
樹
木

は
、
団
地
と
周
辺
地
域
を
緩
や
か
に
融
合
さ
せ

る
た
め
の
装
置
で
あ
る
。
敷
地
南
側
に
配
置
さ

れ
た
﹁
あ
て
曲
げ
状
﹂
の
植
栽
帯
は
、
枝
葉
の

重
な
り
が
空
間
に
奥
行
を
与
え
、
居
住
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
同
時
に
、
周
辺
に
対
し

て
建
物
の
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
効
果
を
も
た
ら

す
。
ま
た
、
北
側
の
敷
地
境
界
沿
い
に
伸
び
る

ツ
ツ
ジ
の
密
植
は
、
将
来
、
整
備
が
予
定
さ
れ

る
歩
車
道
の
街
路
樹
と
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
る
。
新
し
い
街
の
顔
を
つ
く
る
緑
景
観
整
備

の
一
つ
で
あ
る
。︵
久
保
清
一
︶

き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　

富
田
林
市
駅
向
か
い
に
建
つ
、
市
全
域
の
観

光
文
化
交
流
の
拠
点
で
あ
る
。
建
築
の
企
画
構

想
か
ら
竣
工
後
の
ソ
フ
ト
運
営
ま
で
産
学
官
連

携
で
大
学
が
参
加
し
て
い
る
。設
計
に
あ
た
り
、

は
り
ゅ
う
ウ
ッ
ド
ス
タ
ジ
オ
と
協
働
し
て
加
治

研
究
室
で
計
画
を
行
い
、
構
造
設
計
を
田
口
雅

一
先
生
に
依
頼
し
た
。

　

敷
地
は
、
駅
前
商
業
地
域
の
幹
線
﹁
旧
国
道

一
七
○
号
線
﹂、
お
よ
び
重
伝
建
地
区
﹁
寺
内

町
﹂
に
徒
歩
五
分
の
﹁
本
町
通
り
﹂
に
面
し
て

い
る
。
計
画
で
は
、都
市
的
創
成
の
観
点
か
ら
、

各
通
り
の
性
格
を
尊
重
し
て
通
り
を
屋
内
で
結

合
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
各
通
り
の
フ
ァ
サ
ー
ド
を
軒

先
で
区
分
し
て
意
匠
を
分
け
、
二
つ
の
出
入
口

を
設
け
て
通
り
抜
け
可
能
に
し
た
。
そ
し
て
通

り
の
新
た
な
交
差
部
︵
キ
ア
ズ
マ
︶
を
吹
抜
に

し
た
。
本
町
通
り
側
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
、
地

場
産
の
格
子
戸
と
焼
杉
の
板
戸
を
交
互
に
配
置

し
て
重
伝
建
地
区
を
予
感
さ
せ
る
意
匠
に
し
、

駅
側
は
白
壁
の
サ
イ
ン
面
と
し
た
。
ま
た
市
内

文
化
財
の
意
匠
要
素
も
各
所
に
引
用
し
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
に
お
い
て
は
、
竣
工
後
の
文
化
催
事

の
実
施
と
更
新
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
分
析
を

通
し
て
、
一
○
人
か
ら
一
五
人
程
度
の
ワ
ー
ク

富田林駅前から見た「きらめきファクトリー」

寺内町とその周辺

旧田中家住宅

きらめきファクトリー

若松第三住宅

125M

500M

250M

250M 125M

寺内町

P

125M

250M

車の動線

国道170号線

府
道
705号

線

富田林駅

商業施設群

公園用地

公共用地
住宅用地

至 近鉄河内長野駅

至 金剛山

至 近鉄阿倍野橋駅

寺内町とその周辺　S=1/7500

歩行者の動線

重伝建地区
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

西
岡　

登

魅
力
あ
る
東
大
阪
市
の
耐
震
化
に
向
け
て
、
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！

◆
は
じ
め
に

　

東
大
阪
市
は
、
大
阪
東
部
に
位
置
し
、
昭
和

四
二
年
二
月
一
日
に
布
施
市
、
河
内
市
、
枚
岡

市
の
三
市
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
面
積
は

六
一
．七
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
西

は
大
阪
市
、
東
は
奈
良
県
に
隣
接
し
、
自
然
豊

か
な
生
駒
山
系
に
抱
か
れ
、
都
心
と
緑
に
囲
ま

れ
る
﹁
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
﹂、﹁
も
の
づ
く
り
の

ま
ち
﹂
で
あ
り
ま
す
。

①
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

　

東
大
阪
市
の
東
部
に
は
全
国
高
校
ラ
ガ
ー
マ

ン
だ
け
で
な
く
、
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
む
す
べ
て

の
人
の
憧
れ
の
地
で
あ
る
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
が

あ
り
ま
す
。
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
は
、
昭
和
四
年

に
日
本
で
初
め
て
ラ
グ
ビ
ー
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
完
成
以
後
、
約
八
七
年
も
の
間
、
高
校

生
や
大
学
生
、
社
会
人
の
大
会
、
さ
ら
に
は
、

国
際
試
合
な
ど
も
開
催
さ
れ
る
日
本
ラ
グ
ビ
ー

の
聖
地
と
し
て
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
二
〇
一
九
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
開
催
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

②
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

　

日
本
で
も
有
数
の
工
業
都
市
で
あ
り
、
世
界

的
な
最
先
端
技
術
か
ら
日
常
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
技
術
ま
で
、
幅
広
い
技
術
が
こ
の
東
大

阪
市
に
集
結
し
て
お
り
ま
す
。
東
大
阪
市
が
運

営
し
て
い
る
市
内
製
造
業
検
索
サ
イ
ト
﹁
東
大

阪
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
﹂
で
は
市
内
の
も
の
づ

く
り
企
業
約
一
、一
〇
〇
社
の
加
工
技
術
や
製

品
、保
有
設
備
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
、

業
種
や
加
工
種
別
、
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
企
業
検

索
が
可
能
で
、
加
工
依
頼
、
試
作
品
作
り
、
協

力
工
場
な
ど
受
発
注
探
し
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

③
魅
力
と
誇
り
あ
る
文
化
芸
術
の
ま
ち

　

市
の
文
化
芸
術
の
振
興
と
市
民
相
互
の
交
流

の
促
進
を
図
り
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
形
成
と
都
市
魅
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
た

め
、
文
化
芸
術
の
創
造
と
発
信
の
拠
点
と
し

て
、
中
核
市
・
東
大
阪
市
の
シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ

わ
し
い
文
化
創
造
館
︵
新
市
民
会
館
︶
の
整
備

を
進
め
て
お
り
、
平
成
三
一
年
九
月
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
文
化
創
造

館
は
、
旧
市
民
会
館
及
び
旧
文
化
会
館
の
機
能

を
集
約
し
た
施
設
で
、
す
ぐ
れ
た
音
響
空
間
と

上
質
な
観
賞
環
境
を
備
え
た
一
、五
〇
〇
席
の

大
ホ
ー
ル
と
三
〇
〇
席
の
小
ホ
ー
ル
、
市
民
の

文
化
活
動
や
会
議
、
研
修
な
ど
各
種
用
途
に
利

用
で
き
る
創
造
支
援
室
等
を
二
〇
室
設
け
、
ど

な
た
に
も
利
用
い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ

ン
も
併
設
し
ま
す
。

　

東
大
阪
市
の
こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
持
続
及
び
発
展
に
は
、
市
民
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。
で
は
、
市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
を

し
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
重
要
で
あ
る
の
は
市

民
が
起
臥
す
る
建
築
物
で
す
。

　

今
後
三
〇
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
は
、
Ｍ
八
．〇
～
九
．〇
ク
ラ
ス
の
巨
大
地

震
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
東
大
阪
市
に
お
け
る
建
築
物
の
耐
震

化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
今

回
は
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
る
東
大
阪
市
の
耐

震
化
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
建
築
物
の
耐
震
化
に
向
け
て

　

東
大
阪
市
で
は
民
間
建
築
物
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昭
和
五
六
年
五
月
三
一
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
耐
震
診
断
、
耐
震
設

計
、
耐
震
改
修
、
除
却
工
事
補
助
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

①
耐
震
診
断
補
助
︵
木
造
住
宅
︶

　

耐
震
診
断
は
東
大
阪
市
で
は
耐
震
診
断
員
派

遣
制
度
を
平
成
二
三
年
四
月
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
耐
震
診
断
を
し
た
い

が
、
知
り
合
い
の
診
断
士
が
い
な
い
方
や
、
ど

の
診
断
士
に
頼
め
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
方
な

ど
に
活
用
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
補
助
金
と
の
差
額
分
を
派
遣
さ
れ
た
診

断
士
に
支
払
う
だ
け
で
、
手
続
き
も
容
易
で
あ

り
、使
い
勝
手
の
良
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
大
阪
市
で
は
、
診
断
し
た
結
果
を
基

に
、
補
強
方
法
等
や
補
強
す
る
た
め
の
費
用
の

目
安
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
も
合
わ
せ
て
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
診
断
か
ら
設
計
、
改
修
工
事
に
向
け
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
創
設
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
と
、

耐
震
改
修
に
必
要
な
概
算
金
額
が
分
か
り
、
悪

質
な
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
役
割
も
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
耐
震
診
断
補
助
は
非
木
造
住
宅
や
特

定
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
に
お
い
て
も
活
用

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

②
耐
震
設
計
・
耐
震
改
修
補
助
︵
木
造
住
宅
︶

　

耐
震
設
計
及
び
耐
震
改
修
補
助
は
補
助
対
象

条
件
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
耐
震
設
計
補
助

で
最
大
一
〇
万
円
、
耐
震
改
修
補
助
で
最
大
九

〇
万
円
ま
で
の
補
助
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
部
屋
の
一
部
を
耐
震
化
す
る
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
も
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
設
置
で
き
る
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
。
費
用
は

耐
震
改
修
す
る
よ
り
も
比
較
的
安
い
価
格
で
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
工
事
期
間
も
短

期
間
で
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。

③
除
却
工
事
補
助
︵
木
造
住
宅
︶

　

平
成
二
七
年
四
月
か
ら
は
除
却
工
事
補
助

制
度
も
設
け
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
昭
和

五
六
年
五
月
三
一
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
を
対
象
に
し
て
お
り
、
戸
建
て
住
宅
で

あ
れ
ば
最
大
四
〇
万
円
、
長
屋
・
共
同
住
宅
で

あ
れ
ば
最
大
一
〇
〇
万
円
ま
で
補
助
金
が
助

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
二
十
九
回  

東
大
阪
市
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成
さ
れ
ま
す
。
平
成
二
七
年
、
二
八
年
度
と
も

多
く
の
申
請
が
あ
り
、
耐
震
化
に
向
け
た
選
択

肢
を
増
や
し
、
耐
震
改
修
と
は
違
っ
た
ア
プ

ロ
ー
チ
で
耐
震
化
を
推
進
し
て
い
く
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
周
知
啓
発
活
動

　

東
大
阪
市
総
合
庁
舎
で
毎
年
開
催
し
て
お
り

ま
す
耐
震
セ
ミ
ナ
ー
や
、
各
自
治
会
へ
の
出
張

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
毎
年
一
〇
回
程
度
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
全

戸
回
覧
や
広
報
誌
へ
の
記
事
掲
載
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
二
四
年
度
か
ら
は
毎
年
防
災
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
イ
オ
ン
東
大
阪
店
で
周
知
啓
発

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
耐
震
補
助
制
度
の

説
明
と
合
わ
せ
て
建
築
士
に
よ
る
防
災
グ
ッ
ズ

の
説
明
や
、
非
常
食
の
試
食
会
を
行
っ
て
お

り
、
防
災
に
対
す
る
意
識
啓
発
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
平
成
二
七
年
度
か
ら
は
昭
和
五
六
年
五

月
三
一
日
以
前
の
木
造
住
宅
が
多
く
建
築
さ
れ

て
い
る
地
域
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
を
行

い
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
年
度
に
は
東
大
阪
市
総
合
庁
舎
一

階
に
木
質
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
展
示
を
行
い
ま

し
た
。
八
月
末
か
ら
約
二
カ
月
間
の
展
示
で
は

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
が
、
耐
震
化
が
進
ま
な
い
事
に
対
し
て
の
危

険
性
を
他
人
事
で
は
な
く
自
分
の
事
と
し
て
認

識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
ひ
と
り

で
は
で
き
な
い
・
あ
る
い
は
取
り
組
み
に
く
い

こ
と
つ
い
て
は
、﹁
自
助
・
共
助
・
公
助
﹂
の

考
え
方
に
お
け
る
﹁
共
助
﹂
に
よ
り
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
﹁
共
助
﹂
で
は
、

地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
活
動
が
主
体
と
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
市
民
・
行
政
に

加
え
て
大
学
や
各
種
団
体
・
企
業
な
ど
も
巻
き

込
ん
だ
産
学
官
民
連
携
に
よ
る
協
働
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
で
よ
り
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
協
働

を
本
市
の
耐
震
化
の
取
り
組
み
の
軸
に
置
き
つ

つ
、
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
地
道

に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
耐
震
化
の
先
を

見
据
え
た
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

等
へ
の
共
同
参
加
や
、
市
の
耐
震
診
断
員
派
遣

業
務
で
の
学
生
参
加
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
、

様
々
な
連
携
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。今
年
度
は
、

﹁
空
き
家
等
の
利
活
用
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ

に
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
よ
る
連
携
は
、
行
政
だ
け
で
は

中
々
解
決
で
き
な
い
課
題
や
問
題
で
も
、
大
学

や
民
間
の
力
を
合
わ
せ
る
事
に
よ
り
、
解
決
へ

向
け
て
前
進
で
き
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
学
生
の
パ
ワ
ー
に
は
毎
回
驚
か
さ

れ
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
行
動
力
は
、
自
分
自

身
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
お
わ
り
に

　

東
大
阪
市
の
建
築
物
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は

﹁
東
大
阪
市
住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修
計
画
﹂

に
基
づ
き
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
て
い

き
、
建
築
物
の
耐
震
性
の
向
上
に
よ
る
災
害
に

強
い
ま
ち
を
形
成
す
る
為
に
、
よ
り
多
く
の
市

民
に
活
用
可
能
な
耐
震
診
断
、
耐
震
設
計
、
耐

震
改
修
及
び
除
却
工
事
な
ど
の
所
有
者
が
行
う

耐
震
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で

あ
り
ま
し
た
が
、
展
示
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

や
数
件
の
補
助
制
度
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
大
阪
市
内
に
は
、
近
畿
大
学
を
は

じ
め
多
く
の
大
学
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
市

役
所
と
も
様
々
な
施
策
に
つ
い
て
連
携
を
と

り
、
地
域
資
源
の
活
用
や
地
域
課
題
の
解
決
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
建
築
部
に
お
い
て
も
、
近

畿
大
学
建
築
学
部
と
連
携
を
と
り
、
減
災
・
防

災
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
二
年
に
発
足
し
た
﹁
減

災
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
﹂
に
お
い
て
は
、
近
畿

大
学
だ
け
で
は
な
く
、
大
阪
商
業
大
学
や
公
益

社
団
法
人
大
阪
府
建
築
士
会
、
一
般
社
団
法
人

大
阪
府
建
築
士
事
務
所
協
会
と
い
っ
た
産
学
官

民
の
連
携
に
よ
る
活
動
や
研
究
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
研
究
助
成
金
事
業

︵
行
政
施
策
に
活
用
で
き
る
研
究
に
つ
い
て
、

市
か
ら
補
助
金
を
助
成
す
る
事
業
︶
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
防
災
や
減
災
、
市
の
耐
震
化
向

上
に
繋
が
る
研
究
活
動
を
は
じ
め
、
自
治
会
や

小
学
校
に
出
向
い
て
、
地
元
住
民
や
児
童
と
ま

ち
歩
き
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
防
災
や

減
災
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
を
図
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
オ
ン
東
大
阪

店
と
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
中
河
内
防
災
フ
ェ
ア

東大阪市

西
岡
　
登

　
東
大
阪
市
建
設
局
建
築
部
建
築
指
導
室
指
導
監
察
課

一
九
八
五
年	

東
大
阪
市
生
ま
れ

二
〇
一
一
年	

関
西
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
了

二
〇
一
四
年	

東
大
阪
市
へ
入
庁

文化創造館外観イメージパース

文化創造館大ホールイメージパース

平成26年度 防災イベント
イオン東大阪店「ストローハウス」作成風景

平成27年度 防災イベント
イオン東大阪店 建築模型「ぶるる」実験風景
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株 式 会 社 イ リ ア
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

（マルイトOBPビル9F） 宝塚市武庫川町４－３－７１１
株 式 会 社 I M O デ ザ イ ン

飯 田 英 二

サンヨーホームズ株式会社
大阪市西区西本町１－４－１

小 嶋 和 平

株 式 会 社 徳 岡 設 計

徳 岡 浩 二

TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）

大阪建築界の活性化のため頑張ろう！

山 本 尚 ・ 設 計 工 房
大阪市天王寺区東高津町１２－１３－１４０５

山 本 尚 子

実り多き一年でありますように。

アトリエ　クレオ

森 田 茂 夫

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

明けましておめでとうございます。

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区博労町１－７－１６

（ＣＳＴビル）

柳 川 陽 文

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

上 田 茂 久

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

大阪市北区豊崎４－１２－１０
株 式 会 社 昭 和 設 計

沼 田 　 亘

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員

謹賀新年 2017
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株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是

佐 野 吉 彦亀 井　忠 夫
 

奥 村 雅 一
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町３－３

（日本生命梅田ビル）
ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

あけましておめでとうございます

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫
株式会社 小 西 設 計
大阪市西区立売堀１－１２－１６

小 西 敏 子

謹んで新春の祝詞を申し上げます

株式会社 綜 合 積 算
大阪市北区東天満１－１１－１９

宮 川　明 夫

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

建築設計事務所

謹賀新年 2017

大阪本店 
 
東京本店 

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３ 
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１ 

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１ 
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００ 

取締役社長 宮　下　正　裕

取締役社長
専務執行役員
大阪本店長

白 石 　 達
鶴 田 信 夫

本　　社：東京都港 区 港 南 2 - 1 5 - 2 電話 03（5769）1111
大阪本店：大阪市北区中之島 3 - 6 - 3 2 電話 06（6456）7000

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔａｉｓｅｉ．ｃｏ．ｊｐ/
常務執行役員関西支店長 金 井 隆 夫

関西支店 ： 大阪市中央区城見2丁目2番22号  電話06（6946）3311
本　　社 ： 東京都港区元赤坂1丁目3番1号　 電話03（5544）1111

常務執行役員
支 店 長 松　崎　公　一

建 設 会 社
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本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp

会 長　立 野 純 三

一般社団法人

ISO9001 
ISO14001 
認証取得 

本社・工場 京都府京田辺市大住池嶋25
〒610-0343 TEL 0774-63-7247㈹

FAX 0774-63-7248

東日本営業所 神奈川県川崎市中原区中丸子431
〒211-0012 TEL 044-431-0408㈹

FAX 04 4-43 4-2621
http://www.purepai.co.jp

水の未来・地球の未来
　　グリース阻集器の・・・

〒１１１-００５２ 東京都台東区柳橋２-２１-１３ 東洋ビル４Ｆ
 ＴＥＬ.（０３）５８３５－２５６９
 FAX.（０３）５８３５－２５７０
 ホームページ：http://www.rwa.gr.jp

理 事 長　 武　井　俊　之

E-mail : info@miyakoyogyo.com
HP    :http://www.miyakoyogyo.com

お客様の満足と価値創造の深化を目指して

会　長 前　田　幸　一

一般社団法人

TEL（0 6）6 3 6 3 - 4 0 7 7　FAX（0 6）6 3 6 3 - 4 0 7 9

〒530-0047

Hyper-MEGA, Hyper-ストレート, HBM工法
NAKS, RODEX工法

本 社
基 礎 事 業 部
大 阪 支 店

名 古 屋 支 店

四 国 支 店

〒１０８-００２３

〒５４２-００８１

〒４５０-０００３

〒７６０-００２２

東京都港区芝浦４丁目６番１４号（NC芝浦ビル）
　（０３）３４５２-１０８１　ＦＡＸ（０３）３４５２-１１２５
大 阪 市 中 央 区 南 船 場４ - １１ - ２８
　（０６）４９６３-６９１１　ＦＡＸ（０６）４９６３-６９１６
名古屋市中村区名駅南１-１１-５（エステート名古屋ビル）
　（０５２）５８１-０６６６　ＦＡＸ（０５２）５４１-２５３０
香 川 県 高 松 市 西 内 町４ -６（神原ビル）
　（０８７）８９７-２９８４　ＦＡＸ（０８７）８９７-２９８６

建材・設備会社 他

謹賀新年 2017
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学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和

〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53　TEL.（073）431-4411  FAX.（073）431-8188
中和印刷紙器株式会社 

ネットショップ営業中！
http://chuwa.shop-pro.jp/ 検索中 和 印 刷

クリアファイル
新機種のオンデマンド印刷により
少量印刷も可能に！ 少量から

注文承ります

会　長 古　新　亮　英

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

一般

住まいに、人に、安心を。

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 心斎橋東急ビル4階
電話番号  06-6253-0071

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

建材・設備会社 他

謹賀新年 2017
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

十
二
月
十
四
日
︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　
理
事
三
三
名　

監
事
二
名　

名
誉
会
長
他
六
名

︵
１
︶
一
一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
九
、

二
三
五
、九
四
五
円
、
支
出
一
四
、一
七
二
、一
五

二
円
、
差
引
△
四
、九
三
六
、二
〇
七
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
は
一
四
、七
二
九
、三
四
四
円

を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
士
試
験
、
病
院
支
援
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
、
耐
震

評
価
等
の
既
存
事
業
は
予
算
に
対
し
て
順
当
な
収

支
状
況
で
す
が
、
単
独
企
画
事
業
は
対
予
算
三
割

程
度
と
低
迷
し
て
い
る
の
で
、
後
期
の
事
業
活
性

化
が
望
ま
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
次
期
役
員
候
補
者
の
推
薦
準
備
と
し
て
、

今
期
は
二
期
四
年
を
満
了
す
る
役
員
が
少
数
な
こ

と
か
ら
、
会
長
及
び
委
員
会
推
薦
者
数
も
少
数
の

候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

候
補
者
推
薦
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
公
益
移
行
後

に
発
足
し
た
同
委
員
会
に
よ
る
役
員
候
補
者
推
薦

方
式
に
つ
い
て
検
証
す
る
時
期
で
も
あ
る
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

︵
３
︶枚
方
市
避
難
所
の
応
急
危
険
度
判
定
マ
ニ
ュ

ア
ル
案
に
つ
い
て
、
判
定
の
方
法
、
連
絡
体
制
、

調
査
表
な
ど
を
確
認
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
一
八
日
に
北
河
内
地
域
の
判
定
士
を
対
象
に

し
た
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

︵
４
︶
会
員
減
少
対
策
と
し
て
若
年
層
の
会
費
を

減
額
す
る
提
案
を
受
け
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
同
じ
正
会
員
の
立
場
で
世
代
別
の
会
費
格

差
を
設
け
る
の
は
よ
く
な
い
。
若
年
層
だ
け
で
な

く
、
高
齢
層
も
減
額
措
置
を
す
る
こ
と
に
繋
が
っ

て
は
会
費
収
入
が
安
定
し
な
い
。
な
ど
多
岐
の
意

見
が
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
会
員
減
少
対
策
に

取
り
組
む
べ
く
審
議
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『黒燻レンガ』
栄和瓦産業株式会社
http://www.eiwakawara.com/
取材：河合哲夫／建築情報委員会委員

　淡路島西岸の集落を抜け栄和瓦産業株式会社の工
場に到着。すぐに濱口代表取締役から紹介頂いた材
料は、今回紹介する「黒燻レンガ」。その名の通り、
レンガサイズの黒いブロックで、艶消しでありなが
らごくわずかな鈍い輝きを感じる瓦独特の質感。金
属的な重さまで伝わってくるような、今まで経験し
たことのない素材感が印象的でした。
 
　黒とは、ほとんどの波長の光を吸収し反射されな
い状態ですが、完全に全ての光を吸収する物質（黒
体）は自然界には存在しません。そもそも網膜が受
ける光の刺激を識別するという視覚のメカニズムか
ら考えると、完全な黒を人が経験することは理論的
に有り得ないことになります。また、RGBにおいて
は、3 色とも全く無い状態であり、従ってブラウン
管は黒として発色することはできません。しかも他
のいかなる色にも染まることが無い絶対的な色。人
が決して作り出すことも、知覚することもできない
絶対的なものに対する畏怖。私たちが「黒」に魅か
れるのはそうしたイメージによるのかもしれません。
　「黒燻レンガ」の明度は 3.0 とのことですので、
その絶対的なものに肉薄しています。瓦の「燻」の
正体－炭素は、その分子構造上、そこに差し込んだ
光のほとんどを吸収してしまう「黒体」に最も近い
物質なのです。

　淡路瓦は、「なめ土」という肌理細かい良質な粘
土で作られることから、他の産地と比べると低い温
度で締め固められるのが特徴です。しかし、近年淡
路瓦の製造技術は向上し、さらなる高温で焼成する
ことにより、硬度が高く、吸水性が極めて低い、塩
害や凍結に対して高い性能を発揮する「黒燻瓦」が
開発されました。その瓦のもう一つの特徴である「黒
さ」は、長い年月を経た瓦の色に近いことから、伝
統的な景観に馴染みやすく、古建築の屋根の葺き替
えにも多くの引き合いがあるとのことです。 
　その技術を景観材料の敷瓦に応用したのが「黒燻
レンガ」です。60mm の厚みを焼き上げる技は、
高度な温度管理と乾燥技術による、濱口代表取締役
自慢のノウハウです。傷がつきにくく、寒冷地での
凍結ひび割れの心配もほとんどありません。何より
も、塗られたものではない、素材そのものが持つ均
一な黒さは、永遠に色褪せや変色がありません。

　人類が到達するこができない絶対的なものへ近付
いた、気品のある「黒」が醸す質感。それは、決し
て華美ではなく、背筋が伸びる緊張感を空間に与え
てくれます。ぜひ手に取ってみて欲しい素材ですの
で、一度問い合わせてみて下さい。空間づくりのヒ
ントに出会えると思います。 
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落
下
相
談

文　

橋
本
頼
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マ
ン
シ
ョ
ン
の
外
壁
タ
イ
ル
が
落
ち
た

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理
事
で
す
。築
六
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
外

壁
タ
イ
ル
の
一
部
が
剥
落
し
た
。売
り
主
の
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
か
ら
は
保
証
が
五
年
ま
で
で
切
れ
て
い
る
。一
部

売
り
主
と
元
施
工
業
者
が
負
担
す
る
が
、原
則
と
し

て
管
理
組
合
で
費
用
負
担
を
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ

た
。現
在
売
り
主
が
施
工
業
者
と
と
も
に
調
査
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、理
事
会
で
第
三
者
に
相
談

し
て
調
査
し
て
も
ら
う
ほ
う
が
い
い
と
の
意
見
も
あ

る
。ま
た
、六
年
で
保
証
が
切
れ
る
こ
と
に
納
得
で
き

な
い
理
事
も
い
る
。今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
相
談
を

し
た
い
。︵
消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
紹
介
︶

減
ら
な
い
外
壁
タ
イ
ル
の
落
下
事
故

　

外
壁
タ
イ
ル
が
剥
落
す
る
事
故
の
ニュ
ー
ス
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。二
〇
一
六
年
七
月
に
も
大
阪
市
浪

速
区
の
九
階
建
て
ビ
ル
の
六
階
部
分
か
ら
タ
イ
ル
が
剥

が
れ
落
ち
、歩
道
を
歩
い
て
い
た
女
性
が
怪
我
を
し
て

い
ま
す
。建
物
の
管
理
不
十
分
に
伴
う
業
務
上
過
失

致
死
傷
罪
の
可
能
性
を
含
め
て
警
察
か
ら
ビ
ル
管
理

会
社
が
事
情
を
聞
か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
ご
承
知
の
通
り
、特
殊
建
物
の
定
期
報
告
制
度
で

は
平
成
二
〇
年
四
月
施
行
の
省
令
に
お
い
て
、竣
工

ま
た
は
外
壁
改
修
か
ら
一
〇
年
を
経
過
し
た
建
物
は

全
面
打
診
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

報
告
義
務
の
な
い
建
物
や
一
〇
年
未
満
の
建
物
は
調

査
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

原
因
の
分
析
と
補
修
方
法
の
妥
当
性
の
判
断

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
そ
の
他
一
般
の
ビ
ル
で
も
同
じ

で
す
が
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、そ
の
事
故
が
な
ぜ

発
生
し
た
の
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。相
談
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、売
り
主
と
施
工
者
が
調
査
を
進
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、そ
の
調
査
の
結
果
、正
し
い

こ
と
が
管
理
組
合
に
説
明
さ
れ
る
か
ど
う
か
、そ
の
是

非
を
管
理
組
合
が
確
認
で
き
る
か
、そ
の
リ
ス
ク
を
考

慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。所
有
者
が
一
人
ま

た
は
法
人
で
あ
れ
ば
、所
有
者
が
納
得
す
れ
ば
た
と

え
間
違
っ
た
判
断
で
あ
っ
て
も
責
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、複
数
の
区
分
所
有
者
が
相
応
に
所
有

権
を
有
し
て
い
ま
す
の
で
、理
事
会
が
判
断
を
誤
る

と
所
有
者
間
で
の
揉
め
事
に
発
生
し
ま
す
。本
来
は

区
分
所
有
者
が
協
力
し
な
が
ら
問
題
の
解
決
に
当
た

る
べ
き
と
こ
ろ
が
内
紛
で
進
ま
な
く
な
り
ま
す
。そ
れ

を
避
け
る
た
め
に
も
、た
と
え
売
り
主
と
施
工
業
者

が
調
査
を
行
っ
た
と
し
て
も
、管
理
組
合
側
で
技
術

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
建
築
士
が
関
与
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。ま
た
、補
修
方
法
の
妥
当

性
や
費
用
負
担
の
割
合
な
ど
技
術
的
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
第
三
者
の
協
力
は
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
す
。

費
用
負
担
な
ど
法
的
な
判
断
に
つ
い
て

　
こ
の
ご
相
談
の
場
合
費
用
負
担
す
べ
き
な
の
か
、保
証

の
年
限
に
つ
い
て
売
り
主
側
の
言
い
分
が
正
し
い
の
か
な

ど
に
つ
い
て
、電
話
で
の
相
談
で
は
も
ち
ろ
ん
、た
と
え

現
地
に
行
っ
て
確
認
し
た
と
し
て
も
、建
築
士
が
責
任

を
持
っ
た
発
言
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う

な
と
き
は
や
は
り
弁
護
士
へ
の
相
談
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、そ
ち
ら
へ
誘
導
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
す
。

管
理
組
合
の
理
事
に
ア
ド
バ
イ
ス

　

理
事
会
に
お
い
て
第
三
者
の
必
要
性
を
協
議
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
、と
い
う
こ
と
を
ま
ず
は
電
話
を
掛

け
て
き
た
理
事
に
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。建
築
士
に

よ
る
技
術
ア
ド
バ
イ
ス
と
弁
護
士
に
よ
る
法
的
ア
ド
バ

イ
ス
の
両
方
が
管
理
組
合
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
、そ

れ
が
管
理
組
合
の
権
利
を
で
き
る
限
り
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。ア
ド
バ
イ

ス
は
そ
こ
ま
で
で
、最
終
的
に
は
理
事
会
は
じ
め
区
分

所
有
者
に
判
断
し
て
も
ら
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
編
集
後
記

荒
木
公
樹

　

本
号
の
建
築
人
︵
け
ん
ち
く
び
と
︶
は
瀧
光
夫

先
生
で
す
が
、
昨
年
︵
平
成
二
八
年
︶
五
月
よ
り

取
材
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
取
材
ス

タ
ッ
フ
は
瀧
先
生
の
数
々
の
作
品
を
訪
ね
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
利
用
者
、
管
理
者

の
愛
着
を
感
じ
さ
せ
る
丁
寧
な
維
持
・
管
理
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
訪
問
先
で
と
て

も
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
編
集
人

冥
利
に
尽
き
る
経
験
で
し
た
。
読
者
の
皆
様
に
は

瀧
先
生
の
作
品
を
訪
れ
る
こ
と
を
是
非
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

　

瀧
光
夫
先
生
は
、
平
成
二
八
年
一
二
月
八
日
に

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。
結
果
的
に
瀧
先
生
に
対
す
る
最
後
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
発
行
を
目
前
に
旅

立
た
れ
た
こ
と
を
誠
に
残
念
に
思
い
ま
す
。
瀧
先

生
が
生
涯
を
か
け
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
理
念
を

次
代
に
継
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か

け
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
建
築
家
の
木
原
千
利
先

生
、
そ
し
て
瀧
先
生
の
奥
様
︵
瀧
梢
様
︶
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『建築と緑・改訂版』進呈

瀧光夫先生の著書『建築と緑・改訂版』を希望者
の方（10 名）に進呈いたします。
希望者の方は、下記のアドレスまでメールにてお
申込みください。
申込の際、件名に「建築と緑・改訂版希望」と明
記の上、氏名・送付先住所及び郵便番号・メール
アドレス・電話番号・勤務先のご記入をお願いい
たします。
なお、申込者多数の場合は抽選を実施し、発送を
もって発表にかえさせていただきます。

申込アドレス：info ＠ aba-osakafu.or.jp
申込締切：2017 年 1 月 31 日（火）
進呈冊数：10 冊（申込者多数の場合は抽選を実施）



■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『黒燻レンガ』
栄和瓦産業株式会社
http://www.eiwakawara.com/
取材：河合哲夫／建築情報委員会委員

　淡路島西岸の集落を抜け栄和瓦産業株式会社の工
場に到着。すぐに濱口代表取締役から紹介頂いた材
料は、今回紹介する「黒燻レンガ」。その名の通り、
レンガサイズの黒いブロックで、艶消しでありなが
らごくわずかな鈍い輝きを感じる瓦独特の質感。金
属的な重さまで伝わってくるような、今まで経験し
たことのない素材感が印象的でした。
 
　黒とは、ほとんどの波長の光を吸収し反射されな
い状態ですが、完全に全ての光を吸収する物質（黒
体）は自然界には存在しません。そもそも網膜が受
ける光の刺激を識別するという視覚のメカニズムか
ら考えると、完全な黒を人が経験することは理論的
に有り得ないことになります。また、RGBにおいて
は、3 色とも全く無い状態であり、従ってブラウン
管は黒として発色することはできません。しかも他
のいかなる色にも染まることが無い絶対的な色。人
が決して作り出すことも、知覚することもできない
絶対的なものに対する畏怖。私たちが「黒」に魅か
れるのはそうしたイメージによるのかもしれません。
　「黒燻レンガ」の明度は 3.0 とのことですので、
その絶対的なものに肉薄しています。瓦の「燻」の
正体－炭素は、その分子構造上、そこに差し込んだ
光のほとんどを吸収してしまう「黒体」に最も近い
物質なのです。

　淡路瓦は、「なめ土」という肌理細かい良質な粘
土で作られることから、他の産地と比べると低い温
度で締め固められるのが特徴です。しかし、近年淡
路瓦の製造技術は向上し、さらなる高温で焼成する
ことにより、硬度が高く、吸水性が極めて低い、塩
害や凍結に対して高い性能を発揮する「黒燻瓦」が
開発されました。その瓦のもう一つの特徴である「黒
さ」は、長い年月を経た瓦の色に近いことから、伝
統的な景観に馴染みやすく、古建築の屋根の葺き替
えにも多くの引き合いがあるとのことです。 
　その技術を景観材料の敷瓦に応用したのが「黒燻
レンガ」です。60mm の厚みを焼き上げる技は、
高度な温度管理と乾燥技術による、濱口代表取締役
自慢のノウハウです。傷がつきにくく、寒冷地での
凍結ひび割れの心配もほとんどありません。何より
も、塗られたものではない、素材そのものが持つ均
一な黒さは、永遠に色褪せや変色がありません。

　人類が到達するこができない絶対的なものへ近付
いた、気品のある「黒」が醸す質感。それは、決し
て華美ではなく、背筋が伸びる緊張感を空間に与え
てくれます。ぜひ手に取ってみて欲しい素材ですの
で、一度問い合わせてみて下さい。空間づくりのヒ
ントに出会えると思います。 
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愛知県緑化センター・本館　　設計　瀧 光夫

　この施設は、愛知県が県有林50haを利用して、「県土緑
化の拠点」をつくろうとしたもので、1976年に完成した。
マスタープランづくりは、中村一教授をはじめとする京都
大学造園学教室が中心となり、1970年の万国博覧会の開催
中に着手され、瀧光夫氏は建築系施設を担当、密接な共同
作業を通してなされた。
　本館中央には自然光の入る吹き抜け空間が設けられた。
K・ローチ設計の「フォード財団ビル」が1968年に完成
し、インテリア・オープンスペースの語が米国の造園界で
用いられ始めていた。瀧氏は中村教授とともに、このよう
な空間は雨の多いわが国に増えるべき、緑を屋内に持ち込
む場合の実験的な意味合いを込めて、アトリウムの語が当
時一般化していなかったためグリーンホールと名付けた。
この種の空間としては、大阪・江坂の「大同生命生命本社
ビル」（1972年完成・竹中工務店設計）に次ぐ、わが国2番
目のものである。
　グリーンホールは、随所に設けられたスリットにより自
然換気がなされ、実質的には「天蓋付き中庭」というべき
ものである。瀧氏はこの空間の実現をきっかけに、数多く
の観賞温室の設計や建築における内と外、建築と水・緑に
かかる研究に取り組むこととなった。
　現在つくり続けられている建築や住まいは周囲に対する
結びつきを断つような閉鎖的なものが多い。われわれが瀧
氏の作品や思索から建築と環境のあり方について学ぶべき
ことは多い。
第18回建築業協会賞（1977年）、第5回日本建築家協会25年賞（2004年）受賞

撮影：田籠哲也　文：荒木公樹




